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　トンボの地味子。

　クラスのみんなが私をそう呼んでいるのは知っている。

　真っ黒な髪かみは後ろに一つのゴムで括くくっただけで、全く可愛かわいさのない赤色眼鏡めがねをつけた私。トンボのあだ名は昔からある童どう謡ようの歌から取っただけというのも、もちろん把は握あく済み。

　そう呼ばれるのは仕方ないって思ってた。

　だって本当に地味なんだもん。

　まだ十七歳だっていうのに、明るさなんて私には一いつ切さい無い。

　だから友達もいなくて、いつも一いつ緒しよにいてくれるのは教科書とペンと恋れん愛あい小説。私がこんなものを持ち歩いているのは、母親から「勉強しなさい」と毎日言われるからだ。

　勉強をする事は嫌きらいじゃない。むしろ好き。

　だってまだまだ自分が知らない事はこの世の中にはたくさんある。

　だからこそ意い欲よくは湧わいてくるし、何よりも勉強は裏切らない。

　そしてそれは恋愛小説も一緒。ラストは絶対にハッピーエンドだもん。

　こんな地味子の私でも少しは女の子らしくいられる時間がこの恋愛小説を読んでいる時だけ。

　だって、こんな見た目の私。誰だれが好きになってくれるんだろう？

　トンボの地味子だよ？　誰がトンボに好意を寄せてくれるの？

　恋愛を放ほう棄きした私は、ますます勉強と恋愛小説に深くハマっていって……

　抜ぬけ出せなくなりそうになっていた時に、ある男の子に手を伸のばされて捕つかまってしまった。

「柏かし木わぎ！　お願い!!　俺に勉強を教えて!!」

　ある日の放課後、突とつ然ぜん私に頭を下げてきた男の子。

　トンボの地味子とは呼ばず、私の本名である柏木美み佑ゆの名字を呼んだ、背がめちゃくちゃ高いバスケ部員の人……

　赤あか城ぎ大だい地ち。

　名前の通り、とてつもなく広い大地のような心と熱い感情をぶつけてきた男の子が私の前に現れた。
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　赤城君が現れたのは本当に突然だった。

　クラス委員長である私が日誌を一人で書き終わったこの時間。

　橙だいだい色いろの夕日がクラスを柔やわらかな光で照らすこの光景を見ながら、私は真っ赤なブックカバーがかかった恋愛小説を読んでいた。

　いつもの賑にぎやかで……だからこそ孤こ独どくを感じるこのクラスがたった一人、私のためにあると思えるこの時間が大好きだった。

　そして恋愛小説の世界にのめり込み、没ぼつ頭とうする。

　家に帰ったら親が決めた家庭教師との生活が待っている私にとって、唯ゆい一いつの息いき抜ぬきだった。

　そして、その日もいつもと同じく変わらない放課後を過ごしていたその時。

　バタバタバタッ!!　と豪ごう快かいな足音を鳴らして廊ろう下かを走る上うわ履ばきの音が聞こえてきた。

「煩うるさいなぁ」

　せっかく高校生同士の初うい々ういしい二人が少し距きよ離りを縮めようとするとってもいいシチュエーションだったのに。

　肩かたを落としため息をついた時、また豪快にドアをスライドさせる音が聞こえてきた。しかも開いたのは私のクラスだ。

　誰だろう？　誰かが忘れ物でもしたのかな？

　視線だけ扉とびらの方へ向けると、私とバッチリ目が合った男の子がいた。

「わっ！　誰かいた!!」

　突然現れた男子は、スポーツロゴがプリントされたタンクトップにグレーのハーフパンツ姿で首にはスポーツタオルをかけていた。

　それに確かこの背の高い男子。バスケ部でエースをやっているって聞いた事がある男子だ。クラスは確か隣となりで名前は……

「深ふか谷や君？」

「おっ！　俺の名前知ってんの？」

　イケメンなのに人ひと懐なつっこい顔で私の言葉に反応してくれる。

　その明るい表情にドキッとしてしまった。

　でもこの人、彼女がいるはず。だってクラスの誰かが、彼女がいるから諦あきらめなきゃーって話していたのを聞いた事があるから。

　このクラスに来たってことは、私以外の誰かに用があるわけで……

「なー、赤城のやつ知らない？」

　……赤城君。

　ウチのクラスのバスケ部員の男子の一人だ。

　私が通っている高校は、バスケ部が県内ではトップレベルの強さを誇ほこる強きよう豪ごうらしい。だから一いつ般ぱん入試でもバスケ部希望の人は多くて、各クラスに何人かは必ずバスケ部員の子がいる。赤城君もその一人だ。

「なぁ、探してるんだけど？　ここには来てねぇ？」

「うん……見てない」

　小説にまた視線を戻もどしてそっけない返事をした。

「ふーん、そっか。じゃーいいや！　もし赤城のやつ見かけたら、バスケ部のやつらが探してた！　って言っといてくれよ！　頼たのむな！」

「えっ？　ちょっ」

　勢いよく立ち上がり深谷君に声をかけたけれど、それだけを言い残してあっという間にその場からいなくなってしまった深谷君。

　私が赤城君に伝言とか……自分から男子に話しかけるなんて。

「で、出来ない。出来ないわよ、そんなことっ！」

　独り言を言いながら立ち上がった時に眼鏡がズレたからかけ直した。

　すると、黒板の前の教きよう壇だんからガタガタガタッ!!　という音が聞こえてきた。

「へっ？　えっ？」

　教壇？　今、教壇から音が聞こえてきた気がする。

　もしかして放課後だけ出しゆつ没ぼつするお化けとか妖よう怪かいの類たぐい？

　いや、でもまだ外は明るい。そんなものが出るなんてまだまだ早い時間だ。

　じゃぁ……誰？

　もしかして変質者？　校内に侵しん入にゆうした犯罪者とか？

　怖こわくて固まってしまった私の身体からだは思うようにいう事を聞いてくれず、足がガクガクと震ふるえるだけで逃にげる準備も何も出来ていない。

　教壇の中からはおかまいなしに大きな音を鳴らせて、黒くて大きい影かげがその姿を現した。

「あーーっ！　狭せまかったぁ！」

「きゃああああっ！」

　突然大きな音と大声と共に現れた長身の後ろ姿。

　あまりの驚おどろきに私はらしくない叫さけび声をあげて、自分の席へと座り込んでしまった。

　現れた長身の男の子はウチの学校の制服を着ていて、教壇の中に無理な体勢で隠かくれていたせいか、長い腕うでを伸ばして思いっきり背せ伸のびをしている。

　腕を伸ばした後、その男子はゆっくりと私の方を振ふり向いた。

　そしてその顔は……

「あ、赤城君？」

「おー。柏木、ありがとうな、大和やまとのヤツどっかやってくれて」

　私が変質者と思った相手は、さっきまで深谷君が探していた赤城君その人だった。

　クラスメイトであったことに安心して気が抜けた気持ちと、「どうしてあんなところに？」と疑問に思う気持ちで胸の中はいっぱいだ。

　今すぐにでも謎なぞを解明してスッキリしたいのに、私の口は気持ちとは違ちがいパクパクと開いたり閉じたりしてるだけ。

　そして今の衝しよう撃げきに身体も動かなくて、ただ赤城君を見上げている格好になっていた。

「あーっ！　やっと抜けられた！　ったく、さっさと探しに来て部活に行けってんだよな」

　伸ばした長い腕は背伸びをやめて、今度は片かた腕うでずつグルグルと回している。

　そして歩いて近づいてくる赤城君はクラス一身長が高いのもあるけれど、あっという間に後ろの席の方にある私の机までやってきた。

「悪かったなー。驚かせて。でも、スゲーだろ？　俺のかくれんぼ」

「……」

　返事の言葉は出てこなくて、ただ首振り人形みたいに上下に頷うなずき続けた。

　おかげで眼鏡めがねもズレて、今の私は滑こつ稽けいな顔になっていると思う。

「んっ？　凄すごくない？　俺のかくれんぼの術」

　それはもしかして「隠れ蓑みのの術」と言いたいのかな？

　間ま違ちがいに気付かない赤城君は椅い子すに座って動かない私の方に上半身を屈かがませ、顔を覗のぞき込んでくる。

　私の目の前には赤城君の顔があり、髪かみはワックスか何かを付けているのか、独特の爽そう快かい感かんのある香かおりがした。

　それにしても……

「ち……」

「ち？」

「……近い」

「へっ？　何??　声、ちーせぇよ」

「ち、近いっ」

「だから何??」

　さらに近寄ってくるただのクラスメイトの赤城君の顔。

　この人は人見知りもしないクラスの人気者だからいいけれど、人付き合いが一番苦手な私にはこんなの拷ごう問もん以外の何物でもなくて！

「ち、近い！　離はなれて！」

　力を込めて赤色のブックカバーを赤城君の顔面に押し当てた。
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「いっ……て！」

　思いっきりぶつけたブックカバーは見事に赤城君の顔面にヒットして、離してみると赤城君の鼻の頭は真っ赤になっていた。

「そ、そんなにイキナリ近寄ってきたら驚くし……それに、何で!?　いつからあんなところにいたの!?」

　ぶつけた本で今度は自分の顔半分を隠し、目だけを出して赤城君を見ていた。

　慣れない男子との会話にこめかみからは次々と汗あせが流れ出てくる。

　そんな私を赤城君は何とも思っていないのか、よくぞ聞いてくれました！　みたいなニッコリと笑った顔で応こたえてくれた。

「教壇の下だろ？　隠れたのはみんながいなくなってからだ。お前ずっとここに座っていたのに、日誌書いてからも全然気付かないんだもんな。本ばっか読んでて」

　顔が羞しゆう恥ち心しんに襲おそわれて赤くなっていくのがわかる。

　ずっと見られていたんだ、私の行動の一部始終。

　普ふ段だんは誰だれも気にも留めない私の行動が、まさか放課後の時間になって見られているなんて。

「すっげー幸せそうな顔で本、読むんだな。柏木って。いつもそんな顔してりゃいーのに」

　赤城君は赤くなった鼻を擦こすりながら、私の前の椅子に座り、誰にも言われた事のない言葉を送ってくれた。

　ただでさえ普ふ通つうに会話する事が難しいのに、こんなことを言われてこのままここにいられるほど、私の心に余よ裕ゆうはなかった。

「か、帰る……」

「えっ？　ちょっ」

「さようなら！」

　赤色のブックカバーを学生鞄かばんに無む理り矢や理り押し込めて、逃げるようにその場を離れた私。

　もう赤城君がなぜあんなところに隠れていて、バスケ部の子がどうして探しているのかなんて事情はどうでもよくなっていた。

「おーい！　柏木！　待てよ！」

　遠い後ろの方から私を呼ぶ声が聞こえる。

　振り向いたら、教室の窓から顔だけを出して赤城君は私の姿を見ていた。その時、目と目が合い、ますますどうしていいかわからなくて逃げる足が速くなる。

　なのに赤城君は……

「また明日あしたなーっ！」

　聞こえていないふりをして、今度は鞄で顔半分を隠しながら私は早歩きで靴くつ箱ばこまで辿たどり着き、バス停までの道をまだ跳はね続けている鼓こ動どうを一人で感じつつ歩いた。滅めつ多たに帰ることのない夕暮れ前のこんな時間。

　いつも帰る時間は授業が終わってすぐ下校する生徒と、部活後の生徒が帰る間の時間だからほとんど同じ学校の子はいないのに、今日はいつもより早いせいか同じ制服を着た生徒をチラホラ見かける。

　それもみんな楽しそうにどこかに寄る予定をたてながら。

　私と違い、制服もオシャレに着き崩くずしていて髪もメイクもちゃんと流行を追っている。

　学校の中では地味でもいい。その他大勢の一人でいられるから。

　でも、一歩学校の外に出ると、途と端たんに虚むなしさに襲われていつも下を向いて歩いてしまう。

　逃げるようにしてやってきたバスに乗り込む。

　でも、家に帰ったら帰ったで別に居い心ごこ地ちがいいわけじゃない。

「あら、今日は早いわね。放課後、予習復習はしてこなかったの？」

　家の中に入るなり、「おかえりなさい」の言葉さえもない私の母親だ。

「……今日は、放課後にクラスの子が残ってて集中出来なかったから帰って来た」

「そう。だったら家庭教師の先生が来るまでちゃんとやっておきなさいよ。

　お勉強は繰くり返しが一番大切なんだから」

「はい」

「ただいま」も言わない私達親子の会話。

　階段を上がりながらいつからこんな会話しかしなくなったんだろう……っと、ふと思った。

　昔から私は本が大好きな子どもだった。

　家にあった本はジャンル関係なく片かたっ端ぱしから読み倒たおし、足りなければ図書館へ通い、それで気に入った本は書店にて購こう入にゆうする。

　今思えば、お母さんはこの頃ころから私に期待していたんだと思う。「頭のいい子に育ってくれれば」って。

　こんなんだから友達なんか出来るはずもない。

　会話をする人なんて一日で家族だけ、なんて日は常にある。

　時々、思う。

　お母さんは私が学校生活を楽しんでいると思ってくれているのかな？　って。

　私がどんな学校生活をしているのか気にならないのかな？　って。

　聞かれないからこそ、聞いてほしい。

　そんな子供心は時々私の心の中から意思表示をしてきて、つい言いたくなる時が訪おとずれる。

　特に今日みたいな日。

　いつも通りに放課後一人でいると、バスケ部のかっこいい男の子が突とつ然ぜん人探しにやってきて、その子がいなくなってやっと一人の時間になったと思ったら、その探し人の本人は教きよう壇だんの下に隠かくれていたんだよ！　って。

「……ぷっ」

　教壇から出てきた赤城君の後ろ姿を思い出してつい笑ってしまった。

　確実に百八十センチ近くありそうなあの長身で、どうやってあんな狭せまいところに隠れていたんだろう。きっと凄すごく窮きゆう屈くつだったんだろうな。

　手足を絡からみ合わせて縮こまりながらあそこにいたんだろうな。

　でも、どうして？　何でそこまでして逃にげているんだろう？

　家に帰って来て気持ちが落ち着いたのか、やっぱり疑問に思えてきた赤城君の今日の行動。

　深谷君の様子を見る限り、きっと隠れたのは今日が初めてだ。

　だって放課後はいつも部活に行っているはずだもん。

「ふふっ。隠れ蓑みのの術をかくれんぼの術とか言ってた」

　また思い出し笑いをしてしまった。

　堂々としたもんだったから訂てい正せいするのも忘れちゃったな。

「凄く自信満々だったもんね」

　クスクスと笑いながら自分の部屋に入り、綺き麗れいに整理整せい頓とんをしてある勉強机に鞄を置く。

　……そういえば、今日笑ったの、これが初めてかもしれない。

　らしくない自分の姿に驚おどろいて、鞄の中から教科書を出す手が止まる。

「やだ、何で笑ったんだろう？」

　教科書で顔にパタパタと風を送り、焦あせる自分の気持ちを何とか調整した。

「もうすぐ家庭教師の先生が来るんだから、ちゃんと復習しておかなきゃ」

　教科書も鞄も机に置きっぱなしにして、制服を脱ぬぎハンガーにかけて毎日代わり映ばえのしない部屋着に着き替がえる。

　家に帰って来てもどこかに出かける必要もない。

　急に友達に呼び出されることもない。

　夜に電話やメールをする彼氏なんかいるはずもない。

　携けい帯たいは一応持っているけれど、寂さびしくなるから連れん絡らく先のメモリーも見ないし、携帯を触さわる事もない。

　きっと、今日初めて喋しやべった赤城君なら毎日のようにお友達と一いつ緒しよにどこかに遊びに行ったり、部活に励はげんだりしているんだろう。

　でも私は……

「……勉強しよ」

　私のつまらない日常の中に突然起きたハプニングの張本人である赤城君の顔を、強ごう引いんに頭の中から消し去った。

　そして私はいつものように教科書や参考書だけを見つめ、家庭教師の先生が来るまでノートが文字で真っ黒になるほど、ひたすらペンを走らせた。




　そして次の日。

　初夏の気持ちいい風を肌はだに感じながら、いつも通り下を向いて登校していた私に、初めて声をかけてきてくれた人がいた。

「あっ！　昨日、赤城のクラスにいた奴やつだろ!?」

　靴箱に着く前に聞き覚えのある声が後ろから聞こえてきた。もしかしてこの声は……

「よう！　おはよう！」

「……っ！」

　手を上げて、私に挨あい拶さつをしてくれる男子がそこにいた。

　昨日、赤城君を探しに来ていた深谷君だ。

　そしてその周りには同じ位の高身長に、部活中だからか同じような服装の男子が六人くらいいる。

　初めて声をかけられた驚きに、私は単純な挨拶さえも出来ないでいた。

「赤城の奴、見てねぇ？」

　だから何で私に聞くんだろう？

　私みたいな奴が赤城君がどこで何をしているかなんて知っているはずがないのに。

　早くこの場から去りたくて首だけを左右に振ふろうとしたら、深谷君たち男子の輪から一人、女子が顔を出した。

「誰だれに声かけてんの？　って、柏木さんじゃん」

　深谷君の後ろから顔を出してきたのは、二年になってから同じクラスになった五十嵐いがらしさんだった。

　この人は同じ女子というだけで、私とは全く違ちがう人種の生き物だと思っている人。

　スタイルもジャージ姿なのに長い手足のおかげで華はなやかな服のように見え、顔もノーメイクに近いのに全すべてがハッキリとしたパーツだから汗あせを搔かいても全然不潔さがない美人さん。

　そういえばこの人はバスケ部のマネージャーだ。

　だったら五十嵐さんが赤城君を探せばいいじゃないっと、胸の中でささやかな反はん抗こうの言葉を呟つぶやいた。

　でも五十嵐さん、私の名前覚えててくれたんだ。全く接点がない私達だから、知られていなくて当たり前なのに。

「昨日、赤城のクラスにこいつが一人で残ってたんだよ。だからもしかしたら居場所知ってんじゃねーかと思って聞いてみた」

　深谷君が五十嵐さんに事のいきさつを説明するけれど、五十嵐さんは興味がなさそうな感じ。

「柏木さんが赤城の居場所なんか知ってるわけないじゃない。ただでさえ、男子とはあまり喋らないもんね」

　女子とも全然喋らないけれど……、心の中で答えながら首をしっかりと縦に振り続けた。

「だったらお前が連れてくりゃいーじゃん。同じクラスなんだから」

　横から会話に参加してきたのは、赤城君とよく似ている髪型と身長の男子だ。

　あっ、この人も知ってる。いつも騒さわがしいから目立っている三み上かみ君って子だ。

「嫌いやよ」

「何で？」

　何でだろう？　五十嵐さん、面めん倒どうなのかな？

　それよりも私、ここから立ち去っていいかな？　多分、私には関係のない話になってきたっぽいし。

　足音を忍しのばせて気配を消し、その場を離はなれていく私に誰も気付かない。

　こういう時、存在感が薄うすくてよかった……っと思う。

　そして五十嵐さんがポツリっと呟いた声が少しだけ聞こえた。「だって私、教えられるほど頭あんまりよくないもん」って。

　人に紛まぎれて逃げてきた靴くつ箱ばこ。

　今は部活をしていない生徒が登校し、少し混雑している。

　嫌だな、人ひと混ごみ苦手。だけど今日は助かった。この人混みに紛れてあの集団から逃げる事が出来たんだから。

　自分の靴箱に辿たどり着き、ローファーから上うわ履ばきに履はき替かえる。

　その間、さっきの話を思い出した。

　あのバスケ部の人達の様子だとまた赤城君は部活をサボったみたい。

　もしかしてやる気がなくて部活がしたくないから逃げ回っているのかな？

　それなら合が点てんがいくけれど……

　あそこまでして逃げ回るなんて子どもみたい。今日も逃げ回ったんだろうか？　今度はどこに隠かくれたんだろう？

「ふふっ……」

　部活をサボることはとても褒ほめられたことじゃないけれど、逃げ回っている姿を想像したら面おも白しろくてまた少し笑ってしまった。

　上履きに履き替えて二年生の教室がある三階まで階段を上がり、ＨＲ前で賑にぎわう廊ろう下かを一人歩く。

　今日もみんなそれぞれ自分の定位置で友達と昨日のテレビの話をしたり、噂うわさ話ばなしをしたり、好きなことを話しあったりしている。

　何年経たってもこの空気には馴な染じめなくて、私はＨＲが始まるギリギリの時間に教室に着くことにしていて、今日もある場所に向かった。

　教室とは反対の方向に歩き出して、角を右に曲がりさらに奥へと進む。

　そして、普ふ段だん使われていない空きの教室の扉とびらをスライドさせた。

　この教室は一年生のときに偶ぐう然ぜん発見した場所で、鍵かぎもかかっていないこの教室は私の放課後以外で過ごすお決まりの場所になっていた。

　もちろんお昼ご飯もここで恋れん愛あい小説片手にまったりと過ごしている。

「ふう……」

　教室の隅すみには机と椅い子すが適当に積み上げられていて、その中から一人分の椅子と机を取りだしていた私はそこに鞄かばんを置き、目を閉じてため息をついた。

　今日は朝から慣れない人達と喋って疲つかれた……

　いや、実際には全然喋っていないのだけれど。

　それでも朝から誰かとこんなに関かかわることなんて私にはない。

　今日一日分の神経を使ったっと思い、椅子に座り瞼まぶたを開けた。すると目の前の黒板の前には、長身の男……

　私を見て、気まずそうな表情をした人が後頭部を搔いてそこに突つっ立っていた。

「きゃあっ!!」

「しっ！　しーーーっ！　叫さけぶな！　柏木！」

　叫ぶ私に大急ぎで近寄り、大きな手のひらで口を塞ふさいだこの人。

　なぜか赤城君がこの教室にいた。

　勢いよく塞がれた手のひらの勢いで眼鏡めがねがズレて裸ら眼がんの景色になる。

　私の視力は眼鏡がないと全てがぼやけて見えるくらいで、三十センチ先のものさえもよく見えない。

　それでも赤城君の顔はハッキリと見える。ということは、それだけ近くに赤城君がいるということで……

「ふっ!!　ふーーーーーーっ!!！」

「おいっ、口を塞いでるのに叫ぶなよ。意味ねーだろ」

　足をじたばたさせて、両手は赤城君の腕うでを力強く持つ。初めて触さわる男子の腕。

　その事を一いつ瞬しゆんで自覚すると、恥はずかしくて離してしまった。

　目をギュッと瞑つぶり、両手を胸の前でコブシにする。

　顔は真っ赤だ。絶対真っ赤。

　何で昨日から私、こんな目にあっているんだろう。

「あっ！　やべ！　苦しい？」

　苦しいのは色んな意味で苦しい！

　息も上う手まく出来ないし、ずっと触ふれられている赤城君の手のひらの感かん触しよくと熱が私の熱さと同化して、ますます私の熱を上じよう昇しようさせる。

「わっ、マジで赤くなってきてる。手、離すけど叫ぶなよ？　わかったな？」

　何度も何度も首を縦に振った。今の私は首振り人形だ。

「絶対だぞ？」

　眼鏡もズレたまま、髪かみを振り乱して強く頷うなずいた。

　そしてソッと赤城君の手のひらが離れていき、その感触と熱が残ったまま私は数秒ぶりに空気を吸うことが出来た。

「ぷはっ！　はぁ……はぁ……」

「あー、悪い。大だい丈じよう夫ぶか？」

　気まずそうにしゃがんだ赤城君は私を見上げ、また後頭部を搔いていた。

　私はというと、息を止められたのは数秒程度なのに、まるで窒ちつ息そく寸前まで息を止められていたみたいに息が荒あらくなっている。

　だって、本当におかしくなりそうだった。

　顔を近づけられるのも、口を押さえられるのも、男子に触ったのも……

　初めての事が一度に三つも襲おそってきたのだから。

　俯うつむいた状態でズレた赤眼鏡をかけ直す。その私の様子をただ赤城君はずっと床ゆかに胡坐あぐら姿で見ている。

　……いつまで見ているんだろう。

　その視線が気になる私は精せい一いつ杯ぱいの勇気を出して、赤城君に問いかけてみた。

「な……何？」

「んっ？　いや、大丈夫かな？　って」

　私が喋しやべりかけたら大きな口は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　きゅ……っと、心臓が引き締しまる感じがした。

　苦しい……まだ窒息状態は続いているみたい。

「だ、大丈夫だ、だから！　それ……それよりバスケ部の人達が探していたよ？　赤城君の、こと……」

　何を喋っていいかわからず、苦し紛れに出てきた共通の話題はさっき会ったバスケ部の人達。別に知らせるつもりはなかったけれど、でもどう考えても私達の共通の話題はやっぱりこれしかなかった。

「げっ……しっつけーな」

　心底嫌いやそうな顔をした赤城君。そんなに嫌なんだ、バスケ部。

　確かにうちの高校のバスケ部は強きよう豪ごうだから練習もきっと相当厳しくて激しいはず。入部してもすぐやめる人も多いってことも、顧こ問もんの佐さ々さ木き先生から聞いた事がある。

　赤城君もそのタイプなんだろう。

　でも、羨うらやましいけどな……

　そうやって深谷君みたいに引き止めてくれる人がいるんだから。

　誰だれかに必要とされる事って赤城君みたいな人気者には簡単な事なんだろうけど、私にはとても難しい事なんだから。

「はぁ……」っと、情けないため息をついたあと、赤城君から私の考えがまるで見当ハズレだった事を思い知らされる言葉を耳にするなんて、この時は思いもしなかった。

「だいたいさー、部活と勉強と両立ってのがそもそも無理なんだっつーの」

　……んっ？　部活と勉強？　部活の練習が嫌なんじゃないの？

　眼鏡の奥の自分の目が、止まらない瞬まばたきをしてしまっている。

　どうしてここで勉強という単語が出てくるんだろう？

　俯いていた私の顔は少しだけ赤城君の方に向かい、ちょっとだけ目が合った。

　慣れない男子の目線に一瞬で心が挫くじけて、視線を逸そらしてしまう。それでも赤城君は気にする事もなく、私に喋りかけてきてくれる。

「ちょっとさ、一年の時の成績が悪かったからってこの一週間は部活無しで、部室に佐々木と二人きりで猛もう勉べん強きようだぜ？　考えただけでゾッとして逃にげたくなるっつーの」

　……もしかしてこれが、赤城君がバスケ部の人達から逃げていた原因なんだろうか？

「部活が嫌なんじゃないの？」

　その時、自分から疑問に思ったことを初めて赤城君に投げてみた。

　目線はとても合わせられなかったけれど、クラスの人に……しかも男子に話しかけるなんて今までの私には考えられなかったことだけど、赤城君にはなぜか出来たんだ。

　赤城君の嫌けん悪お感かんたっぷりだった目は、今はまん丸になっていて物もの珍めずらしそうに私を見ていた。

　うわっ、恥ずかしい！　やっぱり話しかけなければよかった。

　そう後こう悔かいしていると、どこまでも明るい声が私達以外いない教室に響ひびき渡わたる。

「部活？　バスケは嫌きらいじゃねーよ。好きじゃなきゃあんなしんどい事やってないって！　俺が嫌なのは勉強ーっ!!　普ふ通つうの授業さえもメンドイのに、なんでわざわざ部活の時間にまで勉強しなきゃいけないんだか……」

　最後の言葉はまるで独り言のように小さくなっていたけれど、確かに聞いた。

　部活は嫌じゃないって。

　ということは、ただ佐々木先生と二人っきりで勉強するのが嫌だから逃げ回っていただけなんだ。勉強が嫌だからって教きよう壇だんの下に隠かくれたり、こんな誰も気付かないような教室にまで逃げてきたり……

「ふっ……」

　どこまでも子どもみたいな赤城君の行動に思い出し笑いをしてしまい、つい笑い声が零こぼれてしまった。

「あっ、笑った」

　胡坐姿のまま私を見上げる赤城君は、私を指差して驚おどろいた顔をしている。

　その瞬しゆん間かん、とてつもない熱にまた顔中が侵しん食しよくされていく。

　恥ずかしいっ！　一人で笑っている姿を見られてしまったなんて！

「きょ、教室戻もどるから!!」

　その場を逃げたくなった私は咄とつ嗟さに椅子から立ち上がり、走り出して教室から逃げ出そうとした。

「うおっ！　ちょ、ストップ！　ストップ!!」

　逃げ出そうとする私の手首を、いつの間にか立ち上がっていた赤城君はしっかりと摑つかんで私を引き止めた。

　男子に手首を摑まれてしまっている！

　その現実に込みあがってくる叫さけび声は驚きすぎて声にならなくて、私の行動は全すべて停止。一歩踏ふみ出した間ま抜ぬけな姿で止まってしまった。

「昨日もだけど、何ですぐ逃げ出そうとするかなー？　俺、別に不良でもなんでもないし、同じクラスだろ？　別に怖こわがられる筋合いないんだけど」

　赤城君の言う事はもっともだ。

　私だってそんな事くらいわかっている。別に逃げ出す必要はないって。

　でも、みんなと同じように経験も成長も出来ていない私には、こうして誰かと……しかも男子と二人っきりでゆっくりお喋りなんてハードルが高すぎるんだ。

「ＨＲまでまだ時間あるだろ？　一人だと暇ひまなんだよー。喋り相手になって！」

　手首を摑んだまま、とんでもない事を言い出した赤城君。

　私なんかが喋り相手だなんてどうかしてる。

「わ、私と……なんて、面おも白しろくもなんとも、ないから……」

　精一杯の抗こう議ぎをしてみた。

　だって本当のことだ。

　私と一いつ緒しよに過ごす位なら、バスケ部の人達から逃げているほうがよっぽど楽しいと思う。

「そんなことないって。ほら、クラスでほとんど喋ったことないだろ？　柏木がどんな奴やつか知りたいし」

　ほとんどというか全く喋ったことないよ。

　それより場を持たすためとはいえ、私の事を知りたいだなんて赤城君は本当に変わってる。

　やっぱりその場から離はなれようと思い、一歩を踏み出そうとすると赤城君から強ごう引いんに手首を引っ張られて椅い子すに座らされた。

「どっこも行くなよー」

　なんて言いながら私を座らせた張本人は、後ろに積み上げた状態の机と椅子から一脚きやくの椅子を取り出して、私と対面になるように机の前に置いた。

　そして座った。

「……」

　また目の前には赤城君の顔。

　どこに視線をやっていいのかわからなくて、やっぱり下を向いてしまう。

　だけど赤城君はおかまいなしに次々と私に喋りかけてくる。

「柏木ってさ。いつもここにいんの？」

「……そう」

「こんなトコで何してんの？」

「い、色々……」

「色々？　色々って何？」

　……いつまで続くんだろう、この尋じん問もん。

「色々は色々……」

　勉強ならともかく、ここで一人恋れん愛あい小説を読んでいるなんてとてもじゃないけれど言えない。

　きっと「らしくない」とか言われそうだし思われそうだ。

「何だよー、気になるじゃん。あっ、もしかして言えないくらい恥はずかしいこと？」

「そ、そんなんじゃ……違ちがう！　べ、勉強っ!!　ここで勉強してるの！　休きゆう憩けい時間も昼休みも放課後も！」

　余計な勘かん違ちがいをされたくなくて咄嗟に出た言葉だけれど、ますます暗い奴だって思われちゃったかも。

　少し後悔したけれど、だけどこれが「私らしい」だろうと思いなおした。

「えっ!?　お前、授業以外でもそんなことしてんの？」

　っと、明らかに明るくなったのはその赤城君の声。

「じゃあさっ！　人に教えんのとか得意!?」

「……へっ？」

　机に身を乗り出して、俯うつむいている私の顔を覗のぞき込む赤城君の顔は裸ら眼がんの状態でも充じゆう分ぶん見える距きよ離りだ。

　もちろん私の肩かたは上がり、鼻で息を吸ってそのまま止まった。

「あのさ、一週間後に佐々木のヤローが作った俺専用の数学のテストがあるんだよ！」

　停止している私なんか関係ないのか、赤城君の話は続く。

「それで合格点取らなきゃ部活の練習には参加させないって言われてんだよ。酷ひどくね？」

　酷いのはこんな至近距離で私を見上げながら喋しやべり続けている赤城君のほうだと思う。

「でもさ、勉強は大っ嫌いなの、俺」

　うん、そうだろうね。逃げ回ってるくらいだもん。

「だけど、バスケは好きだから部活は続けたいんだよ」

　だったらテストで合格点を取ればいいじゃないって簡単に思う私は薄はく情じよう者になるのだろうか？

「でも、クマみたいな佐々木のヤローと部室で二人っきりで勉強なんて絶対嫌いやだ！」

　佐々木先生か……確かクマみたいにおっきい人だったな。

「だからさ、柏木！　休み時間や放課後も残って勉強するくらい好きなら、俺に勉強教えて!?」

　パンッ!!　と目の前で拝むように手を叩たたき、頭を下げているのは間ま違ちがいなく赤城君だ。

　えっ？　今、赤城君、何を言ったの？

　誰だれが誰に勉強を教えるの？

　纏まとまらない私の頭の中は「？マーク」でいっぱいだ。

「このとーり！　頼たのむ！」

　まだ私に拝んでいる赤城君。

「佐々木と二人っきりよりもお前との方が数倍いい!!」

　瞬間、急きゆう上じよう昇しようの私の体温。比べられたのが佐々木先生なのが複雑だけど。

「お願い！　テストの日まででいいから！　助けて！」

　拝んでいる両手からチラッと見えるのは、薄うすく目を開けている赤城君の顔。

　眼鏡めがねの奥を覗かれているような視線がぶつかり、私はつい頷うなずいてしまった。

「あっ！　オッケー!?」

「……えっ？」

　頷いた事をオッケーだと思い込んだ赤城君の暴走は止まらない。

　合わせていた両手はいつの間にか机の上に置いていた私の両手を摑んでいた。

「今、頷いたよな？　いい？　放課後だけ俺に勉強を教えてくれる!?」

　近い赤城君の顔。熱に溺おぼれ、混乱した私は言われるがまま……

「……う、うん。わかった……」

　そう、答えてしまった。そして、

「よっしゃ！　じゃあ、今日からなっ！」

　っと、赤城君のどこまでも明るくて大きい声が二人だけの教室に響ひびき渡わたった……
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　あれから気付いたら昼休みになっていて、私はいつもの通りに無人の教室に一人で来て、お母さんが作ってくれたお弁当を机の上に広げている。

　でもお箸はしが全然進まない。

　お昼休みは勉強で使った脳の疲つかれからいつもは空腹のはずなのに、全くお腹なかは空すいていない。

　空いていないどころか、胸の辺りが息いき詰づまるように苦しくて、水分を取るのがやっとだ。

　今日一日、こんな状態だった。

　その原因は他ほかの誰でもない、赤城君。あの人のせいだ。

　朝一番に今日の放課後から勉強を教える約束を無む理り矢や理りさせられて、言った張本人はそれはご機き嫌げんでこの教室を出て行き、取り残された私はしばらく放心状態。

　ギリギリの時間にＨＲに向かい自分の机に辿たどり着くと、今まで一いつ切さい気にならなかったのに斜ななめ後ろから感じる視線に何となく気付き、後ろを振ふり返ると私を見て爽そう快かいな笑え顔がおを振りまいてくれる赤城君の姿。

　……本当、心臓に悪い。

　私が笑顔を返せる事なんか出来るわけがなく、見なかったことにして急いで前を向いた。

　それから四限目までは心臓はずっとこの調子だ。

　斜め後ろにいる赤城君の存在が気になってしょうがなくて。

　自意識過か剰じようだってことはわかっているけれど、どうしても気になってしまう。

　この四限目まで客観的に見ていて思いなおしたこと。

　赤城君は本当によく笑い、よく喋り、笑顔が絶えない。そんな人だ。

　住む世界が違う……改めてそう感じた。

　だからこそ、この緊きん張ちよう感かんは拭ぬぐいきれないんだ。

　やっぱり無理かも……この教室で赤城君と二人っきりで数学を教えるなんて。

　赤城君には数学の問題がわからないだけかもしれないけれど、私にとってはこの空間をどうしたら居い心ごこ地ちよく出来るのかなんて、無理難題をふっかけられているようなものだ。

「や、やっぱり断ろう……」

　そう決意したもののお弁当は口には一切入る事もなく、大好きな恋愛小説を読んで気を紛まぎらわせようともしたけれど、一行も頭に入ってくる事はなかった。

　そして何の心の準備も出来ないまま、私は放課後を迎むかえる事になる。




　声が小さい私の代わりに男子の副委員長がいつも号令を掛かけてくれる。

　その声を聞くと、私は日誌を出して一日のクラスの出来事を書き綴つづり始めるのだけれど……

「赤城ーっ。今日部活は？」

「あー。佐々木に連れん絡らく済みー。来週から出るわ」

　後ろの方で同じバスケ部の男子と会話をしている赤城君の声が聞こえてきた。

　は、早い……いつの間に佐々木先生に連絡なんかしに行ったんだろう。

　そしてさらに二人の話は続く。

「うおっ！　お前とうとう佐々木と部室で二人っきり!?」

「ばっか、ちげーよ。佐々木以外の奴やつに個人授業してもらうんだよ」

　日誌の上に力を入れすぎたシャーペンの芯しんが折れてしまった。

　個人授業だなんて……

　間違ってはいないけれど、もっと違ちがう言い方があったと思う！

「うはははっ!!　誰だよ！　お前にそんな無む駄だな時間使う奴!!」

　ここにいます。無駄な時間を使う奴が。

　部活仲間にそこまで言われる赤城君。相当、点数が悪いのかな？

　シャーペンの芯を出しながら、私はちょっと違う意味で不安になってきていた。

「うっるせーなっ！　とりあえず土日以外は部活には行かねーから！　その間、ポジション横取りすんじゃねーぞ！」

「知るか！」

　全く、私の気持ちなんか露つゆ知しらず。赤城君は部活仲間に話をつけると、そのまま教室を出て行った。

　向かった先は体育館がある方向ではなくて、私がいつも行く無人の教室の方向。あぁ、やっぱり夢じゃないんだ。赤城君と一対一の個人授業。

「はぁぁぁぁ……」

　胸の奥の息詰まりがまた蘇よみがえってきた。

　心臓が口から出てきそうな位、何かが込みあがってくる。

　緊きん張ちよう、しまくっている。

「私が勉強を教えるなんて……そんなの出来ないよ」

　日誌の日付を書く手付きが震ふるえるのを感じながら、今でも迷うのはこのままあの教室に行くか行かないか。

　出来ることならこの教室にいて逃にげ出したい。

　でも、約束してしまった。

　赤城君は佐々木先生に伝えてあるって言っていた。

　だったら、先生は私ってことはわかっていなくても、誰だれかが赤城君に勉強を教えていると思っているはず。

「うぅぅ、しょうがない……行くか」

　日誌を書く手の震えはまだ収まらない。

　ガタガタに震えた文字で日誌を書き上げた時には、いつもより倍の時間がかかってしまっていた。

　ギギィっと、頼たよりなく椅い子すを引く音を耳にしてペンケースを鞄かばんの中に仕し舞まい込み、そのままゆっくりとした足取りで教室を出た。

　大きく響く心臓の音を聞きながら、あの教室へと足を進める。

　その間、考えている事は、

「どういう態度であそこに座り続ければいいんだろう？」

「私はちゃんと教える事が出来るの？」

「それ以前にマトモに会話をする事が出来るの？」

　人として、根本的に何かが欠落している私の悩なやみはそんなところだ。

　いくら喋しやべりやすい赤城君が相手とはいえ、あまりにもハードルが高過ぎる。

　そんなことを思っていても、距きよ離りというものは縮まっていくもので。

　赤城君が待っている教室の前に、あっという間に私は辿り着いていた。

「ふぅ……」

　いつもなら軽く開けるこの扉とびらも、まるで鉛なまりが入っているかのように重い。

　扉に手をかけようにもなかなかスライドさせることが出来ない。

　でも、赤城君が私達のクラスを去ってからかなりの時間が経たっている。もしかしたら、諦あきらめて帰ってくれているかも!?

　逃げ回る位ジッとしていられない赤城君のことだ。

　もうここにはいないのかもしれない。その証しよう拠こに教室の中からは物音一つ、聞こえてこない。

　いないかも……という期待を持ちつつ、私はゆっくりと扉を開けた。

　教室の中は、放課後の時刻を主張させる橙だいだい色いろが教室中をその色に染め上げている。

　その景色の中に机や椅子の影かげを細長く伸のばした黒い影と、一人の人影が一いつ緒しよに伸びていた。

　やっぱりいた。人影の正体は想像通りの人物の影。

　でも椅子に座って机に腕うでと顔を埋うずめたまま、ピクリとも動かない。

　これってもしかして……

「ね、寝ねてる……の？」

　恐おそる恐る近づいてみてよく見ると、肩かたは上下に規則正しく動いている。

　窓を閉め切っているせいか、グラウンドで部活中の生徒達の声も最小限度のボリュームでしか聞こえてこないから、近寄るたびに寝ね息いきが聞こえてきた。

「肩かた幅はば……広いんだ」

　背が高いのはもちろん知っていたけれど、こうして間近で骨格なんて見るのは初めて。

　赤城君が突つっ伏ぷしている机はほとんどその存在が見えなくて、長い足も机には収まりきらず、足を広げた状態で座っている。

　こうして見ると、私なんかとは何もかもが違うんだな。

　男子のそばにこれだけ近寄ったのはいつ振ぶりだろう……

「ね、寝てるなら帰ってもいいかな??」

　ほら。やっぱり逃げ腰ごしになっちゃう私の意い気く地じなしの心は、どこまでも臆おく病びようだ。

「うん、帰っちゃおう。もし、何か言われたら寝てたからって言ったら……」

　そこまで独り言で呟つぶやいたところで、赤城君の広い肩幅が少し揺ゆらいだ。

「ひゃ……」

　お、起きた？

　今の私の独り言で起こしちゃったんだろうか？

　グリグリと腕に自分の目を擦こすりつけている赤城君はまだ起き上がる様子はない。

　帰るなら今のうち??

　一歩、二歩……っと、後ろ足に下がって行き、様子を窺うかがう。

　目を腕にグリグリさせたまま、また固まった赤城君の大きな身体からだ。

　また、寝ちゃったのかな？

　目を擦った勢いで少しこっちに傾かたむいた赤城君の顔は口や鼻は腕で隠かくれて見えないけれど、目だけはハッキリと見える。

　いつも笑っている人ひと懐なつっこそうな瞳ひとみは閉じたまま。

　でも、その瞳は隠していない赤城君の素す顔がおそのままを見ちゃった気がして……

　気付けば、後ろに下がった足は前に進んでいた。

　しかもさっきよりもずっと近くに。

　物音をさせないように、赤城君の顔を覗のぞき込む。

　睫まつ毛げ、結構長いんだ。起きている時よりも、ずっとずっと幼く見える寝ね顔がお。

「ふふっ……」

　また、赤城君で笑ってしまった。

「覗き見すんなよー。えっち」

「っ！！！！！」

　パチッと一いつ瞬しゆんで見開いた赤城君のしっかりした瞳。

　私は驚おどろきすぎて声も出ず、豪ごう快かいな音を立てて床ゆかに尻しりモチをついてしまった。

「うおっ！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　尻モチをついた衝しよう撃げきで、眼鏡めがねは教室の床に独特の音を鳴らして落ちた。

　でも、そんなの拾う余よ裕ゆうなんてない。

　お、起きてた!!　しかも私の行動を見られてしまっていた!!

　その事実に開いた口が塞ふさがらず、ただ呆ぼう然ぜんと赤城君を見つめていた私。

　そんな間ま抜ぬけな表情の私を、赤城君は豪快に笑い続ける。

「マジかよー、お前！　まさかこんな程度で驚くとは思わなかったんだけど」

　そう言いながら、寝ね起おきはいいのかラクに立ち上がり、その長い腕と指先で私の眼鏡を拾ってくれた。

「ほら」

　差し出してくれたのは、今私が落としてしまった赤いフレームのトンボと言われている眼鏡。

　でも、あまりにも驚きすぎて、手を出す事も忘れてしまった。

「えっ？　もしかしてマジで腰こしとか抜ぬけた？　お前どんだけだよ。お化け屋や敷しきとか絶対ダメじゃん」

　お化け屋敷というものに入ったことがないからどういうものかわからないのだけれど、これくらいは普ふ通つうなのだろうか？

　やっぱり私とみんなの普通の基準は違ちがうんだ……なんてそんな再さい認にん識しきなんかどうでもいい。早く眼鏡を返してもらわないと。

「あ、あり、ありが、とう……」

「ぶはっ！　言えてねー！」

　私達以外いない教室に赤城君の笑い声は響ひびき渡わたる。

　床に座ったまま眼鏡を受け取り、ぎこちなく立ち上がる。

　だってどこに目線をやっていいのかわからなかったから。

　だけど、いつまでも俯うつむいている私に関係なく、赤城君は話を始めた。

「実はさー。お前が来るまでに一応教科書でも見とこうかな？　っと思って、今日授業でやった分のトコ見てたんだけど」

　あっ、一応復習はしていたんだ。何だ、やる気あるんじゃ……

「だけど、公式見てたらいつの間にか寝ちまってた。数字ってヤバイな。俺にとっちゃ睡すい眠みん薬やくと一緒だわ」

　っと、軽く笑いながら椅子に座った。

　机には確かに教科書とノートは開いてあった。

　赤城君の身体が大きかったから見えなかっただけで、あったんだ。

　まだ裸ら眼がんでは赤城君がどんな表情をしているのか正確にはわからないけれど、きっと輝かがやく笑え顔がおを振ふりまいているんだろうな。空気でわかる。

　私が一人でいるときの空気とは全く違う。

　同じ教室なのに……赤城君一人増えただけでこんなに明るくなるんだ。

「でも、寝るのは駄だ目め」

「えっ？」

　独り言が聞こえてしまった。

　慌あわてて眼鏡をかけた私は「な、なんでもない！」と言い、ブンブンと横に首を振り何もなかったことにする。

　赤城君は不思議そうに首を傾けていたけれど。

　そしていつまでも動かない私に赤城君が「座れよ。勉強できねーだろ？」なんて言うもんだから、今まで寝ていた人が言う言葉じゃない。って、心の中で呟いてやった。

　ゆっくりといつもの席に座ると、赤城君と向かい合う形になる。

　うぅ……緊きん張ちようする……

　視線は机に一点集中。机の上には数学の教科書にノート。

　きっと無造作に鞄かばんの中に突っ込んでいることが窺えるボロボロの教科書とノートは、驚く事にほとんど書き込まれていなかった。

「え？　ノート……書いてないの？」

　口から出た疑問の声。その声に気まずそうに答えるのはもちろん赤城君。

「あー、俺、さっきみたいに寝ちゃうんだよ、数学。で、気付いたら授業終わってる事がほとんど」

「ね、寝ちゃうって……授業中??　寝ちゃうの!?」

　驚いた声は私らしくない大きな声となって口から出た。そのくらい私にはショックな事だった。

「おっ、初めて叫さけび声以外に声出したなー」

　ニコニコと悠ゆう長ちように構えているこの人。

　授業で寝ているっていうのに、何でこんなに平然としていられるんだろう？

　授業中は黒板と先生以外見ていない私にとっては考えられないことなのに。

「そ、そんな事してるから、勉強できないんだよっ」

「うわっ！　きっついなー、柏木！　マトモに喋しやべったと思ったらコレかよー」

　そう言いながら、机に両りよう腕うでを組んでそこに顎あごを乗せる赤城君は、私を見上げる体勢になっている。

　その朗ほがらかな視線に囚とらわれてしまいそうになるけれど、慌てて視線を逸そらす。

「べ、勉強できるようになりたいんなら、まず、ちゃ、ちゃんと聞いて、見て、書かなきゃ……」

　たどたどしくも偉えらそうなことを言ってみる。あぁ、私絶対に教師とか向いてない。

「はーい、せんせー」

　そんな私の気持ちなんか露つゆ知しらずの赤城君はいつまでも調子がいい。ノートを取るとパラパラと捲めくりだした。

「じゃあ、このノートが数字や公式でビッシリ埋うまったら俺も少しは頭がよくなるかなー？」

「それはそう、だと思う……」

「うげっ。今考えただけで吐はき気がした」

　赤城君は心底嫌いやそうな顔をした。

　本当、表情がコロコロよく変わる。

　やっぱりその姿を見てしまうと私は「ふふっ」っと、つい笑ってしまうんだ。

　そして難しい顔をした赤城君は「はぁーっ！」って盛大なため息をつくと転がっていたシャーペンを手に取る。

「でもいつまでも部活を休むわけにはいかねーしな。一週間だけ頑がん張ばるか」

　っと、今度は気合いが入った顔になった。

「じゃ、よろしくお願いしマース。柏木せんせー」

「せ、先生はやめて……」

「でも、せんせーだろ？　これだって個人授業みたいなもんだし」

「こ、個人、個人授、授業とかっ！　そういうの……な、ないから！」

「わははっ！　意識しすぎー」

「も、もう！　始めるから！　どこからわからないの!?」

「おっ！　マジでせんせーモードになった??」

　駄目だ。全然、先に進めない。

　きっと普ふ段だんからこういう調子なんだ、赤城君は。佐々木先生が部室に閉じ込めて勉強させたがるのわかる気がする。

　このままだと絶対、無む駄だ話の方が長くなってしまう。

　話し上手じゃない私が赤城君を言いくるめて勉強を進めるのは無理だ。だったら、話さなくてもいいこの方法でいこう。

「ノート貸して」

　ポツリっと呟つぶやいて、赤城君の腕うでの下した敷じきになっていた真っ白なノートを救出した。

　かわいそうに。こんなに真っ白じゃ、ノートとしての意味が無い。

　私はそのかわいそうなノートに二年生になってから授業で習った数学の問題を思い出して、私なりに赤城君にわかりやすく問題を作成し、ノートの両面に次から次へとシャーペンで書き綴つづっていった。

「えっ？　おぉー！　すげ……っ。よくそんだけの問題が浮うかぶなー。でも、それ、習ったっけ??」

「これ、二年生になってから習った問題だよ？　凄すごく最近……」

「えっ？　そうなの??」

　大だい丈じよう夫ぶかな、この人……

　そして私は、赤城君を佐々木先生が満足するような点数が取れるようになるまで教えてあげる事が出来るのか……初日から不安しかなかった。

　思ったとおり、赤城君の数学の出来は散々だった。

　よくこれでこの高校の受験に合格出来たなって思っちゃったくらい。

　それを勇気を出して聞いてみると「だってバスケが強いこの高校には絶対受かりたくてさー。あの時は俺の人生で一番勉強した時だったかも。部活も引退したから時間もあったしな」っという事みたい。

　そうか、だからこの高校に入って部活が始まった途と端たん、成績もガクンと下がっちゃったのね。納なつ得とく……

「部活さ、キツイんだけどすっげー楽しいんだよ。みんな上う手まいのは当たり前だから、その中でどうやって先せん輩ぱいや同級生よりも上手くなって追い抜ぬくか、そればっかりに夢中になって……」

　夢中、か。いいな。私には誰だれかと一いつ緒しよに夢中になって何かをする事は皆かい無むだ。

「でさ、ポジション争いなんかも……」

「はい、採点出来たよ」

　話の途と中ちゆうで悪いとは思ったけれど、私が作った問題を赤ペンで採点し終えた分を赤城君に返した。

　そのノートを見て、眩まぶしい位にいきいきとバスケの話をしていた赤城君の顔は奈な落らくの底に突つき落とされたみたいな表情に変わる。

「うっ……バツばっか……」

　そう、見事にバツばっか。だって基本が全然出来てないんだもん。

「でも、計算は間ま違ちがっていないから……えっと、公式の問題だと思う。ちゃんと公式を覚えて当てはめていけば、なんとかなるよ」

「マジで!?」

「ひゃあっ！」

　勢いがついた赤城君の顔は私のすぐ前に現れた。

　近い！　どうしてこの人はこうも猪ちよ突とつ猛もう進しんなんだろう!?

「マ、ママママジでっ!!」

　咄とつ嗟さに私が取った行動は、ノートに挟はさんであった暗記用の透とう明めいの赤い下敷きを自分の顔の前に当て、壁かべを作ることだった。

　これ以上迫せまられると、私の心臓が持たない！

「よしっ！　解決策さえわかれば後は簡単だよな！　今日はこれで終わっていい？」

「……へっ？」

　下敷きから目だけを出し、顔をしかめて赤城君を見てしまった。

　まだ始まって三十分くらいしか経たっていない。なのに、もう終わりだなんて早すぎない？

「あっ、やっぱりダメ??」

　私がこういう反応をする事がわかっていたのか、気まずそうな表情を浮かべている。

　私じゃなくても、誰でもこういう目付きになると思う。

「さ、最低……い、一時間は、した方がいいと……思う」

　三十分くらいの勉強じゃ一回の授業にもなっていない。せめて毎日一時間。

　これくらいしないと覚えるものも覚えられない。

　っと、言い出せたらいいのに、喋り下手な私は頭の中ではスラスラとお喋り出来るのに、目の前にいる本人にも伝える事が出来ないのが今、私達の沈ちん黙もくの原因だ。

　そしてその沈黙を破ったのは、赤城君の悲しいくらいの訴うつたえる声だった。

「あーやっぱそうだよなー。うん、わかってんだよ……俺の数学、壊かい滅めつ的にヤバイもんな……」

　自分でもわかっているのか、素す直なおには応じてくれるけれどやる気に繫つながるにはまだ遠いみたいだ。

　勉強に繫がるやる気って……どうすれば出てくるんだろう？

「うーん……っと。数学ってパズルみたいなものだから、カラクリがわかればき、きっと、楽しく……思えて……勉強もい、嫌いや々いやじゃなくて、バスケ……みたいに楽しいもんだって思えば……あとは……」

　まるで独り言のようにブツブツと呟いている私。

　一応、私なりの励はげましの言葉だけど、こんな声が赤城君に届いているはずがない。

　言っている自分が恥はずかしくなってきて、眼鏡めがねの色や採点用のペンと同じ位に顔は真っ赤に、そして熱くなってきて汗あせもじんわりと滲しみ始めてしまった。

「なぁ、もしかしてソレ、俺にやる気を出さそうとしてくれてんの？」

　赤城君の声が頭上に響ひびき、俯うつむいた顔はますます下を向いてしまう。聞こえていたんだ、私のか細いこの声が。

「トンボの地味子」なんて呼ばれている私に励まされても何のやる気にも繫がらないだろうけれど、でも「勉強を教えて！」っと言われてしまった以上、もう放置は出来ない。

　小さくコクリ……っと頷うなずくと、赤城君はなぜか、

「おぉ……」

　っという感かん嘆たんの声を出した。

「わ、私の励ましなんか……いら、いらないと思うけれど」

「んなことねーって！　やる気出さねぇ俺が悪いんだから。これが佐々木だったら間違いなく一発殴なぐられてるんだからさ。勉強見てくれんのが柏木でよかったよ」

　なんて事を……

　ますます小さくなっていく私の頭、首、肩かた。完全に自分の制服のスカートのプリーツしか見られなくなってしまった。

　そんな私をまた放置して、赤城君は次々と喋しやべりだす。

「いや、本当、佐々木ってさ。すぐ殴るんだよ。部活中でも三上とふざけあっていたら後ろからバチンッ!!　って頭に強きよう烈れつな張り手！　あれ、すっげーイテーの！」

　あっ、また始まった、赤城君のお話。すぐに勉強から脱だつ線せんしちゃうんだから……

「でもさ、佐々木より俺らの方が全然背が高いだろ？　だからアイツ、ちょっとジャンプして叩たたいているんだぜ？　後ろから見てたら超ちようオモシレーの！」

　あぁ、確かにちょっと面おも白しろいのかもしれない。クマみたいな図ずう体たいの佐々木先生のちょっとジャンプチョップ。その姿に少し笑いそうになっちゃう。

「だから、佐々木と二人だったらこうして穏おだやかにお勉強～ってわけにはいかなかったよな、絶対」

　穏やかにお勉強……

　私との時間をそんな風に感じてくれているんだ、赤城君は。

　その言葉にホッと安あん堵どした心は冷静さを保ち始めて、また赤城君の顔を見られるくらいにまで戻もどった。

　なのに……

「それにさ、こうして誰もいない教室で放課後に女子と二人だなんて、付き合ってるみてーじゃん？　俺ら」

　今の私の状じよう況きようを伝えるのなら、顔が「大だい爆ばく発はつ」を起こした。

　そう伝えるのが一番わかりやすいのかもしれない。

「い……し、信じら、られ、られな、ないっ!!　なっ……なな、何、何、何言って……言ってるの……??」

　何を言っているの？　は自分の方だと思う。

　でもそのくらい、私の脳内は熱に浮うかされてクラクラと浮ふ遊ゆうしていて、マトモな受け答えなんか出来なかった。

　そんな私とは正反対にキョトンとした赤城君の顔。珍めずらしいものを見たみたいに私の顔を見つめている。

「やっ、冗じよう談だんだから……」

　何でもないような素そ振ぶりを見せながら、赤城君はこう言った。

　……意識しているのは、私だけ。そう自覚した瞬しゆん間かん、また赤く赤く……

　目まで充じゆう血けつしているんじゃないかってくらい、全身が熱くなる。

「……もう、やだぁ……」

　呻うめきに似た声を出しながら、さっき以上に小さくなっていく私の頭の上に下した敷じきで壁を作り「見ないで」という、せめてもの意思表示。

　でもこんな行こう為い、自由人の赤城君に伝わるわけがない。

「おーい。隠かくれきれてねーぞ？　ほら、起きろ」

　私の一つに括くくってある髪かみの束を、クイッと引っ張る赤城君の大きな手。また、心臓が飛び跳はねた。

「かくれんぼなら俺の方が得意だなー」

　なんて言いながら、私の髪をまだ引っ張っている。

　顔を上げるまで、ずっと引っ張られてしまうの？

　下を向いた時にズレた眼鏡の状態のまま、恐おそる恐る顔を上げる。

　下敷きで目から下は隠した。それでも眉まゆも目め尻じりも下がりきっている私は、何とも情けない顔をしていると思う。

「うはっ！　真っ赤！」

　やっぱり笑われた……

　楽しそうに私を見て笑う赤城君は、髪から手は離はなしてくれたけど今度は眼鏡のフレームに伸のばしてくる。

「柏木って表情豊かだよな？　いーじゃん」

　いーじゃん……それって褒ほめ言葉なの？　首を傾かたむけると、また笑う赤城君。本当によく笑う人だ。

「べ、勉強の続き……」

　ここで素直に「ありがとう」を言えない私。本当、捻ひねくれてる……

「わかってる、わかってる」

　そう言いながら赤城君の指先は私の眼鏡のフレームを持ち、ズレた眼鏡を掛かけなおしてくれた。

「……あっ……えと……」

「はい。続きよろしくー。せんせー」

　ふざけた声だけど、一応またやる気を出してくれたようだった。

　私は自分で微び調ちよう整せいをしながら眼鏡を触さわっていると、赤城君はまだ私のことが気になるみたいで目を逸そらさない。

　誰だれかに見られることに慣れていない私は、目の前から感じる視線を受け止めるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　その目から逃のがれるために、ひたすら次の問題を作って書き続けた。

　その間も赤城君は私から目を逸らさない。

　私のシャーペンを持つ手と、顔。見比べるように見ている。

　うぅ……集中出来ない。

　そして見開き全部に問題を書き終えたところで、赤城君が声を出した。

「マジでさぁ」

「……な、何？」

　顔を上げた先には赤城君のニッコリと笑った顔。それはとても悪戯いたずらっ子のような顔つきをしていた。

「俺達なってみる？　放課後だけの彼氏彼女に」

「はっ……？」

　この人、何回私を沸ふつ騰とうさせたら気が済むんだろう？

　さらにタチが悪いのは、こういう事を言っておいてなんとも思っていないって事だ。

「だってさ、せんせーと生徒より、彼氏彼女の方が何かこう……やる気出るじゃん？　それにお前、真しん剣けんな表情もいーよ。今見てて思った！」

　頭から湯気が出てくる勢いで上じよう昇しようする私の体温。

　さっき、私の事を見てそんな事を思っていたなんて、思いもしなかった。

　さらに赤城君の話は続く。

「それにトンボの地味子って言われているけど、眼鏡外したらかわい……」

　ガタンッ!!　っと、聞きたくないあの「あだ名」が聞こえてきて、私は勢いよく席を立った。

　だって、耳に届いたのはずっと私を馬ば鹿かにしているようにしか聞こえないあの「あだ名」。

　赤城君も、やっぱり私の事をそう呼んでいたんだ。
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「あっ……か、帰る……」

「えっ？」

「それっ！　宿題!!　家でやってきて！」

　それだけを言い残して鞄かばんを持ち、走ってこの教室から出て行った。

　後ろから私を呼ぶ赤城君の声が聞こえてきた気がしたけれど、でも振ふり返る余よ裕ゆうなんて私にはない。

　何を勘かん違ちがいしそうになっていたんだろう？

　少し男の子と二人で放課後に残っていたからって、自分が普ふ通つうの女の子になれた気がしていたんだ。

　クラスの女の子と同じような扱あつかいをしてもらってるって、ちょっと期待したらこうだ。

　期待すればするほど、私自身が受ける傷は大きい。

　そんなこと、わかっているはずなのに。

　それに赤城君が私に求めているのは、勉強だ。

　勉強が出来るから、私とこうして一いつ緒しよに過ごしているだけなんだよ。だって本人も言ってた。

　一週間だけでいいからって。

　何でも楽しもうとする彼の事だ。この少しの時間だけでも、何か面白い事を見つけようとしていただけ。

　それを何を勘違いしていたのか……

　思い出すだけでも恥はずかしい……

　そんな自分を庇かばうために、私は自分にこう言い聞かせる。

「やっぱり私は……勉強さえしていればいいんだよ」

　いつの間にか辿たどり着いていた靴くつ箱ばこ。

　ノロノロとした動作で靴箱から学校指定のローファーを取り出し、上うわ履ばきから履はき替かえて、いつもより生徒が多い通学路をまた下を向いて帰って行った。
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「美佑ちゃん、また間ま違ちがえてる」

「あっ……」

「どうした？　今日はいつもより間違いが多いけれど。問題、難しかった？」

「いえ……ごめんなさい」

　今日は一週間に三回の家庭教師の先生が来る日。

　私の家庭教師は、私が中学生の時からずっとお世話になっている加か藤とう朔はじめさん。

　私より六歳年上の二十三歳で、今は物理系大学院で物理学を専せん攻こうしていて、将来は研究者になるために頑がん張ばっている人。

　なのに、こうして中学の時から変わらず私の家庭教師を引き受けてくれてずっと面めん倒どうを見てくれる、私にとっては唯ゆい一いつ大丈夫な男の人だ。

「今日はずっと上の空だね。珍めずらしい。勉強への集中力なら僕よりも凄すごいのに」

「そんなこと……」

　こうしていつも私を褒めてくれる、優やさしい優しいお兄さんだ。

「そうか疲つかれてる？　二年生に上がったばかりだもんね。クラスの雰ふん囲い気きも勉強も変わったから疲れが溜たまるころかな？　僕もこの時期はよくなったよ、五月病には」

　黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの奥にある、男の人にしては大きくて丸い目を細めて柔やわらかい微び笑しようをくれ、いつも私の心理を読み取ろうとしてくれる。

　でも、素す直なおじゃない私はその優しさに甘える事をあまりしなかった。

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと集中力が乱れただけ。あの……トイレ、行ってきます」

　椅い子すから立ち上がり、俯うつむき加減のまま部屋を出る私の背中を先生はずっと見ていてくれる。

　昔から気き遣づかいも出来る加藤先生は、私が落ち込んだ時とかにはいつもお母さんより先に気付いてくれた。

　でも、問いただすわけでもなく、「無理して勉強ばかりしなくてもいい」とは言ってくれるのだけれど、肝かん心じんのお母さんが毎回今日の勉強の成果はどうだったか？　って聞いてくるもんだから、そんな時間は今まで訪おとずれた事はまず無かった。

　だからこそ、ずっと勉強ばかり頑張ってこれた。

　頑張れば、誰だれにも迷めい惑わくをかけないから。

　でも、何だろう……今日のこの気分。

　今までのようなテストでいい点数を取れなかった事や、体育が上う手まくいかなかった事とかそういう事じゃない。

　気付けばため息ばかり出ている自分がいる。

　凄く嫌いやだ。答えが見つからない問題にぶつかった時みたい。

「美佑？　何してるの？」

　洗面所から出てきた私を見つけたお母さんは、エプロン姿でキッチンから顔だけを出した。

「あっ……トイレ」

「そう、あまり加藤先生を待たせちゃ駄だ目めよ。時間が勿もつ体たい無いわ」

「はい」

　ますます無くなる食しよく欲よくに集中力。

　なぜ今自分がこんな状態になっているのかは、薄うす々うすとはわかっていた。

「だから苦手なのよ、人間関係って……」

　階段を一段一段上がりながら呟つぶやいた。

　親しくない人になら言われても気にならないあの言葉。

　でも、少しだけ親近感を持ってしまった人から言われたあの言葉。

　……重さが違ちがう。

「あだ名」なんて、つい最近まで気にもしなかったのに。

　言われて当たり前だし、人に構われるのは負担でしかなかったから何とも思わないようにしていたのに。

　赤城君に言われた「トンボの地味子」のあだ名に、強きよう烈れつに反応してしまった。

「恥ずかしい……」

　逃にげるように帰ってしまったけど、あのままいてもきっと不ふ機き嫌げんな顔しか出来なかったと思う。

　初めてこの「あだ名」で呼ばれた時と同じ反応しか出来なかった。

　という事は、私は赤城君にはクラスメイト以上の感情を持ち合わせていたことになるんだ。

「お帰り、美佑ちゃん」

　いつの間にか辿り着いていた自分の部屋。

「ごめんなさい。すぐに続き、始めます」

「うん。わかった」

　お母さんに言われた、先生を待たせちゃいけないという言いつけを守り、急いで椅子に向かい座った。そんな私を先生は目で追ってくれる。

　机の上にはバツばかりの問題集。こんなんじゃ赤城君に偉えらそうに数学を教える事なんて出来ない。

「大丈夫？　まだ、休きゆう憩けいしてもいいよ？　やっぱりあんまり元気がないみたいだから」

「いえ、大丈夫です。あの、もう古典はいいから数学に変えてもいいですか？」

「数学？　美佑ちゃん、得意科目じゃなかったっけ？」

「あの……だけど、たまには復習も……っと思って」

　古典の教科書とノートを静かに閉じて、鞄かばんの中にしまった。

　そして取り出したのは、最初のページにある数学の公式問題。今日、赤城君がほぼバツばっかりだったところだ。

「こんな初歩の問題がやりたいの？　どうした？　数学、どっかで躓つまずいた？」

「い、いえ、違うんです。もう少し、解きやすい方法は無いかな？　って……数学をもっと簡単に解けるためには、どうしたらいいかな？　って」

　私の教え方じゃきっと限界がある。

　だって自分の狭せまい世界でしかずっと勉強してこなかった私だ。

　誰かと一いつ緒しよに教えあいながら励はげむなんてこと、今まで一度もなかったから、教える事の大だい先せん輩ぱいである先生のテクニックを少しでも学ぼうと思いついた。

　こんな馬ば鹿かみたいに真ま面じ目めなことをしていたら、またあの「あだ名」で呼ばれるかもしれないけれど、約束してしまった以上、あと六日間は赤城君の勉強を見なくてはならない。

　ならば、「トンボの地味子」じゃなくて、せめて「せんせー」って呼ばれたい。

「もっと簡単にか……やっぱり躓いているの？　高二の数学ってそんなに難しかったっけ？」

　きっと加藤先生のこの言葉、赤城君が聞いていたら「なんて嫌いや味みな奴やつなんだ！」って罵ば倒とうするんだろうな。

　その姿が簡単に想像出来てしまって、つい笑ってしまった。

　それに加藤先生も真面目な人だ。

　私以上に高二の数学の初歩問題について一いつ生しよう懸けん命めい考えてくれた。




「加藤さん、今日もありがとうございました。今日の美佑はどうでしたか？」

　先生との勉強の時間のあと、必ず聞くお母さんのこの言葉。先生もよく五年間も嫌な顔一つせず答えてくれるなって感心する。

「今日は久しぶりに数学の復習をしてみたんですよ。ねっ？　美佑ちゃん」

「はい」

「復習って……もう一度復習をしないといけないほどなんですか？」

「いえ、そういうわけではなくて。復習って大事なんですよ、お母さん。知識を身に付けるにはとにかく予習復習っていいますよね？」

「あっ、そうですね……いやだわ、私ったら。この子に限ってそんなはずないですもんね」

「いや、まぁ……」

　お母さんのこのプレッシャーにしかならない言葉に、困こん惑わくした返答しか出来ない先生にはいつも申し訳なく思う。いやなのはこっちの方だ。

「ほら、美佑も挨あい拶さつなさい」

　少し後ろから玄げん関かんにいる二人を見ていた私は呼び寄せられ、後頭部を軽く押さえられた。

「先生、ありがとうございました」

「こちらこそ。美佑ちゃんは優ゆう秀しゆうだから一緒に勉強していて楽しいですよ。

　また木曜日ね」

　いつも去るときには必ず何か褒ほめ言葉をおいて帰る先生。お母さんもご満まん悦えつなのか、表情がいきいきしてる。

　でも、こういうのもやる気に繫つながったりするもんだよね。

　今いま更さらながら気付いた。

　赤城君にも、通じたりするのかな？　私なんかの褒め言葉でも。

「先生、さようなら」

「うん。さようなら」

　こうして今日の家庭教師の時間は終わった。今日のは正直、私にとっては何の蓄ちく積せきにもならない勉強だった。

　でも、誰かのために頑がん張ばって何かを覚えようと思ったのは……随ずい分ぶんと久しぶりだった。

　それが凄すごく、楽しかったんだ。

「ご飯食べちゃいましょう」

「うん」

　どこかスッとして胸の奥底にあったモヤモヤした気持ちはなくなった。

　数学の教え方の解決策を見つけられて、胸も頭もクリアになった気がする。

　今なら食事も取れそうだ。といっても、食は細いからあまり食べられないんだけど。

「ご馳ち走そうさま」

「お風ふ呂ろに入ってからのお勉強も忘れちゃ駄目よ。復習が終わっているのなら予習しちゃいなさい」

「はい」

　やっぱり言われてしまった。

　お風呂から上がったら赤城君用に余っているノートで問題集を作ってあげようと思ったのに。

　残念だけど、問題集作りはまた明日あしただ。

「でも、問題集なんか作っちゃったら嫌いやがらせって思われちゃうかな？」

　今日、たった二ページだけしかやっていないのに、すでに降参気味だった赤城君。

　これ以上問題集なんか見せてしまったら、今度は赤城君が沸ふつ騰とうしてしまうのかもしれない。

　とりあえず、今日出した宿題を見てからだな……

　そんな「せんせー」気分を気取りながら、お風呂へと向かった。




　そして、次の日の朝。

　いつものように早めに家を出てバスに乗り、昨日は読み損そこねた恋れん愛あい小説の続きをバスの中で読んでいた。

　つい衝しよう動どうで買ってしまった新作の恋愛小説。幼おさな馴な染じみの男女二人の可愛かわいらしいコメディータッチのお話だ。

　私は基本、恋愛小説は楽しそうで可愛らしいお話を読む傾けい向こうにある。

　自分自身が暗い性格のせいか、「こうありたい自分」を小説の中のヒロインに求めてしまっているんだと、自分でも自覚している。

　だから、いつも楽しい恋愛をしているヒロインの女の子を目にすると私も満たされた気分になるんだ。

　バスに揺ゆられながら、参考書以外の本に赤いブックカバーをつけて気分を上げて読書をする。

　そんな気分転てん換かんの時間はあっという間に過ぎて、学校の最寄もよりのバス停に到とう着ちやくした。

　今日も一日、あの学校での生活が始まる。

　いつもならため息しか出てこないのに、少しだけ放課後が楽しみなのはやっぱり赤城君のおかげなのかな？

　下を向いて小説を読んでいたからズレた眼鏡めがねをかけ直し、バス停から降りて徒歩で五分ほどの学校までの道のりを歩く。

　歩きながら朝の澄すんだ空気を体内に取り込み、恋愛でいっぱいになった頭をクリアして今度は勉強にチェンジだ。

　今日も、勉強も頑張らなくちゃ。

　特に今日は家庭教師の加藤先生が来ない日だから、自分でちゃんとスケジュールを作って励まなければならない。

　とりあえず、いつもの教室に行ってまずは……

「あっ！　来た!!」

　今日の段取りを頭の中で整えていると、数メートル離はなれたところから最近聞きなれた声が勢いよく耳に飛び込んできた。と、同時に駆け寄ってくる足音。

　風のように現れたその長身の男の子は……

「あ、赤城君……!?」

「よかったー。間に合った！」

　制服姿じゃない、Ｔシャツとハーフパンツ姿の赤城君だった。

　首にはタオルをかけていて、少し汗あせばんだＴシャツは胸むな元もとに張り付いていて薄うつすらと肌はだが透すけて見えている。

　……朝から、私ったらどこを見ているんだろう。でも、しょうがないんだ。

　赤城君は背が高いからちょうど私の視線が胸の辺りに定まってしまう。

　視線をどこにやっていいかわからず、やっぱり私は下を向いてしまった。

「マジで間に合ってよかったー！　今、部活の休きゆう憩けい中なんだよ。あと三分くらいでまた体育館に戻もどらなくちゃいけねーんだけど」

「ぶ、部活？」

「そー部活」

「ぶ、部活出来ないん……じゃ……」

「あー、佐々木にな、放課後は勉強頑張るから朝練だけでも出させてくれって頼たのみ込んだんだよ。んで、ＯＫもらった！」

　そうなんだ。だからこんな時間にこんな服装で、しかも汗も搔かいているんだ。

「……って！　俺の話はどうでもいいんだよ！」

　自分で自分につっこんでいる赤城君。

　そんな彼のペースについていかれないでいると、両りよう肩かたをその大きな手で摑つかまれてしまった。

「ひぃっ！」

「ちょ、そんなビビんなって。また逃にげられないように捕つかまえているだけだから」

　まるで変質者に襲おそわれているかのような声を出してしまった私。

　ここがまだ人ひと気けの少ない二年の靴くつ箱ばこの前でよかった。

　他ほかの人から見たら、確実に赤城君が悪者になっていたところだ。

「な、なな、な、何??」

　とにかく早くこの手を離してほしい。

　そして覗のぞき込むように私の顔を見るのを止やめてほしい。

　恥はずかしさの限界に達した私は喋しやべりながら目を瞑つぶるという手段に出た。

「昨日はごめん！」

「……はっ？　へっ??」

　薄らと目を開けると、目の前にはまるで大型犬がご主人様に怒おこられてしょぼくれているような顔をしている赤城君がいる。

　本当に犬みたい。頭からは垂れた耳が見えてきちゃいそう。

「あの……嫌なこと、言っちゃったから。俺」

「い、嫌なことって……」

「その……あの『あだ名』のこと」

　ズキッと、胸に鈍にぶい痛みが一つ疼うずいた。

　赤城君に言われると、どうしてこうもショックを受けるんだろう。

「お前が逃げるように帰ってから、気付いてさ。誰だれだってあんな『あだ名』付けられたら嫌だよなって。しかも本人に言っちまうし。俺、最低だーっ！　って思って」

　困こん惑わくしている赤城君の顔と同様に私の顔もきっと崩くずれていると思う。

　謝られているの？　私。

　……あの「あだ名」のことで??

「俺さ、思った事とかしたい事とかは後先考えずに何でも言っちゃったりやっちまうところがあるんだよ。それで後から気付くってパターンばっかりで、今までも後こう悔かいした事がたくさんあってさ。だから、昨日もお前が逃げちまったあとにそれに気付いて……本当、悪かった！」

　勢いよく下げられた頭に思わず瞬まばたきをしてしまう。

「あだ名」を言った事で謝られたのは、これが初めてだ。

　だってみんな当たり前のように私のことをそう呼んでいたし、名字で呼ばれたことも……

　そういえば、赤城君はずっと名字で呼んでくれていた。

　そう考えたら、昨日言ってしまったことは今、本人が言ったとおり「つい」言ってしまったことなんだろう。

　それに元はといえば、私が勝手に勘かん違ちがいして暴走しちゃっただけだ。

　少し落ち着いた私の様子を見て逃げないと安心したのか、赤城君は私の肩かたからその大きな手を離した。

「俺さ、思ってねーからな。お前が『地味』とか『暗い』とか」

「へっ？」

「柏木はさ。少し感情表現を表に出すのが人より苦手なだけだろ？　昨日、一昨日おとといのお前見て思った。だってちゃんと笑えるもんな。俺のこと見て何度も笑ったじゃん」

　赤城君はズルイ。

　そんな風に言われたら、今まで赤城君を見て笑った私をなかったことには出来ない。

「つまり俺は何が言いたいかというと……」

　その時、さっき赤城君が立っていた場所から彼の声が一いつ瞬しゆんでかき消されるほどの大きなホイッスルの音が聞こえてきた。それと同時に女の子の大声も。

「あーかーぎーっ!!　いつまでほっつき歩いてるのよ!!」

「げっ！　もう時間切れ!?」

　ホイッスルを鳴らし、赤城君の名前を叫さけんでいるのは、昨日もこの靴箱の前でバスケ部の集団と一いつ緒しよにいたマネージャーの五十嵐さんだった。

「まぁーだ練習メニューは残ってんのよー!!　置いてけぼりくらっても知らないから!!」

　美人なのに、気取らずあんな大声も出せる。しかも男子相手に。

　私が一つも持っていないものを全すべて持っている人だな。

　そんな風に眩まぶしい存在として、彼女の事をずっと見ていた。

「わーかってるって！　すぐに行くから、玲れいは先に戻ってろ！」

　……玲？

　玲って五十嵐さんの名前だよね、確か。

　赤城君……五十嵐さんのこと、名前で呼んでいるんだ。

　ちくん、ちくん。

　そんな突つき刺ささるような痛みが胸に襲い掛かかる。

　こんな感情、生まれて初めてだ。

「柏木、呼び止めておいて悪い。もう、戻らなきゃ」

　赤城君の声で現実に戻された私。

　顔を見られないように首を何度も上下に振ふった。

「……じゃ、あ」

　何とか振り絞しぼった声を出してその場から離れようとすると、赤城君が私の手首を握にぎり締しめた。

「ひゃああっ！」

「だからそんな声出すなって」

「あははっ！」っと笑いながら私の手首を握り締めたままの赤城君は、さっきまでの怒られた犬のような顔つきではなくなっていて、いつもの太陽みたいな晴れやかな顔つきに戻っている。

　どこまでも屈くつ託たくのない笑え顔がおには、つい視線を逸そらしてしまう。

「今日も放課後、よろしくな！」

「あっ……う、うん」

「宿題、ばっちり頑がん張ばってきたから」

「そ、そうなの？」

「今度こそ赤バツばっかりじゃなくて、赤マルだらけだからな！」

　それは多分無理だよ。

　昨日の今日ですぐに点数が上がるなら、みんな苦労はしないもん。

「じゃっ！　行って来る！」

　私の手首から離はなれたその大きくてあったかい手は離れた途と端たん、風を残していなくなった。

「赤城君、足、速ーい……」

　あっという間に先に行っていた五十嵐さんに追いついた赤城君は、彼女の背中を軽く叩たたいていた。

　それに反応して、仕返しのように赤城君の背中を叩く五十嵐さん。

　二人共、笑っている……凄すごく楽しそうに。

　また、ちくん、ちくんって胸が痛む。

　見たくないものを見てしまったという行き場のない気持ちが、歯を食いしばる行こう為いに変わる。

「……やだ、変な気持ち」

　微かすかに聞こえるのは二人が騒さわいでいる楽しそうな笑い声。

　聞かない振りをして、私は急いで自分の靴箱へと走って行った。

　それからずっとモヤモヤしていた。

　ＨＲが始まるから仕方なく教室に入ると、視界に入ってくるのは赤城君の姿。

　そして、目で追ってしまうのは五十嵐さん。

　また二人でいるんじゃないか？　って気になってしまって、無意識に見てしまっている。

　別に二人が仲良くするなんて当たり前のことなのに。

　同じクラスで同じ部活。

　しかも二人とも明るい性格だから、仲が悪いほうが考えられない。

　そんな事、普ふ通つうの事なのに。気にしてしまう私がおかしいんだ。

「はぁ……」いつも以上に今、暗いオーラが自分を覆おおっていると思う。

　本当、私ってとことん暗い奴やつだって改めて自覚する。

　そんな時、珍めずらしく私の前に女子の制服のブラウスが見えた。顔を上げると、その人はさっきまで視線で追いかけていた五十嵐さんだった。

「柏木さん、赤城に数学教えてるって本当？」

　女子の中では背が高い方の五十嵐さんは首を傾かしげて私を見ている。

　少し上に向けた私の視線は、その綺き麗れいな中にも可愛かわいらしさを魅みせる五十嵐さんの魅み力りよくについ見入ってしまった。

「柏木さん？」

　顔をしかめて不思議そうな顔をした五十嵐さんが私の名前を呼ぶ。

　私は慌あわてて意識を戻もどし、問いかけに答えた。

「う、うん。そう……何で、知ってるの？」

「あー、さっき赤城から直接聞いたから」

　さっき……二人で喋しやべっていたのを見られた時だ。これ、もしかして漫まん画がや小説でよく見る、

「赤城にこれ以上近寄らないで！」

　とか言われてしまうパターンなんだろうか？

　こんなみんながいる教室の黒板のまん前で？　そんな事を言われたら、私はどうあがいても返す言葉もないし勇気もない。

　何かを言われるかもしれない、そんな恐きよう怖ふがじわじわと胸に募つのってきた頃ころに五十嵐さんの明るい声が聞こえてきた。

「アイツ、飲み込み悪いから大変でしょ？」

「……えっ？」

　恐おそる恐る五十嵐さんと目を合わせると、眉まゆはへの字になっていて口もとは笑っていた。

　その顔は「申し訳ない」と言葉の代わりに表情に出ていた。

「私らバスケ部の中で誰だれか頭のいい奴がいればよかったんだけど、みんなバスケ馬ば鹿かばっかだから勉強全然出来ないのよ」

「私も含ふくめて」っと、舌をペロッと出すその仕草。美少女にしか出来ない仕草だと思った。

「バスケ部の問題なのに巻き込んじゃってゴメンね」

　両手を合わせて謝罪のポーズまでしてくれる。その行動にただ呆あつ気けに取られた。

「あ、の……怒おこってないの？」

「へっ？　何に？」

「……何でもない」

　また、一人で暴走して勘違いをしていたみたいだ。

　五十嵐さんは私に言いがかりをつけに来たんじゃない。

　ただ、「バスケ部の事なのに柏木さんを巻き込んでごめん」っと言いに来てくれただけなんだ。

　それは赤城君とはただのマネージャーと部員の関係を示す事になる。

　ソレを自覚したら、心底安心する私がいた。かなり単純だ、私。

「あの、大だい丈じよう夫ぶだから……私もいい復習の機会にもなるし……」

　オドオドしながらも、何とか自分の意見も言ってみる。だって噓うそじゃないから。

「えっ？　本当？　無理してない??」

　私の言葉を聞くと一いつ瞬しゆんで美人がくしゃっと歪ゆがんだ顔になった。

　あっ、やっぱり二人で勉強だなんてあまりよく思われていないのかな……

　速まる心臓の鼓こ動どうに冷や汗あせが出そうになる。

「アイツの無む駄だ話ばっかりに付き合わされていない？　もし迷めい惑わくなら言ってね。私がちゃんと柏木さんの代わりに文句を言ってやるから！　元はといえば、勉強しなかったアイツが悪いんだから」

　鼻息荒あらく腰こしに手をかけ、私の味方だと主張してくれる五十嵐さんは、本当に頼たのもしい人に思えた。あまりにも外見とのギャップにクスッと笑ってしまった。

「あっ、笑った」

「えっ……」

「柏木さん、いいじゃん。もっと笑ったらいいのに」

　美人さんにいいじゃんと言われてしまった。

　何だろう。赤城君に言われた時とはまた違ちがったくすぐった感がある。

「うぇ……っと、あ、あの、私……も、もう席に……」

「あぁ、そうだね。ゴメンね、引き止めて。でも何かあったらすぐに知らせてね。バスケ部の問題でもあるから私にでも佐々木先生にでも」

「うん……ありがとう」

　そう言うと、最後には極ごく上じようの笑顔を残して私から離れていった五十嵐さんは、お友達二人の輪に戻って行った。

　あんな美人さんと初めて会話をしてしまった。今、凄く興奮してる。

　凄いな、五十嵐さん。女子力めちゃくちゃ高いんだろうな。

　何かもう輝かがやきが違うもん。

　きっと、バスケ部でも人気あるんだろうな……

　赤城君も五十嵐さんのこと、好きだったりするのかな？

　あぁ、まただ。

　ちくん、ちくん、ちくんって、この喩たとえようがない痛み。

　赤城君と五十嵐さんの二人の事を考えるだけで、落ちるところまで落ちるこの気持ち。

　この気持ちはいつも読んでいる恋れん愛あい小説でよく目にする感情だ。

　これが錯さつ覚かくでなければ、私は赤城君の事を……

　いつも以上にゆったりとした動作で席に着く。すると、隣となりの席からは珍しく私を見る興味深い女子の目。

「何か今日の地味子、いつも以上に暗くない？」

「マジで？　やなんだけど～。私、前の席なのに。こっちまでテンション下がる！」

　彼女達には聞こえていないつもりでも、嫌いやな言葉というものほど敏びん感かんに耳に入ってくるもの。

　私は彼女達に気づかれないように下を向き、誰にも聞こえないように小さな小さなため息をついた。




　そしてその日の放課後、私はいつものようにクラスに最後まで残り日誌を書く。

　だんだんと人がいなくなっていくクラスを見つめ、これから誰にも知られず過ごす赤城君と二人きり、教室で数学の勉強のことを考える。

　赤城君はこんな私といても本当に楽しいのかな？

　所しよ詮せん、地味子は地味子だ。

　こんな私より、五十嵐さんに教わったほうがいいんじゃないかってずっと考えていた。

　昨日、加藤先生に教えてもらった数学が苦手な人でもわかりやすい勉強の方法。

　それを五十嵐さんに教えて、赤城君は五十嵐さんに数学を教えてもらい、私はまた以前のようにこのクラスで一人放課後に残り、気が済むまで恋愛小説の世界に一人でのめり込む。

　それが私には合っているんじゃないのだろうか？　って。

　クラスの半数の人がいなくなった時、日誌の日付を書いたまま止まっているシャーペンの先を見ながらそんな事を考えていた。

　すると、斜ななめ後ろから後頭部をコツンと叩たたかれた。

　恐る恐る後ろを振ふり返ると、私のすぐ後ろに立っている赤城君の姿があった。

「先に行ってるな」

　限りなく口パクに近い声だけれど、私と喋っているなんて知られたら赤城君が変な風に思われてしまう。

　私は急いで周囲を見み渡わたして誰も気付いていない事がわかると、少しだけ首を縦に振った。

　そんな私の様子が可お笑かしかったのか、肩かたを震ふるわせながら赤城君は教室を出て行く。

　……笑われちゃった。

　私のことで笑ってくれる赤城君の笑え顔がおを見て、この胸が高鳴りを感じたのはこの時が初めてだった。

　……熱い。頰ほっぺたが。

　シャーペンを握にぎる手も、じんわりと汗が滲にじみ出てくる。

　早く書いて教室に行きたいという気持ちが、焦あせる文字の汚きたなさでわかる。

　あぁ、もう、楽しみにしているのは私なんじゃないか。

　赤城君が私と一いつ緒しよにいるのを楽しんでくれているのか不安になるのは、私が彼といる時間が楽しいから、同じ気持ちでいてほしいからなんじゃないかって、今の彼を見て確信してしまった。

　昨日、少しの時間を一緒に過ごしただけなのに。

　私は今まで一人でしか過ごした事がなかったから、誰かといることがこんなに楽しいって感じたことがない。

　だから、ほんの少しの時間でもこうして笑い合えることをとても幸せに感じるんだ。

　毎日書く日誌を、少しばかり乱雑な字で一日の事を書き綴つづる。

　だって日誌なんてまだまだこれから先、卒業するまで書き続けられるけれど、赤城君との時間はあと六日間。それも放課後だけ。

　少しでも長く一緒にいたいから、今日はもう自分の勉強もしない。

　恋愛小説のページを開く事もない。

　開くのは、赤城君専用の問題を作るノート。

　それに手に持つのは採点用の赤いペン。

　きっと顔を見れば緊きん張ちようしちゃってロクに話も出来ないんだろうけれど。

　……少しだけ、私も青春ってやつを経験出来るかもしれない。

　ほんの少しだけ期待をして、日誌を閉じて昨日とは正反対の早歩きで私は赤城君が待つ教室へと向かった。
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「……ふう」

　少しの深呼吸をして、赤城君が待っている教室の扉とびらの前で立っていた。

　この扉を開けたら、また二人っきりで勉強会。

　赤城君はふざけて個人授業とか言っていたけれど、でも私が「先生」として勉強を教える時間が始まる。

「よ、よし。開け……」

　その時、私の手より先に開いた扉。驚おどろきすぎて後ろに思いっきり仰のけ反ぞってしまった。

「うっ！　ひゃああ！」

「うはっ！　でけー声！　いつまでこんな所で突つっ立って何してんだよ。早く入ったらいいのに」

　満面の笑みで出で迎むかえてくれたのは赤城君だ。

　私一人に向けられたその笑顔に、否いや応おうなしに心臓の鼓こ動どうが激しくなる。

「お、おおお驚いた……よ。赤城君……」

「マジで？　ゴメンな。ほら鞄かばん、貸せよ」

　そう言われて持ってくれたのは私の鞄。それを机まで持って行ってくれた。

　……初めて男子に荷物を持ってもらった。

　私の普ふ段だんからはあり得ない出来事に、手ぶらになった手で改めて実感する。

　こういうこと、クラスの女子は男子にいつもやってもらっているんだろうか？

　……ぶっちゃけ羨うらやましい。

　いや、赤城君にしてもらったから羨ましいと感じるのかな？

「いい加減入れば？」

「あっ！　う、うん」

　いつまで立ってんだ？　みたいな不思議な顔で見られてしまった。

　私は静かに扉を閉めて、極力足音を立てずにいつもの自分の机と椅い子すまで急ぎ足で向かった。

　持って来てもらっていた鞄を足元に置き、椅子に座る。

　その真向かいには赤城君がすでに座っている。

　うぅ……何度経験しても、真正面から見られるのは恥はずかしさが先に襲おそってくる。

　そんな私のことはやっぱり放置の彼は、自分のペースで部活鞄の中を探さぐったあと、あのノートを私に差し出した。

「はい、宿題ー。ちゃんとやってきたぜ」

「……確かく認にんします」

　昨日私が書き上げた問題が載のっているノート。

　まだ新品そのもののノートには、昨日つけた赤バツばかりだ。その次のページには公式や数字で埋うめ尽つくされたページがある。

「本当にちゃんとやってきたんだね」

「おい、どういう意味だよ」

「ご、ごめん！」

　つい出てしまった本音。

　赤城君はわざとらしい拗すねた顔をしていた。

　その顔を見て口もとを緩ゆるめながらやってきた宿題を目で追っていく。そして採点。

「うーん、やっぱり惜おしいなぁ。計算は間ま違ちがっていないのに、使う公式さえ間違わなかったらすぐに出来るようにはなるかな？」

　ブツブツと独り言の私の意見にキラキラとした瞳ひとみで覗のぞき込んでくる赤城君。

　その姿を直視するのは心臓に悪い。

　私は見ない振りをして、ノートに赤バツを書き込んでいく。

　そして気持ちを落ち着けたころ、ページの最後にある文字を見つけた。

　ふるふると震える赤ペンの先でその文字を指し、そして赤城君に「もしかして」の思いで問いただしてみた。

「あ、あの、あの、コレもしか、して……」

「んっ？　あぁ、これ俺のケータイ番号とメルアド。あと、ＬＩＮＥのＩＤな。

　登録しといてー」

　あっけらかんと教えてくれたのは、赤城君の連れん絡らく先だった。

　せっかく落ち着けた気持ちは胸から飛び出しそうなくらい躍おどっている。

　連絡先、知っちゃった！

「い、いいの？」

「はっ？　何が？」

「だ、だって、私なんかに連絡先……」

「なんだそれー。俺達もう友達じゃん。これくらい当たり前だろー？」

　首を傾かしげて屈くつ託たくのない笑顔を私に向けてくれるのは、友好の意味なんだと思う。友達……こんな私でも、友達って思ってくれるんだ。

　むずがゆい気持ちとこれ以上ないってくらいの嬉うれしい気持ちが我が慢まん出来なくて、それが表情と言葉になって出てきた。

「……ありがとう。嬉しい」

　初めて人に対して素す直なおに言えたのかもしれない。

　きっとそれほど嬉しかったんだと思う。

　赤城君に「友達」として認められたことが。

「……」

「赤城君？」

　そんな私をジッと見つめる赤城君は、教室の窓から差し込んでくる夕日のせいだろうか、顔が橙だいだい色いろにも赤色にもどちらの色にも見えた。

　それとも私の眼鏡めがねの度数が合わなくなってきているのかな？

　赤城君が照れたような瞳をしているのは気のせいだろうか。

　そして頰ほおを人差し指で数回搔かくと、

「うん……まぁ、喜んでもらえてよかった」

　って珍めずらしく小さな声で呟つぶやいていた。

　だけど、友達になれたとしても勉強はまた別の問題だ。

　間違った問題には容よう赦しやなくバツを付けさせてもらう。

「うひゃー！　バツばっか！　終わってんな、俺」

　ゲラゲラと吞のん気きに笑う赤城君。

　自分が今窮きゆう地ちに追い込まれていることを理解しているんだろうか？

　私は窺うかがうように赤城君を眼鏡越ごしに見つめる。

「あの、赤城君？」

「わかってるって。マジでちゃんとする。玲にも言われて来たんだよ。柏木さんにあまり迷めい惑わくかけるなって」

　両手を顔の横に上げてお手上げのポーズ。

　でも、そんなひょうきんな赤城君とは違ちがい、私は五十嵐さんの名前が出た事にドキッとしてしまった。

　一人で意識しまくりだ、私。

　二人は何にもないってわかったんだから、気にしちゃ駄だ目めだ。

　息を吞のんで、また勉強を再開。昨日、せっかくわかりやすい数学の解き方を加藤先生に教えてもらったんだ。ちゃんと実じつ践せんしなきゃ。

　元々は真ま面じ目めで努力家だと思う赤城君。

　私が一いつ生しよう懸けん命めいに解き方の説明をすると、真しん剣けんに聞いてくれる。

　すぐに理解するにはまだまだ時間がかかりそうだけれど、きっと要領さえ摑つかめば佐々木先生が出すテストにもきっと合格は出来そう。

　そんな希望を持てるくらいの理解力は持っていると思う。じゃなきゃ、佐々木先生も赤城君にこんな無理難題を言い渡わたすはずがないだろうし。

　それを勉強が終わった本人にたどたどしくも伝えると、目を真ん丸くさせて喜びに満ち溢あふれた表情をしていた。

　そして机の上にある私の両手をその大きな手でしっかりと握にぎられる。

「マジか!?　こんな俺でもどうにかなりそう!?　マジで佐々木のテストで合格点取れると思う??」

「う……ひゃぁ……あ、赤城君……手、手ぇ……」

　私の両手なんかすっぽりと収めちゃうその大きな手に視線が集中する。

　私の手からは赤ペンがポロッと落ち、ノートの上にパタッと情けない音をたてて落ちた。

「あーっ！　マジで柏木、神様！　いや、女め神がみ様だわ！　お前に勉強、教えてもらえてよかったぁ!!」

　次は上下にブンブンと振ふり回される私の両手は、まるで熱心な選挙活動をしている人と熱い握あく手しゆをしているみたいだ。

　その両手を見つめながら、震ふるえる口もとで私はこれまた情けない先生っぷりを見せる事になる。

「で、でも、ちゃんと一週間みっちりしないと、だ、駄目だからね」

「わかってる、わかってるって」

　本当にわかってるのか怪あやしいけれど、赤城君はどこかホッとした顔をしていた。

　それから何とか解放してもらった手で今度はシャーペンを持ち、今日教えた数学を二ページ分、問題を書き綴つづって今日の分の宿題を仕上げる。

　さっき、握り締しめられたせいで私の手は震えが収まらず、今日ばかりはいつも以上に震えた汚きたない字になってしまった。

　それでもノートに書き続ける私を見る赤城君。静かに見ていた彼は口を開き、私にこう問いかける。

「柏木ってさ。いつも何時くらいまで教室に残ってんの？」

「えっ？　五時とか……その日によって違う」

「ふうーん」

　両りよう腕うでを机の上に組んでそこに顎あごを乗せる姿勢はクセなのかな？

　教室でもここでも、この姿勢の赤城君はよく見かける。そしてそのまま話は続いた。

「五時まで勉強ばっかしてんの？」

「……」

　その言葉に返事が詰つまった。

　だって、本当は恋れん愛あい小説を読んでいるんだ。

　もし、本当の事を言ってしまったら「らしくない」って笑われるかな？

　どう言おうか悩なやんでいた時、赤城君がまだ話を続けてくれた。

「そんな時間までずっと教室？　門限とかあんの？」

「門限は……六時。その時間になると家庭教師の先生が来るから」

「えっ？　家庭教師!?　家にまで先生呼んでんの？」

　赤城君、眉み間けんに皺しわが凄すごい。信じられないって顔。面おも白しろい顔に笑えみが零こぼれた。

「しかも六時とか何にも出来ねーじゃん。どっか遊びに行ったり、食って帰ったりとか」

「あっ、私、友達いないからそういうことした事ないし」

「あっ……」

　自分でも「あっ」って気がついた。

　今、凄く寂さびしい生活を自ら暴ばく露ろしてしまった。

　放課後は勉強して門限は六時。

　しかも家に帰れば家庭教師と勉強で、友達もいないから遊びにも行かない。

　なんて魅み力りよくのない女子高生なんだろう。きっと面白くない奴やつって思われた。

　赤城君も複雑そうな顔をしているだろうと思い、恐おそる恐るシャーペンを置いて彼の顔を見てみると、そこには想像もつかない顔をした彼がいた。

　目と目が合うとニコッと輝かがやかしい笑顔をしてくれて、また心臓が飛び跳はねた。

「じゃあさ、次の土曜日か日曜日！　どっか遊びに行こうぜ！」

「……へっ？」

「勉強見てもらってるお礼！　どっか連れてってやるよ。もち、俺の全奢おごりで！」

　私、夢を見てるんじゃないかって思う。

　私みたいな子を連れて歩くなんて、面白くも何ともないし、何より誘さそわれた事自体があり得ない話。

「あっ！　もしかして毎日家庭教師？」

「ち、違う。家庭教師は月曜と火曜と木曜日」

「だったら行けるよな？　ちょうどいいや。何かお礼しなきゃなーって思ってたし」

　お礼かぁ。義ぎ理り堅がたいな、赤城君。

　でも、ちょっとホッとしたような残念なような……複雑な気持ちだ。

「まー、そうは言っても朝練は出たいから昼からでもいい？　どっか飯食いに行く？」

　赤城君から伝わってくる言葉一つ一つに心臓がそのたびに反応する。

　赤城君にとっては普ふ段だん友達と交かわしている言葉なんだろうけれど、私にとってはいつも妄もう想そうの中でしかなかった会話だ。

「んっ？　都合悪い？　外で飯食うの嫌いやか？」

　上うわ目め遣づかいで私の様子を窺う彼の目に、慌あわてて反応する私。首を勢いよく左右に振る。

「そ、そんなことない！　大だい丈じよう夫ぶ！　外でご飯も大丈夫！」

「ははっ。よかったー。んじゃ、どっか食いに行きたいトコある？　女子が行きたい店なんてわかんねーんだよ、俺」

　今、物もの凄すごく安心した。

　行きたいお店がわからないなんて、赤城君ってば女の子とあんまり出かけた事ないってこと？

　そんな嬉うれしい事実がわかったのに、私が行ってみたいお店。

　それはあのお店だった。

　言ったら引かれるかな？　でも、人生で一回でいいから行ってみたい。

　きっとこの機会を逃のがしたら、一人じゃとてもじゃないけれど行けそうにないから。

「まぁ、考えといてくれたらいーけど」

「ぎゅ、牛ぎゆう丼どん」

「へっ？」

「牛丼屋さん……行ってみたいの。私」

　ぽかーん……と大きく開いた赤城君の口。

　物凄く間ま抜ぬけだ。いや、でもこんな事を言った私の方が間抜け？

　でも、赤城君が行きたいところに行こうって言ってくれたから。

「ぶっ!!　マジで!?　そんなんでいーの？　柏木、オモシレー!!」

　顔をくしゃくしゃにして笑われてしまった。

　あぁ……やっぱり言わないほうがよかった??

「何で？　何で牛丼なんだよー」

　笑いながら質問されてしまった。

　もうこんなに笑われたのなら、開き直りも出来そうなくらいだ。そんなに変なのかな？　私が牛丼を食べたくなるのが。

「今まで行ったことなくって……コーヒーショップとかハンバーガーとかは一人でも入れるけど、さすがに牛丼は……」

「あっはは！　確かに女子高生が一人で入るところじゃねーよな！」

　さらに笑う赤城君の声は教室中に響ひびいている。

　心底可お笑かしそうに声を上げている姿に私もとうとう笑ってしまった。

「も、もう笑わないでよー。一人じゃ行けないところって結構あるんだからっ！

　牛丼屋さんもそうだけど、ゲームセンターとかカラオケとか、あ、あとボウリングも。それに……」

　指を折って数える私を、赤城君は黙だまってニコニコしながら見てくれている。そして、私の人差し指と中指をその長い指先で摘つまんだ。

「んじゃ、まずは牛丼屋とゲームセンターだなー。カラオケとボウリングは次、遊びに行く時っつーことで。いい？」

「へっ、次……？」

「そー、次。それにカラオケやボウリングは大人数の方が楽しいから。バスケ部の奴らも呼ぶからさ、みんなで行こうぜ」

　私が折り曲げた指全部を開いてパーの状態にし、次の約束をしてくれる。

　次……また、遊んでくれるっていうこと？

　この勉強のお礼だとばかり思っていたから、次があるなんて思ってもいなかった。

「いいの？　私なんかと一いつ緒しよに……」

　つい呟つぶやいてしまった言葉。赤城君はどこまでも笑って応こたえてくれる。

「当たり前ー。誰だれのおかげで俺がちゃんと勉強出来てんのかバスケ部の奴らにもわかってもらわなきゃな。それに、ウチ彼女持ち多いんだよ。みんな遊ぶ時、彼女連れてくるからちょっと羨うらやましかったんだよなー」

「彼女」というキーワードに頭が爆ばく発はつしそうだ。

　自分は「彼女」扱あつかいしてもらえるのかという期待と、いやいやさっき「友達」って言ってもらったばかりじゃないっと冷静に諭さとす自分が脳内で戦っている。

　そんな事を私が考えているなんて知る由よしもない赤城君は、いつものペースで二人で遊ぶ日を確かく認にんしてきた。

『土曜日の13時にＡ駅の西口で待ち合わせ』

　ノートの切れ端はしに赤城君が書いてくれた連れん絡らく先の下には、新しい書き込みが加わった。

　家に帰り、ペンケースに大事にしまって持って帰って来た、四つ折りにたたんだ紙を広げた。

　そこには赤城君の連絡先と土曜日の約束が記されている。

「わー……男の子のアドレスなんて初めて手に入れちゃった……」

　右手に大切に持って、左手で携けい帯たい電でん話わを操作する。

　せっかくＬＩＮＥのＩＤってやつを教えてもらったけれど、生あい憎にくと私は二つ折りのガラケーだ。

　なぜまだガラケーかというと、お母さんが「携帯電話なんて居場所の確認の連絡さえ出来ればいい」って言ってこれしか持つのを許してもらえなかったから。

　なぜか赤城君は「珍めずらしい!!」って感動していたけれど。

「えっと……電話番号は……」

　大切に、間ま違ちがえないように赤城君の連絡先を慣れない操作をしながら打ち込んでいく。

　勉強机に向かってこんな操作をしたのなんていつ振ぶりだろう？

　でも、今、初めて男の子の友達にメールをしようとしている自分がここに座っている。

「えっと、メールアドレスを登録して……これでいいかな？」

　作成したのは自分の電話番号とフルネームの名前。もうその勢いのまま送信をした。

「ふーーっ……終わった……」

　慣れない作業ほど疲つかれるものはない。

　送信された事を確認すると、制服から部屋着に着き替がえるために椅い子すから立ち上がった。

　クローゼットの中からＴシャツとデニムを取り出して、ハンガーに制服をかけていく。

　今日はなんだか汗あせを搔かくことが本当に多い一日だった。

　着替えて椅子に座り、今日の予習復習を始める。

　ノートと教科書、そして自分で購こう入にゆうした参考書や問題集。今日もやる事はいっぱい。

　二年生になってから、本格的に私の進学先を考え始めているお母さんは、自分が卒業した名門私立の大学に進学させたいって以前、夕飯の時に言っていた。

　私もどうせ挑ちよう戦せんするのであれば自分の限界まで頑がん張ばってみて、お母さんを喜ばせてあげたい。

　だから、今日も机に向かい勉強に励はげもうとするけれど……

　どうも集中できない。

　今だっていつもなら気にもならない携けい帯たいを気にしている自分がいる。

　いつ鳴るかな？

　ちゃんと返事は来るのかな？

　その前に私、アドレス登録を間違えていないよね？

　もし、間違えて違ちがう人に送っていたらどうしよう!?

　そんな不安がぐるぐると頭の中で回っている。

　シャーペンの芯しんを出していた指先を止めて、机の隅すみっこに置いていた携帯電話に手を伸のばした。パコッと開いて送信先をチェック。

「はぁ……よかった。間違えていない」

　一安心したのも束つかの間。普段は滅めつ多たに鳴らない携帯のメールの受信音に、それは盛大に驚おどろいてしまった。

「はっ!!　お、驚いた……メ、メール」

　送信者はもちろんさっき送った赤城君だった。

　早い返信に心の準備が出来ていなくて、心臓がばくんばくんって鳴っている。

　せっかく着替えたのに、また汗も搔いてしまった。

　そして赤城君からの返信はシンプルなものだった。

『登録したー。これからもよろしくー』

「あっ、これだけ？」

　別に長いメール交こう換かんを期待したわけじゃないけれど、終わってしまったメール交換に残念な気持ちの方が大きい。

　もっとドキドキを味わいたかったのだろうか？

　そんな恋こい心ごころに近い感情を赤城君にもう持っているなんて、私って何て惚ほれ易やすい奴やつなんだって思ってしまうけれど。

「でも、小説の主人公達って結構簡単に恋に落ちていたりするんだよね……」

　理り屈くつ抜ぬきで考えたら、恋ってこんなもんなのかな？

　勉強みたいに、すぐにわかる答えなんかないのが恋れん愛あいってやつなのかな？

　それとも私が深く考えすぎで、みんなもっと簡単に恋愛をしていたりするのかな？

　女友達がいない私。誰にも相談出来ないのが歯は痒がゆいと、この時初めて思った。




　次の日の朝、毎日楽しみにしていた恋愛小説はいつの間にか私の中で恋に対する気持ちの参考書になっていた。

　いつもならただ流し読みするだけの主人公の心の葛かつ藤とうを何度も繰くり返して読んでみたり。

　相手の男の子の何気ない優やさしさの場面を見つけたら、深く感動したり。

　一番盛り上がるラストシーンしか楽しみに読まなかった今までの読み方じゃない、恋愛をする女の子の気持ちに激しく頷うなずきながら、ずっと小説を読み漁あさっていた。

　まるで自分も恋に目覚めた女の子みたいだ、なんて思いながら。

　でも、

「赤城君とは、お友達だ……」

　そう自分に言い聞かせていた。

　そんな気持ちに戸と惑まどいながらも、学校に着き靴くつ箱ばこに辿たどり着く。

　でも、そこには何か違い和わ感かんを凄すごく覚えた。いつもなら絶対に感じない視線。

　それをなぜか今日はよく感じる。

　それもいい視線じゃない。嫌けん悪お感かん丸出しの、そんな視線だった。

　何だろう……私、何かしたっけ？

　凄く居い心ごこ地ちが悪い。急いで靴箱で履はき替かえて、靴箱や廊ろう下かにいる特に女子の視線から逃にげるようにその場を去った。




　下を思いっきり向きながら、さっきの視線の事を考える。

　多分、私を見ていた子達は同じ学年の子達だ。

　だいたいは見覚えがある。だって一年と二年を私と一緒に過ごした人達だから。

　でも、何で今なんだろう？

　不安と焦あせりが私の小さな心を押しつぶしていくようだ。

　人の視線が怖こわいなんて、久しぶりに感じた。

　逃げ込む場所はもちろんあの教室。一人で逃げ込み、心を落ち着ける。

「何だろ……嫌いやだな……」

　教室に行きたくない気持ちはいつもあるけれど、今日は一段と強い。

　椅子に座り、自然とため息が出た。

「どうしよ……授業サボるわけにもいかないし、でもあの様子じゃまた見られちゃうのかな」

　微かすかに震ふるえる手をギュッと握にぎり締しめる。

　私は何も悪い事をしていないんだから堂々としていればいいんだ！　って強く思いたいけれど、いざ足を教室に向けようと思ってもなかなか向いてくれない。

　だけど、ＨＲを知らせる予よ鈴れいは私の気持ちを待つことなく鳴り響ひびいた。

「あっ……行かなくちゃ」

　不安な気持ちを抱かかえながらも、重い足取りで自分の教室へと歩いて行く。

　やっぱり、一部の女子からは見られている気がする。

「ほら、あの子だよ。確か地味子ってあだ名の……」

「えっ？　うわっ、本当だ！　赤眼鏡めがねしてるってマジだ！」

　クスクス笑う声に驚きとからかいの含ふくんだ笑い声も聞こえてくる。

　久しぶりにあう疎そ外がい感に、否いや応おうなしに溢あふれてくる涙なみだをぐっと堪こらえる。

　昔はこんな事を言われても、もう少し毅き然ぜんとしていられたのに……

　人と触ふれ合う喜びを知ってしまったら、こんなにも弱くなってしまうんだって改めて感じた。

　教室に一歩足を踏ふみ入れると、私を見つけた赤城君が小さく手を振ふってくれた。

　ポッと、赤くなる私の頰ほお。

　手を振り返す代わりに首だけ小さく頷いた。

　私のその様子を見ると満足したのか、またバスケ部の男の子達との会話に参加し始めた。

　心があったかくなる温度を感じながら、後ろからはやっぱり見られている視線を感じる。

　もう感じなかったことにしようと無む理り矢や理り自分に言い聞かせて、私は自分の席に座った。




　それから休きゆう憩けい時間のたびに何となく噂うわさをされているように感じるけれど、何の動きもない私に興味がなくなったのか、いつの間にか視線や噂を感じることはなくなっていた。

　よかった……みんな、飽あきたのかな？

　そう安心していた時だった。昼休みはいつもあの無人の教室でお弁当を食べる私。その用意をしていると……

「ねぇ、柏木さん。ちょっといい？」

　目の前に現れたのは、面めん倒どうそうな顔をしている五十嵐さんだった。

　昨日は明るく綺き麗れいだった瞳ひとみはとても濁にごっている。

　その嫌な予感が私に信号を送ってくる。

　これ、呼び出されて何か言いがかりを付けられるパターンなんじゃないのか？　って不安ばかりが私を襲おそう。

「あっ……いや、私……」

　何て言ってここから逃のがれよう……そう思案していると、

「急いでるからさ。早く決めてくれない？」

　苛いら立だちを含んだ声が座っている私の頭上から聞こえてくる。

　もう、逃げられない。そう悟さとった私は大人しく五十嵐さんの言う事に従い、ついて行った。

　吐はき出しそうな緊きん張ちよう感かんを感じながら、早歩きで前を歩いて行く五十嵐さんの後ろを必死に歩いて行く。

　一体、どこまで行くんだろう？

　ちょっと話す程度なら廊下でもいいんじゃないか？　っと不思議に思えるほど、廊下を歩いては階段までも上って行く。

　もしかして屋上まで連れて行かれるのかな？

　そんな不安をめぐらせていた時、五十嵐さんの足が止まった。

「ここ、入って」

　五十嵐さんが立ち止まり、指差した先は『生徒会室』だった。

「えっ？　こ、ここ??」

「そっ。ここ」

　はぁーっ！　っと盛大にため息をついた五十嵐さんは、また盛大に生徒会室の扉とびらを開く。そして中にいる人達に声をかけた。

「ちょっと！　連れて来たわよ！　全く、何で私がこんなことまでしなくちゃいけないのよ！」

「おぉっ!!　やっと来たっ!!」
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　五十嵐さんよりずっと大きい声を張り上げて私を出で迎むかえてくれたのは、確か一昨日おとといの朝に見かけた人。

　赤城君も所属しているバスケ部の男子だ。

「ほらっ！　あとは自分らで何とかしなさいよね。私は帰るから」

「ちょっ！　待てって！　お前も一いつ緒しよに説得してくれよ！　あいつ一度怒おこったらすげー頑がん固こで……」

「なーんで私が三上と遠えん藤どうさんの痴ち話わ喧げん嘩かの仲ちゆう裁さいをしなくちゃいけないのよ！　柏木さん連れてきたからもういいでしょ!?　あとは三人でどうぞ！」

「んじゃ赤城は!?　あいつどこ行った？」

「私が知るか！」

　生徒会室で、ソファを隔へだてて繰り返される会話についていけない私。

　ただ呆ぼう然ぜんと二人のやり取りを見ていた。

　一体何がどうなっているんだろう？

　私が五十嵐さんと三上君を交こう互ごに見比べていると、三上君が私の視線に気付き、こちらにやってきた。

「なぁ！　えーっと……柏木？」

「は、はい、柏木です」

「頼たのむ！　こっち来て俺の彼女にちゃんと説明して！」

「へっ？　な、何を……？」

「何をって気付いてないの？」

　迫せまり来る三上君に両手で壁かべを作りながら、もう何が何だかわからない私にさらに五十嵐さんが言葉をかけてくる。しかも、信じられないって顔で。

「わ、私、全然、わ、わからないんだけど……」

　三上君はキョトンとした顔、五十嵐さんはまた盛大なため息だ。

　そして私は驚きよう愕がくする話を五十嵐さんから聞くことになる。

「柏木さんと三上、噂になってるわよ。今日の朝から。誰だれも使っていない教室に二人っきりで過ごしているって」

「……っえぇ!!」

　今日初めての大きい叫さけび声をあげてしまった。

　私が？　この初対面に近い三上君って人と!?　何で？　どうして!?

　開いた口が塞ふさがらない……まさにそんな感じだ。

「そ、そんなっ！　そんな事してない!!　絶対にしてない！」

「なっ！　そうだよな!?　それさ、俺の彼女に説明してくれよ！　もうずっとあそこに閉じこもって話もしてくれねーんだ」

　あそこと言って指差した場所は「会長室」のプレートが掲かかげられている扉だった。この中に三上君の彼女の遠藤さんが閉じこもっているらしい。

　……私との関係を疑って。

　そんなことあるわけないのに。

　だって、私があの教室で一緒に過ごしているのは赤城君だ。三上君なんて人じゃないもの。

「なー、香か織おり、ここ開けろって。変な噂されたもう一人の女子を連れてきたから。ちゃんと話を聞けよ」

　三上君は扉をノックしながら必死に彼女さんに訴うつたえかけている。

　その表情を見て、本当に彼女さんのことが好きなんだなぁってすぐわかった。

　あんな風に想おもわれるの、いいな。羨うらやましい……

「でも、何で私と三上君が……？」

　それが一番不思議だ。

　赤城君じゃなくて、どうしてこの三上君って人なんだろう？

「三上と赤城って似ているからじゃない？」

　そう教えてくれたのは、もうここから帰ることを諦あきらめた五十嵐さんだ。

　ソファに座り足を組むその姿は、雑誌のモデルさんみたい。

「髪かみ形がたも身長も後ろから見ればそっくりだもんね。それを見た人がきっと勘かん違ちがいしちゃったんだよ。違ちがうのは髪色とか声くらい？　まー、二人共猿さる顔がおだけどー」

　きゃははっ！　って笑いながら、噂の真相を教えてくれた五十嵐さんは、大したことがないみたいに笑っている。

　だって、みんな噂には飽きてそんな話はもうしていないはず。

　存在感がない私の噂なんてそんなもんだろう。

　でも、遠藤さんからしたらそんな程度じゃない。私だってそうだ。

　もし、こんな噂が赤城君の耳に入ったらって思うと、きっと誤解を解くのに必死になると思う。

「でも、赤城君と三上君は、全然……似てないよ」

「へっ？」

　扉の前でまだ必死に遠藤さんを説得する三上君を後ろから見つめる。

　五十嵐さんは後ろから見ればそっくりだって言っているけれど、私からすれば全然似ていない。

「だって、肩かた幅はばとか、体形とか……赤城君の方がもっと広いっていうかガッシリしてるっていうか……うん。似てない」

「それ嫌いや味み？」

「ひっ！」

　聞こえていないと思っていた私の声はしっかりと三上君には届いていたようだ。首だけ後ろに向けられて、ジトッと睨にらまれた。

「どうせ俺は部員の中じゃ細い方だよ！　気にしてるんだからハッキリ言うなよな……」

　三上君はそう言うといじけてしまった。

　彼女にはとことん無視をされて、挙げ句の果てには知らない女子に自分のコンプレックスを指し摘てきされた三上君。さすがにかわいそうになってきた。

「あ、あの、ごめんね？　三上君。私、そんなつもりじゃ……」

「謝るなら誤解解くのを手伝ってくれよ。本当、マジ頑固っ！」

　そろそろげんなりしてきた三上君の顔を見て、急いで私も声をかける。

　確か遠藤さんってこの生徒会で役員をしてる人だ。だから閉じこもった先はここなのかな？

「あの……遠藤さん、あの、お、おはな、お話を……」

「柏木さん、そんな声じゃここにいる私でギリギリよ？　もっとハッキリと口を開けて！」

　すぐ後ろからは五十嵐さんの厳しい声が聞こえてくる。

　朝からどんよりした気持ちでさっきまで暗い私だったのに、いつの間にか大きな声を出して顔もよく知らない女の子の名前を呼んでいる、こんな昼休み。

　まさか今日のお昼がこんな賑にぎやかな事になるなんて思いもしなかった。

　ちょっと赤城君と関かかわっただけで、こんな事になるなんて。

　私の呼びかけでやっと「会長室」から出てきてくれた遠藤さんは、泣いていたのか目が真っ赤だった。

　その姿を見てすぐさま抱だきつく三上君に、私は見てはいけないものを見てしまったような気がして両手で目を隠かくした。

　だけど、五十嵐さんが「気にしなくていいわよ。いつものことだから」って言っていたから、それにもまた驚おどろいた。




　遠藤さんも交えて四人の不思議な昼休み。

　私と三上君のことを疑っていた遠藤さんは、私のたどたどしい説明と五十嵐さんのフォローで何とか誤解は解けて、素す直なおに三上君に謝っていた。

　そして迷めい惑わくをかけた私と五十嵐さんに対しても。

　そこでホッとしたのも束つかの間、遠藤さんは私に爆ばく弾だんを投げつけた。

「柏木さんと赤城君って付き合っているの？」

「あっ、それ、俺も聞こうと思ってた」

　という、三上君の援えん護ご射しや撃げきも追加されて。

「ち、違う！　違う!!　違うから!!！」

　思いっきり否定しながらも、顔は真っ赤だから説得力なんかなかったのかもしれない。

　でも、こんな恋こいバナもどきをすることなんて初めてで。私はこんな昼休みも悪くない、って素直に思っていた。
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「柏木さんって赤城のこと、好きでしょ」

　ハッキリと言われたその日の昼休み。

　三上君と遠藤さんが迷惑をかけたお詫わびに購こう買ばい部でお昼を奢おごってくれるという事で買い出しに行ってくれている間、私と五十嵐さんが取り残されたこの部屋で、ソファに座り向かい合わせになった途と端たんに言われた。

「な、なななな何、何で？　何で、そんな、こと……」

「さっき赤城の話をしてる時、恋する女の子の顔になってたから」

　綺き麗れいな含ふくみ笑いをしながら、俯うつむいてしまった私の顔を覗のぞき込まれて断言されてしまった。

「何で恥はずかしがるのかなー？　いいじゃん、素直になっちゃえば？」

　軽く笑い飛ばされた私の態度。もう、素直に頷うなずいた。

「あははっ！　そうそう！　素直なのが一番よー！」

　美人は豪ごう快かいに笑っても美人だ。五十嵐さんに見み惚とれながらそう思ってしまう。

「まぁ、グイグイ行き過ぎるのも考えもんだけど、赤城ってさ、本っ当、部の中でも相当のバスケ馬ば鹿かだから、少しくらい強ごう引いんなくらいの方がいいかもよ」

「別にっ！　そういうつもりじゃ……っ!!」

「いいじゃん、チャンスありまくりだよ？　柏木さん。今日の放課後も二人で個人授業でしょ？」

「っ!!」

　個人授業……

　凄すごく意識してしまうから、その名前ってかなり気き恥はずかしい。なのに五十嵐さんは堂々と言ってくる。

「頑がん張ばってね」っと、キラキラと輝かがやいている笑え顔がおで言われてしまった。

　それからこの高校に入って初めて誰だれかと一いつ緒しよにお昼ご飯でパンを食べた。

　購買部のパンってこんなに美お味いしいんだっと知ったのも初めて。

　そして喋しやべりながら食べるお昼も、食べたり喋ったりと忙いそがしいけれど美味しいってことも。

　もしここに赤城君がいたら、もっと楽しかったのかな？　ってことも、実はひそかに思っていた。

　それから五十嵐さんと一緒に教室に戻もどった。

　女子と喋りながら廊ろう下かを歩くのもどれぐらいぶりだろう……みんながやってる当たり前のことなのに、一人気分が高こう揚ようしていた。

　そして教室に戻ると、もっと気分を高揚させてくれる人がいる。

　赤城君はお昼休みが終わってこれから五限目の授業が始まるっていうのに、机に突つっ伏ぷして寝ねちゃってる。

　次は数学なのにしょうがないなぁ……って心の中で笑ってしまった。




　そして穏おだやかに時間は流れて……放課後。

　まだ私の心はお昼休みの高こう揚よう感かんでいっぱいだった。

　そういえば赤城君が言っていた。

　次の次に遊びに行く時はバスケ部のみんなで行こうって。彼女がいる人は彼女を連れてくるって言っていた。

　だから遠藤さんも来るよね？　もう一人のバスケ部の深谷君の彼女さんも凄く可愛かわいくて優やさしい人だって言っていた。そんな人達なら私でも仲良く出来そうだ。

　私の楽しみが、また一つ増えた。

　でも、今の私の楽しみはここだ。

　誰も使っていない教室で赤城君と二人っきりの放課後。

　教室の前まで来ると、一応誰かに見られていないか辺りを見回してから教室の中に入った。

　今日も夕焼け色に染まっているこの教室。

　その中にポツンとある机と椅い子すには先に来ていた赤城君が座っている。

　座ってはいるけれど、その体勢は五限目に見た時と一緒だ。また、寝ちゃってる。

「もう、五限目も寝てたのに」

　クスッと笑って、静かに扉とびらを閉めた。

　出来るだけ足音を鳴らさずに近寄る。

　そうっと覗き込んだ横顔は本当に熟じゆく睡すいしているみたいで、ちょっと影かげを落としただけじゃ気付かれない。閉じられた瞼まぶたもピクリとも動こうともしない。

「赤城君……」

　小さな声で囁ささやいた。こんなんじゃ起きなくて当たり前かぁ。

「あーかーぎーくん」

　少し大きな声で呼びかけた。下を向いてばかりいるからズレてきた眼鏡めがねの位置を直す。

　……困ったな、起きてくれない。起きなきゃ勉強出来ないよ。

「ねぇ、赤城君」もう一度声をかけるけれど起きる様子は無い。

　だったら、身体からだを揺ゆするしか方法はないのかな？

　目線を広い肩かたに移す。触さわっていいんだろうか？　私の手でこの広い肩を。

　ふるふると震ふるえる手で赤城君の左肩に触ふれた。

　制服のシャツから触れたその肩は、想像以上に硬かたくて私の身体なんかとは全然違ちがっていた。

　無む駄だな脂し肪ぼうがないの？　私なんか二の腕うではぷよぷよだっていうのに。

「あ、あの……」

　触ってしまった場所に全神経が集中する……

　私ってばこれだけでこんなんになっちゃうのに、遠藤さんみたいに抱だきつかれたらどうなっちゃうんだろう？

　さっき衝しよう撃げき的な場面を見てしまったから、どうしても思い出して妄もう想そうしちゃう。もし、赤城君にあんな風に抱きつかれたら……

「ん～？　……いつから来てた？」

「わぁぁぁっ!!」

「うおぉっ！　ビックリした!!」

　いつの間にか起きていた赤城君に驚おどろいた私と、急に大声を出した私に驚いた赤城君。二人の瞳どう孔こうは開いて、私は急いで肩に触れていた手を隠かくした。

「ちょー、そんな大声出したら目覚めすげー悪いんだけど」

「ご、ごめん……」

　赤城君は背せ伸のびをしながら大きな欠伸あくびをしている。余よ裕ゆうがないのは私だけだ。

「んー今、何時？」

「えっと、四時三十分」

「おーよく寝たー」

　本当に熟睡していたのか、いつもより喋るのもスローだ。

　まだ眠ねむそうな彼を見ながら、私は自分の指定席に座った。

「五限目も寝ていたよね？　赤城君」

「あっ、バレた？　よく見てるなー。マジでせんせーっぽい」

　よく見てる。と言われて、こっちこそバレてしまったのかと思った。確かに最近、赤城君を目で追いかける事が多いから。

「柏木、せんせーに向いてるんじゃね？　将来の職業」

「も、もう、話逸そらさないで！　ちゃんと授業聞かなきゃ……っ！　しかも、数学の授業だったんだよ？」

「あははっ！　大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。ほら、ちゃんと柏木せんせーの宿題はやってきたから」

「もう！　またそうやって誤ご魔ま化かす！　じゅ、授業の方が大事！」

　相変わらずのニコニコとした笑顔で、赤城君は部活鞄かばんから私との勉強用のノートを取り出す。

　そして、それを机の上に置いた。

「これやってたらさー。気付いたら夜の十二時回ってたんだよ。凄いだろ？　俺がそんな時間まで起きてるなんて奇き跡せき！」

　どうして偉えらそうにしているのかわからないけれど、自信満々にノートを差し出した。

　それと今、改めて知ったこと。

　赤城君は寝るのが大好きで、寝つきがとってもいいってこと。

「確かく認にんします……」

　宿題として出したノートのページを捲めくり、私は赤ペンを用意した。

「あっ」

「んっ？　どお??」

「昨日、出来なかったところが出来てる……」

「マジっ!?　やったぁ！」

「ちゃんとやってきた」っていう言葉は本当だった。

　昨日は出来なかった文章問題がちゃんと理解して出来ていた。

　それに応用問題も。やっぱり赤城君、やれば出来るんだ。

「凄すごいよ。の、飲み込み早いね」

「優しくて教えるのが上手なせんせーのおかげかなー？」

　そう言いながら赤城君は私の前頭部あたりをぐしゃぐしゃに撫なでた。

　あまりにも突とつ然ぜんの出来事に盛大に仰のけ反ぞってしまう。

「ヤ、ヤダ、もう！　やめて!!」

「えー？　そんなに嫌いやがる？　結構傷ついたー！」

「ちょ……赤城君、声大きいっ」

　人差し指で「シーッ！」と合図を送る。そんな私に赤城君は少しむくれ顔だ。

「何だよ、嬉うれしい事は喜んでいいじゃん」

「そ、それでもまだ予定の半分も出来てないよ？　まだ、頑張らないとっ」

「あー、はいはーい！」

「ちょ、だから声が大きいよ」

　どうしてそんなに声を大きくするんだろう？

　わざと外に聞こえるみたいに喋っているみたい。

　私としては、せっかくあの噂うわさが収まってきたっていうのに、また広まってしまうのが怖こわくて嫌でしょうがない。

　だから、必死に赤城君に「静かにして！」のジェスチャーを送り続けた。そんな私に赤城君はますますむくれ顔だ。

「だってさー」

　今日の予定の教科書を開きながら、そっぽ向いた赤城君の横顔。少し照れてる？

「柏木と一いつ緒しよに放課後に残って勉強してるのは俺なのに、何で三上と噂になってんだよ。コレは『ここにいるのは三上じゃなくて俺だぞー』っていうパフォーマンス」

「えっ……!?　な、何それ」

　赤城君がむくれながら話してくれたことは、私が出来れば伝わってほしくないっと思っていたことだった。

　しかも、むくれているということは、嫌がってくれている……ということで。

「あっ！　まさか三上のヤツ、俺がいない間ここに来てんじゃねーよな？」

「き、来てない！　来てない!!」

　首と手の両方を左右に振ふりまくった。一番恐おそれていた誤解だ、これ。

　しかも、あんまり信じてもらえていないみたい。

「本当に来ていないよ？　赤城君だけ！　赤城君だけだから」

「俺だけ？」

「そう！　俺だけ！」

　私の「俺だけ」と言ったことが可お笑かしかったのか、むくれた顔から「ぶはっ！」と笑え顔がおに戻もどった。

　笑顔にはなってくれたけど、それでもどうしてこんな噂になったのかわかってほしくて、私は必死に説明を始めた。

「あのね、あの……私もその噂を教えてくれたあの、五十嵐さんなんだけれど、あの、五十嵐さんが言うには、三上君と赤城君ってその……後ろ姿が似てるって、あの言ってて。私はね、似てるとは思わないけどね。でも、他ほかの人からはそう見えるみたいで、だから、その、それで勘かん違ちがいされちゃったのかな？　って言ってて。あっ！　三上君も大変でね！　彼女さんと凄い喧けん嘩かになっちゃって……」

　そこまで言って気付いた赤城君の視線。

　私をジッと見てる。

　その視線を受けて、じわじわと頭から足のつま先まで赤くなっていく。

「しゃ……喋しやべりすぎちゃった……ごめんなさい」

「いやー、レア」

「へっ？」

「そんなに喋ってくれたの初めてじゃね？　柏木」

　赤城君は頰ほお杖づえをついて、満面の笑みを見せてくれる。

　本当、嬉しそう……

「そ、そうかな？」

「うん、そー。相変わらず『でも』とか『あの』が多いけど」

　指し摘てきされた私のクセ。会話をどう繫つなげたらいいかわからなくて、よく使う言葉だ。

「ごめん、わかりづらくて……」

「いやー。楽しいよ。お前と喋っているのも。それに三上との事もちゃんとわかったし」

　とくんって胸の中が弾はじけた。

「それにもっと柏木に褒ほめられたいって思うから、勉強も頑がん張ばれるしなー」

　なんて言ってノートをパラパラっと捲っている。

　私の胸は、今の言葉にさらに躍おどり続けた。

「この個人授業が終わる頃ころには、柏木が出す問題を全部マルばっかりにしてやるから。もう、赤マルばっかり。頼たのもしいだろ？」

　言うだけなら誰だれでも出来るけれど、なぜだか赤城君なら出来そうな気がする……と思えるのと同時に、本当に大丈夫かな？　って疑いの気持ちもあるから、つい吹ふき出して笑ってしまった。

「ちょっ！　笑うとか失礼だろー」

「あははっ！　ごめんね？　うん、頑張ろうね」

「絶対ビックリさせてやるからな」

　さっきのむくれた顔とは大おお違ちがいの赤城君は、気を取り直したのかそれからの勉強も躓つまずくことなくスムーズにこなしていく。

　そして教室に広がる夕日がだんだんと夕暮れに変わる頃、今日もあっという間に放課後の時間は過ぎていった。

　早い……赤城君と過ごす放課後は。

　もっと、一緒にいたいのになって思ってしまう。

「あーっ!!　終わった!!　頭、パンクしそう！」

　腕うでを伸のばして大きく背せ伸のびをしている彼は、とても疲つかれている。

　そんな事を思っているのは私だけかってちょっと寂さびしくなった。

「はい、今日の分の宿題」

「おー」

　書き終わったノートを閉じて赤城君に渡わたす。

　そして椅い子すから立ち上がり、先に教室を出る。だってそうしないとまた変な噂がたっちゃうと思ったから。

　なのに、赤城君も一緒に帰る支し度たくをしている。いつもなら私が先に帰るのに。

　赤城君は部活鞄を肩かたにかけると、先に扉とびらの方に歩いて行く。

「何してんだよー、柏木」

「えっ？」

「早く帰らねーと。門限あるんだろ？」

「う、うん」

　扉の前で立ち止まっている赤城君はまるで私を待ってくれているみたい。

　いや、みたいじゃなくて、待ってくれているの？

「途と中ちゆうまで一緒に帰ろーぜ」

　夕暮れ時なのに、ニコッと昼間の爽さわやかな日差しを思わせてくれる笑顔で赤城君は私を誘さそってくれた。

　一緒に帰ろうって。

「やっ……でも……」

　気になるのは、あの噂だ。

「何ー？　帰らねーの？」

　どこまでもあっけらかんと、赤城君は私に問いかける。

「帰る……けど、いいの？」

「んっ？　何がー？」

「……噂、気にならないの？」

　キョトンとした赤城君の顔は言った私が意識しすぎなんじゃないか？　っと思えてしまうほど、そんな噂なんて何てことない、みたいな顔をしていた。

「べっつにー？　全然。いいじゃん、悪いことしてねーんだし」

　そう、言ってくれた。

　それが嬉うれしかった。

　私と一緒にいても恥はずかしくないって思ってもらえたことが、どれだけ脅おびえていた心が嬉しさで満たされたか……

　赤城君みたいなお気楽な人にはきっと一生わからないんだろうな。

　でも、嬉しい。

　勇気を出して赤城君の隣となりに並んだ。

　どこかまだ見られることに抵てい抗こうがあるから、どうか知ってる人に会いませんようにってそれだけは願ったけれど。

　正門を出ると、バス通学の私は右に曲がり、徒歩通学の赤城君は左に曲がる道だった。

　あぁ、ここでさよならだ。

　そうあからさまに残念な顔をしてしまうと、赤城君に頰ほおを摘つままれた。

「ひゃぁ……ふぁっ！　ふぁに!?」

「ぶはっ！　おもしろ……じゃなくて柔やわらか!!」

　今、面おも白しろいって言おうとした??

　突とつ然ぜんの事で赤城君が何をしたいのかわからない私は戸と惑まどうばかりだ。

　でも、彼は夕日を後ろに背負い、目を逸そらすのが勿もつ体たい無いくらいの笑った顔で私を見てくれている。

「何かつまんなそーな顔してたから？　ちょっと気晴らしに摘んでやろうかと思って」

　……その思考回路がわからない。

　誰が見てるかわからない正門なのに。だけど、摘まれても嬉しいと思っている私の思考回路も相当危ないと思う。

　パッと赤城君の指先が離はなれ、私の頰にはじんじんとした痛みから、じわじわと熱が溜たまっていく。

　そこからもう顔は真っ赤だった。

「じゃあなー、また明日あしたー」

「うん、お、お疲れ様」

「おう、明日もよろしく」

　そう別れの言葉を言ってさよならをした。

　去って行く背の高い姿をしばらく見続けた私。

　赤城君は歩く時は音楽を聞くのか、イヤフォンを部活鞄かばんの小さなポケットから取り出していた。

　何、聞いているんだろう？　こんな些さ細さいなことでも知りたいと願ってしまう。

　赤城君のこと、あぁ、好きだなぁって思ってしまう。




　軽い足取りで帰り道を歩く。

　いつもなら誰とも目を合わさないように下ばかり向いているのに、今日は前を向いて歩ける。

　赤城君の言葉一つ一つが嬉しくて、拗すねる素そ振ぶりも思い出すだけで頰が緩ゆるんでしまうくらい可愛かわいかった。

　浮うかれた気分は家に帰ってからも落ち着くことはなくて、「今日、どうしたの？　凄すごく機き嫌げんがいいね」って、家庭教師の加藤先生に指摘されちゃうくらいだった。

「こっちまで楽しくなるくらい。どうしたの？　何かいいことあった？」

　勉強机に頰杖をつきながら加藤先生に聞かれたものだから、勉強をする手を止めた。もしかしたら笑われちゃうかもしれないけれど、恐おそる恐る聞いてみた。

「あの、先生」

「んっ？　何？」

　ペンを置いた手は指同士を擦こすり合わせてモジモジさせる。

　でも、こんなことを聞けるのはこの人しかいないから思い切って聞いてみた。

「あの男の子って、どういう女の子が好きですか？」

「へっ？」

「今度、の、土曜日……その、遊びに行く約束をしていて……」

「それってもしかしてデート？」

「デート」という単語を聞いて、一気に燃え上がった私の顔。湯気、また出そう……

「あはははっ！」

　そんな私に先生はとっても楽しそうに……いや、嬉しそうに笑ってくれている。

「よかった」

「えっ？」

「美佑ちゃんにこんな日が訪おとずれてくれて」

「先生？」

　加藤先生は黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの奥にある慈じ愛あいに満ちた瞳ひとみで私を見てくれる。本当、優やさしいお兄さんだ。

「でも兄の気分の僕としてはちょっと複雑かも？」

「あ、あの！　赤城君とはそんな関係じゃ……!!　私が一方的に好きなだけで……！」

「へぇ～赤城君っていうんだね。あと僕、一言も好きな人がいるの？　なんて聞いてないよ？」

　身を乗り出して抵抗しようと思ったけれど、六歳も年上の加藤先生に口で敵かなうはずがない。

　先生はクスクスと小刻みに笑って肩を震ふるわせていた。

「も、もうこの話はいいです……」

「あははっ！　ごめんごめん、からかいすぎたね。今日はもう勉強は止やめにしようか？」

「えっ？」

「美佑ちゃんの初めてのデートが成功するように、今日は学校の勉強じゃなくて男の子の勉強をしよっか？　……って、こんなこと言ったら変態っぽい？」

「やだっ！　先生!!」

　あまりの普ふ段だんの先生とのギャップに、はしたなかったけれど声を出して笑ってしまった。

　せっかくの厚こう意いを私ったら笑っているのに、先生はニコニコと笑え顔がおで見つめていてくれる。先生は勉強机に広げていた教科書やノートを全部片付け始めた。

　本当にこれ以上勉強はしないみたい。いいのかな？　こんなことしちゃって。

「あっ、今から教える事はお母さんには内ない緒しよだよ？　バレたら僕が給料泥どろ棒ぼうだって怒おこられるから」

「ふふっ。わかりました」

　黒縁眼鏡の奥にある瞳は悪戯いたずらっ子のように笑っていて、また小さく笑ってしまった。

　本当、意外。いつも真ま面じ目めだった加藤先生にこんな一面があったなんて。

　先生は椅い子すの向きを机から私へと移す。私もいつも以上に背筋をピンッと伸のばした。

　それから教えてもらったのは何て事のない普ふ通つうの事だらけだったけど、こんなお話をしたことがない私にとっては興味深いことばかりだった。

　特に印象に残ったのはこの一言だった。

「眼鏡を外した顔と普段の顔とのギャップに好感を持つ子もいると思うよ。あと、笑顔だけは絶対に忘れないでね」

　それからも勉強の話は出ずに加藤先生とたくさんのお話をした。

　こんなに先生と学校のことや私生活のことを喋しやべったのは初めてだった。

　そして、いつも通り先生を玄げん関かんまでお母さんと見送り、夕飯を食べようとダイニングに行くと私が座る位置のテーブルの上にはある大きな封ふう筒とうが置かれていた。

「お母さん、何？　これ」

「今度から通う塾じゆくの書類よ。説明会もあるようだから見ておきなさいね」

　テーブルの上には、この辺りでも有名な進学塾の名前が記き載さいされてある封筒が置かれていた。

　あとで見ようと思い封筒はとりあえず避さけておき、夕飯をお母さんと二人で食べる。

「さっきの塾なんだけどね、お母さんも見学に行って来たんだけど、とにかく一日のスケジュールも先生の指導もしっかりしていて……」

　っと、相変わらず勉強のことばかりだし……

　そんな気持ちになってふと、お箸はしが止まった。

　あれ？　私、今までこんな風に思ったことあったかな？　……って。

「美佑？　聞いてる？」

「あっ、うん。聞いてる……大だい丈じよう夫ぶ」

　今、ちょっとお母さんの事うっとおしいって思っちゃった。

　こんな事思っちゃ駄だ目めだ……せっかく私の為ために塾に通う事まで考えてくれているのに。

「塾に行くのはこの先、いい大学に入るためには大切なことなんだからね。美佑の為なんだから」

「うん、わかってる」

「お母さんと同じ大学に入るためには、お母さん以上に頑がん張ばらないとね。今、頑張れば大学に入ってから苦労しないわよ」

「……うん」

　わかってるけれど……何となくいつもみたいに頑張ろうって思えない。

　そんな話よりも気になるのは、早くご飯を食べて土曜日に遊びに行く時のお洋服を選ばなくちゃってことだ。

　先生があんな話をするから、もうすっかり意識が遊びに行くことに飛んじゃっている。

「ごちそうさま」

　お箸を置いて席を立った。塾の封筒も忘れずに。するとお母さんから声がかかる。

「あら？　もういいの？　今日はいつもより食べる量少なくない？　あまり食べ過ぎないのも駄目よ。脳が活性化しないんだから」

「大丈夫。本当に食しよく欲よくないから」

　今は食事よりも早く部屋に戻もどりたい。

　もしかしたらメールとか来ているかも……なんて期待をしてしまっている自分がいるから。

「そう？　ならいいけれど……くれぐれも体調だけは崩くずさないようにね」

「はい」

　返事をしながらリビングを出て行き、部屋まで早歩きで向かった。

　頭の中はクローゼットの中にある服の事でいっぱいだった。勉強以外の事でこんなにも考えたのは本当に久しぶりだ。

「全然可愛いのがない……」

　自分のクローゼットを見てがっかりした。

　私は本当に平へい凡ぼんで地味な服しか持っていなかったから。

　みんなどんな服装で男の子と遊びに行ったりしているんだろう？

「誰だれかに聞いてみたいけれど……でも、聞ける人なんていないし」

　勉強机に置いてある携けい帯たいを手に取った。

　残念なことに赤城君からのメールは届いていなくてホッとしたような残念なような……

　携帯を片手に握にぎり、再度自分のクローゼットを物色してみるも、やっぱりあるのは黒やベージュ、紺こん色いろにデニムばかり。

「ワンピースの一着でも買っておけばよかったな……」

　しょんぼりしながらもしょうがなく決めたのは、袖そでに少しフリルのついた白のカットソーと細身のデニムパンツだった。

　これであとは土曜日を待つのみ。

　一体どんな風に待ち合わせてどんな雰ふん囲い気きになるのかなんて想像も出来ないけれど、ただ今はもう土曜日が楽しみでしかなかった。




　そして次の日の金曜日。

　この日は何事もなく平和に過ごせた。

　いつも通りに登校して、いつも通りに一日を過ごして、そして放課後は赤城君とあの教室で二人きりで数学のお勉強をして……

　最初はバツばっかりの赤城君の宿題だったけれど、今日は半分以上に赤マルが付き、正解率も随ずい分ぶんとアップした。

　これには本当に驚おどろいた。多分、ちゃんとやれば平均点以上は取れるんじゃないかって思えるくらい。

「うあぁぁ……もう、無理……」

「あはは。そろそろ終わりにしようか？　あんまり詰つめ込みすぎちゃうのもよくないし」

「いや、でもあともうちょっとやった方がいいかー？」

「な、何で？」

「だって柏木に勉強見てもらえるのも、今日とあと月曜しか無いじゃん。日曜は来週の練習試合に備えて一日練習だしさ。だから俺不安しかねーよー」

　机に項うな垂だれる大きな身体からだ。なのに言っている事は酷ひどく頼たよりない……

　笑いそうになっちゃったけれど、本人にとっては重要な問題なんだ。

「このままで大丈夫だよ、赤城君。それに今度の練習試合に呼ばれているんなら、佐々木先生もきっとテストをクリアしてくれるって思ってくれているんだよ」

　その言葉に項垂れていた身体はとても勢いよく起き上がった。

「やっぱりそう思う!?」

　突とつ然ぜんの大声に耳はビリリッ！　と震ふるえた。

　そのことにもちろん驚きもしたけれど、もっと驚いたのは赤城君の変わり身の早さだ。

　俯うつむいて暗くなっていた顔はもう輝かがやきを放つ笑え顔がおに変わっている。

　うん、やっぱり赤城君にどんよりした表情は似合わない。

　似合うのはこのどこまでも明るい笑顔だなって改めて思う。

「う、うん、そう思うよ……」

「だよな？　俺もさ、今度の練習試合でベンチ入りで名前を呼ばれた時からさ、もしかしたらそうかなー？　とか実はちょっと思っていたんだよなー」

　意い気き揚よう々ようと話す赤城君のテンションを何とか上げたくて、私も必死に応こたえようと頑張って言葉を振ふり絞しぼった。

「あ、赤城君ベンチなんだ。そっかぁ……」

　ここまで言ってなぜかピタッと止まってしまった赤城君。

　あ、あれ？　私ってば変な事を言った??

「もしかして『なんだー。ベンチかー。スタメンじゃないんだー』とか思ってる？」

「へっ？　へっ??　やっ……べ、別に……」

「まぁ実際、今までベンチばっかだし。最初っから試合に出れたことなんてないからなー」

　これはちょっと拗すねてる？　こういう時ってどうフォローすればいいんだろう？

「でも、試合には出たりしているんでしょ？　だったら……」

「おー。もちろん。途と中ちゆう出場ばっかだけどなー」

「で、でも、凄すごいと思う……うん、まだ二年生なのに。凄いよ」

　フォローってこういうのでいいのかな？　何が凄いのとか全然わかんないけれど、それでも拗ねた表情からいつも通りの顔に戻っているってことは、これで多分大丈夫？

「柏木ってさ。バスケの試合とか興味ある？」

「えっ？　試合??」

「うん、スポーツとか観みる？」

　うーん……っと今までの自分の興味があることを思い出してみた。

「あんまり観ないかなぁ？　テレビもそんなに観る機会がないから」

「……そっか」

　赤城君は人差し指で気まずそうに頰ほおを搔かくと、そそくさといつも私が宿題を書いているノートを差し出した。

「まっ、この話はもういーや。ちゃっちゃと今日の分の宿題書いちゃってくれ」

「は、はい」

　もう赤城君には基本問題はいいだろうと思い、応用問題をメインに今日の分の宿題を書いていく。

　それにしても赤城君から話題を切り上げるなんて珍めずらしいな。いつもなら私が止めるまでずっと話を続けているのに。

　不思議に思いながらも書き上げてノートを渡わたすと、それを部活鞄かばんに仕し舞まい椅い子すから立ち上がった。

　ただでさえ背が高いのに、座っている私が立ち上がった赤城君を見上げるのは首が疲つかれるほど高い。

「よっし、帰るか。今日も正門まで一いつ緒しよに行こうぜ」

「う、うん」

　私も立ち上がり歩き出した赤城君の背中について行く。

　教室から出ると横に並んで歩いてくれた。

「そういや明日あした、天気って晴れ？」

「えと……確か晴れだったよ」

「楽しみだな。明日」

「えっ？」

「なっ？」

　外は夕暮れ間近だというのに、ここだけは晴天みたいに晴れやかな空気に包み込まれる。私の心がぽかぽかするのが自然にわかる。

「時間ギリギリまでいっぱい遊ぼうなー！」

　私の思考をあっさりと奪うばう屈くつ託たくの無い笑顔にもう逆らう事なんて出来なかった。だから素す直なおに首だけ縦に振って頷うなずいた。

　明日……どうしよう、楽しみすぎる。

　期待と不安でいっぱいの胸を、どうにか赤城君とお母さんにバレないようにするのでその日は精せい一いつ杯ぱいだった。
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　その日は最悪な一言から始まった。

「美佑？　用意は出来た？」

「えっ？」

　一いつ瞬しゆん、跳はね上がった心臓は今も激しく動き続けている。

　自分の部屋で髪かみにクセがないか確かく認にん中のとき、お母さんがノックもなしに部屋に入ってきた。

「やだ、美佑ったら説明会にそんな格好で行くの？　せめてデニムはやめなさい」

「えっ……？　説明会？」

　ギュッと握にぎった携けい帯たいには赤城君から朝送られてきていたメール画面がそのままだった。

　そこには『今から朝練行って来るー。昼から遊びに行くの楽しみだな』っという嬉うれしすぎるメールが送られてきてて、何回も眺ながめていたから。

「美佑ったらどうしたの。この前渡わたした塾じゆくの封ふう筒とうの中身、見なかった？　今日の十三時から夕方まで説明会と学力診しん断だんテストがあるって書いてあったでしょ？」

　さ──……っと、全身の血の気が引いた。

　急いで外していた眼鏡めがねをかけて、机の上に置きっぱなしにしてあった塾の封筒の中身を出した。

「そ、そんな……」

　様々なカラーのパンフレットや束になっている紙と一緒に挟はさまれていたのは塾の説明会の日にちと時間、そして試験の内容に持ち物……

　その用紙には間ま違ちがいなく今日の日付と開始時間が記き載さいされていた。

「何？　まさかあなた見ていなかったなんて言うんじゃないでしょうね？　一体その格好は何？　どこに行こうとしていたの!?」

　お母さんの語ご尾びがだんだんと強くなっていくのはわかっていたけれど、私の頭の中は赤城君との約束をどうしよう!?　という考えだけだった。

「美佑!?　聞いてるの？」

　お母さんの声が今度はハッキリと耳に届いた。

「わ、私……」

〝今日はお友達と約束があるの〟たったその一言なのに、お母さんの顔を見てしまった途と端たん、言葉は勢いを無くし、言えなくなってしまった。

「どうしちゃったの、美佑。塾の書類、ちゃんと渡したでしょ？　どうして見てなかったの？　今のあなたにとって大切なことでしょう？　試験対策、まさかしていないなんてことはないわよね？　この診断テストでどこのクラスに入る事になるか決まる大事なテストなのよ。わかってる？」

「……」

　私の無言の反応をどう受け取ったのかわからないけれど、お母さんは何も言わず扉とびらの前で立ったまま私を見ている。

　そんな私が真っ先に出た言葉は……

「お母さん……ど、どうしても今日行かなきゃ駄だ目め？」

「何を言っているの？　当たり前でしょう！　言いなさい。どこに行こうとしていたの？」

　その強い言い方に畏い縮しゆくしてしまった私は、もう逆らう事はせずに今日の赤城君との約束をそのままお母さんに話した。

　もちろん遊びに行く相手は男の子だとは言えなかったけれど。

「お友達には理由を言ってキャンセルしなさい。遊びになんていつでも行けるでしょ？　塾は今日しかないのよ」

　お母さんはそう言い付けて私の部屋から出て行った。

「簡単にキャンセルとか言うけど……」

　悔くやしくてつい言ってしまった。

　今まで私が友達と遊びに行く日なんてなかったことは知っているはずなのに、あんな事を言えるんだ……お母さんは。

　でも確認していなかった私が悪い。

「ゴメンね……赤城君」

　気付いたら涙なみだ声ごえになっていた私。

　半分泣きながら塾の事を理由に、今日の約束はキャンセルすることをメールした。




「はぁ……着いた……」

　塾に行く事になった途端ご機き嫌げんになったお母さんに見送られて、重い足取りのまま電車に乗り、辿たどり着いたのはテレビのＣＭで毎日のように流れている有名な塾だ。

　コンクリートの塊かたまりで重苦しい雰ふん囲い気きの縦長のビル……ここに来る人ってきっと勉強しか取り得の無い私みたいな人間が集まっている場所なんだろうな。

　朝の浮うかれた気分はどこにいってしまったんだろう。

　結局私はどこまでも地味で暗いヤツなんだ。

「はぁ……」

　ため息を一つついてずっと握っていた携帯をチェックした。

　着信音が鳴っていないから電話もメールも来ているはずがないのに、どうしても見てしまう。

　赤城君からの返事はまだない……時間はもう少しで十三時になるところ。

　もう携帯のチェックは出来ないな。部活は終わっているはずだから、メールをチェックするくらいは出来ると思うけれど……

　もしかして怒おこってるかな？

　突とつ然ぜんキャンセルされたら誰だれだって嫌いやな気分になるよね。

　私、嫌きらわれたかな……

　胸の奥から重くのしかかる暗い気持ちに、どうにか保っている平静さは押しつぶされそうになる。

　嫌だな、行きたくない。

　進もうとした足は止まってしまった。

　説明会までもう時間がないからビルの中に入らなきゃいけないのに、私の足は動かない。

　はぁ……と、どうしようもないため息を吐いた時、片手に持っていた携帯電話の着信音が鳴り響ひびいた。

　全身で驚おどろきながらも急いで携帯を見た。着信音はメールじゃなくて電話だ。

　携帯を落としそうになりながら通話ボタンを押した。だって着信名は、怒っているのかもしれないっと思っていた赤城君だったから。

「も、もしもし!?」

『よかったーっ!!　出た！　ギリギリか？』

　向こうも急いでくれていたのか息切れをしていた。

　しかも電話の向こうはうるさい声でいっぱいだ。

「ごめん！　今日私……」

『いや！　俺の方こそゴメン！　今までずっとミーティングしててさ、メールに気付くの遅おそくなった!!　待ち合わせ時間に間に合わねー！　ってスッゲー焦あせったー』

「あっ、でも……」

『んーっ。メール見た。それならしょうがねーから、気にすんな』

「でも……」

　続きを言いかけた時、赤城君の向こうからは騒さわがしい声が聞こえてくる。

　その声は大きいから何を言っているのかすぐにわかった。

『大地、やっさしーいっ！』『いーなー！　いーなー！　俺も女子と遊びてぇーっ!!』と、なにやら赤城君を囃はやし立てるような声が飛び交かっている。

　もしかして、今赤城君のいる場所って……

『わりー。後ろ、うるせーよな。まだ部室なんだよ。マジで今終わったところだから』

　やっぱり！　バスケ部の部室で電話をしてくれているんだ！

　この事実に急激に勢いをなくした私は黙だまり込んでしまって、何か喋しやべらなきゃ！　と思うのに、声が全然出てこなかった。

『つーか、お前時間大だい丈じよう夫ぶ？　説明会ってやつ、もう始まっちゃうんじゃねーの？』

　赤城君の声に急いで腕うで時ど計けいを確かく認にんすると、開始時間の五分前になっていた。

「わっ！　そ、そう！　もう始まっちゃう!!　受付、い、行かないと！」

『マジか!?　じゃあ、説明会も試験も終わったら連れん絡らくくれよ』

「えっ？」

『終わってから遊びに行きゃいーじゃん。都合悪い？』

　赤城君の言葉に耳を疑いそうになったけれど、空耳なんかじゃない。

　また、会おうって言ってくれている！

「全然!!　都合悪くない!!」

『よっしゃ！　じゃーまた後でな！　試験頑がん張ばれよ！』

「うんっ！」

　心が晴れやかになるってこういうことを言うんだろうか？

　さっきまでの暗い気持ちはどこに行ったんだろう……今なら全く動かなかった足も躊ちゆう躇ちよなく前に踏ふみ出せる。

　ビルのガラス扉に映っている私の顔は、自分でも驚くほど満ち足りた顔をしていた。

　本当、私ってば単純だ。赤城君の言葉一つでこんなにも気分の浮き沈しずみが激しくなるなんて……

　でも、今ならどんな無理難題を出されても簡単に解けちゃいそうなそんな気分なんだ。

「すみません。受け付け、お願いします」

　受付にいる職員の人が相手なのに、声も弾はずんでいる。

　私は職員の人から説明会の場所を教えてもらうと時間がないから駆かけ足で向かい、本当に時間ギリギリに教室に到とう着ちやくした。




　着いた教室には学校のクラスの人数と変わらないくらいの男女達がいる。

　空いていた席に座り、塾じゆくの講師から説明を受ける事三十分。

　それから間もなくして学力診しん断だんテストが始まった。

　配られたテストを前の席の子から受け取り、小さく深呼吸して目の前にあるテストに集中する。赤城君に応おう援えんしてもらったんだ。頑張らなきゃっ！

　何の予習復習もせずにテストを受けるなんて初めてのことだったけれど、各三教科の診断テスト……精せい一いつ杯ぱいやり切ったと思う。

　テストに集中していた時間はあっという間に過ぎ去って、気付いたら夕方になっていた。

　三教科目の数学のテストを終えた時、窓から見た景色は深い橙だいだい色いろに染まっていた。ビルとビルの間からは夕日が見え隠かくれしていたから、かなりの時間が経たっていることが想像出来る。

　こんなに待たせるなんて悪い事したな。待ちくたびれちゃったかな……

　そう沈んでいると、塾の講師から今日はもう終しゆう了りようの声がかかる。

　講師のその言葉を聞いた後、すぐに立ち上がりテストが行われた教室を誰よりも早く出た。

　早歩きで階段を駆け下りて鞄かばんから携けい帯たいを取り出す。

　そして、赤城君に電話をした。早歩きだからか緊きん張ちようからかはわからないけれど、息を乱しながら携帯を耳に当てる。しばらくのコール音の後に電話は繫つながった。

「も、もしもし？　赤城君……」

『う……ん』

　あれ？　テンション低い？　っじゃなくって、この声のトーンは聞いた事がある。

「あの、赤城君……もしかして、寝ねてた??」

『あー……寝てた』

　やっぱり、当たりだ。

『今、何時～……？』

　ゴソゴソと布同士が擦こすれ合う音がする。お布ふ団とんの中から電話しているのかな？　想像したらちょっと可愛かわいいかも……

「もうすぐ五時だけど……あの、今からとか大丈夫なの？」

『おー。俺は全然大丈夫。柏木は？　門限何時だっけ？　確かあったろ？』

　門限……そうだ、お母さんに言っておかなくちゃ。

「大丈夫。ちゃんと言っておくから」

『そっか。じゃ家出るわ。約束してた場所で待ち合わせでいい？』

「うん！　大丈夫！」

『んじゃ、またあとで』

　そして電話を切った私は少し考えた後、お母さんの携帯に電話をかけた。

　こんな事をお母さんに言っちゃうのは初めてだ。

　凄すごくドキドキしてる。

　背中の汗あせはきっと冷や汗。

　コール音はすぐに通話に切り替かわった。

『美佑、お疲つかれ様。テストどうだった？』

　電話を取ったお母さんに緊張気味に話しかける。

「今から塾のフリースペースで勉強して帰るから遅くなってもいい？」

　こんな噓うそ、初めてついちゃった……

　私の話を聞いたお母さんはもちろん怒るはずがなかった。

　これがもし、遊んで帰る。なんて言ったらどんな返事が返ってくるかわからない。しかも男の子とだし……

　でも、ちゃんと連絡したから大丈夫。この噓はきっとバレない。

　帰りが遅くなる許可をもらった私は急いで駅へと向かった。待ち合わせの駅はここから二つ先の駅だ。

　今から胸の高鳴りが止まらなかった。

　電車は私がホームに辿たどり着いたと同時に到着し、いけないことだとわかりつつも飛び乗った。

　少し上にあるつり革かわを両手で持ち、乱れた息を整える。

　何かに向かってこんなに急いだ事なんてもう随ずい分ぶんとしていない。そんな自分が不思議でしょうがなかった。

　でも、景色が過ぎ去る電車の窓に映る自分の顔は、見たことがないくらいいきいきとしている。

　そして急いだ証しよう拠こにボサボサになった自分の髪かみの毛け……

　一つに結んでいたとはいえ、頭頂部は短い毛が所々で逆立っていた。

「うわっ……やだっ」

　慌あわてて手て櫛ぐしで直すも、どうにも纏まとまらない髪。

　結んでいたヘアゴムを解ほどき、真っ直すぐなストレートの髪にした。

　窓に映るのは学校とは違ちがう自分の髪かみ形がた。

　今日、これで会ってみようかな……幸い、私の髪質は真っ直ぐでクセ毛はない。赤眼鏡めがねは今からどうすることも出来ないけれど、せっかく遊びに行くんだ。

　服装も地味でアクセサリーも何にもつけていないから地味子には変わりないけれど、せめて学校とは違う私を見せたい。

　凄く気き恥はずかしい気持ちを感じながらも、到着した駅のトイレに寄り、櫛は持ち歩いていないから手櫛で髪形を整えて私は待ち合わせ場所へと向かった。




　階段を一歩一歩降りるたびにドキドキは止まらない……

　赤城君、もう来てるかな？

　背が高いから待ち合わせ場所に立っていてもすぐわかるよね。

　それともまだかな？　まだだったらどうやって待っていよう？　そうかもう着いたって連絡すべき？

　そんな事を一人で考えてると、降りた階段のすぐ向こうに周りより頭一つ抜ぬきん出た短たん髪ぱつの赤城君の頭が見えた。

「いた……」

　勝手に独り言を漏もらすと、赤城君の姿を確認した私の胸の内はあり得ない位の緊張に包まれた。

　ここまで全く何のイメージもせずに辿り着いてしまったものだから、声をかけようにも何てかけたらいいのかわからなかった。

　改札を抜けたところで柱にもたれ掛かかっている赤城君の後ろ姿。

　それは初めて見る私服姿だ。服装はイメージ通りのカジュアルな格好で重ね着のシャツにカーゴパンツ姿。

　だけど、周りより背が高くて私服姿の赤城君は大人っぽくてとてもじゃないけれど同じ歳としには見えない。

　あぁ……やっぱりもっとちゃんとオシャレをしてくればよかった……

　深く落ち込んでいると、キョロキョロと辺りを見回しだした彼が後ろに突とつ然ぜん振ふり返った。

「あっ！　いた！」

　改札の前に立っていた私を確かく認にんした赤城君は私とは違う大きな声を出して笑え顔がおで迎むかえてくれた。

　その笑顔を向けられると、目は見開いちゃうし全身でビックリもしてしまう。

　でもそんなことはおかまいなしに赤城君は私に近づいて来てくれた。

「お疲れさん。テストどうだった？」

「あ、赤城君もお疲れ様……し、試験は……うん、何とか大だい丈じよう夫ぶだったと、思う」

「そっか。まぁ、柏木なら大丈夫だろ。それより終わってすぐに来たんだろ？　腹とか減ってねぇ？」

　会った途と端たんに止まらない赤城君の話に私の脳内はついていくので精一杯だ。

　えっと……こういう時はどうしたらいいんだろう？

　友達と会った時には何か食べに行ったりするもんなんだろうか？

　それともすぐに目的の場所に遊びに行くの？

　でも、最初の予定はまずは牛ぎゆう丼どんを食べに行く予定をしていて……

　でも、それは私の塾じゆくのせいでキャンセルになったから……

　そんなことを下を向いてグルグルと考えていたら、そばに大きな影かげが出来たのがわかった。

　不思議に思い頭を上げると、目の前には同じ目線にキョトンとした赤城君の顔がある。

「わっ！　な、なな何……!?」

「んっ？　いや……何かいつもと雰ふん囲い気き違う？」

「へっ？　そう？　し、私服だから？」

　それを言うならお互たがい様だけど……っと思っていたら、赤城君は大きな口を開けて何かに気付いた顔をした。

「あっ！　髪形!!　いつもは結んでいるのに今日は真っ直ぐ！」

　そう気付くと赤城君は私の肩かたにかかった髪を触さわり始めた。

「結構長いじゃん。下ろすと全然雰囲気が変わるんだなー。すげー！　別人！」

　至近距きよ離りにある赤城君の顔に、私の顔の横にはずっと髪を触っている大きな手。こんな試練、突とつ然ぜんすぎる……どう対応していいのかわからない。

「いーじゃん！　似に合あう！　それにサラサラー。ずっと下ろしときゃいいのに」

「そ、それは勉強の邪じや魔まになるから」

「なるほどなー。お前らしいわ」

　ヘラッと笑って離はなれた赤城君の手と顔。

　あぁ……なんて可愛かわいくない返事をしてしまったんだろう。せっかくサラサラだって言ってくれたのに。

　勉強の邪魔だなんて全然女の子らしくない。それにお前らしいとも言われた。

　やっぱり赤城君にも私はそういう風に映っているんだな。

　やっぱり括くくりなおそうかな……っと思って髪に伸のばした左手。

　だけどその手は赤城君の大きな右手で握にぎり締しめられた。

「へっ!?　えっ??　えっ!?　な、何っ!?」

「何って……いつまでもここにいる方が時間がもったいないし、さっさと遊びに行こうと思って手、繫つないでるんだけど」

　確かにそう。赤城君は私の手を握り締めている。

　そして、そのまま歩き出そうとしている赤城君に私は踏ふん張って抵てい抗こうしてしまった。

「どう、どうし、どうして!?　手……」

「どうしてって。お前、迷子になりそうだから？」

　そんな疑問系で言われても返事に困る。

　口をパクパクさせながら固まっていると……

「柏木、こんな時間に遊びに行ったこと滅めつ多たにないんだろ？　この時間帯、すっげー人が多いから離れないように手、握っててやるよ」

　っということみたい。

「うはっ！　手、ちっせー!!」

　私の手を何度も握って遊んでいる赤城君。私はもう口から湯気が出そうなくらいに脳内が沸ふつ騰とう中だ。

「早く遊びに行こうぜ。悩なやんでる時間がもったいねーや。いい？」

「う、うん！」

　手を繫いだまま赤城君の隣となりを歩いてそのまま駅からゲームセンターへと向かった。

　赤城君の言うとおり、この夕方の人ひと混ごみは慣れない私には辛つらいものだった。

　自分の家がある駅と学校がある駅しか使ったことのない私は、遊ぶ施し設せつがたくさんあるこの駅に来たことがまずなかったから。

　周りを見れば同じ歳くらいの子達や少し年上の大学生くらいの人達が多い。

　そんな中に自分がいることが不思議だった。

　一人じゃ絶対来れない場所だ。

　でも、赤城君がいるから怖こわくない。

　今はもうドキドキとワクワクが止まらなかった。

　足の長さが全然違ちがうから、赤城君はゆっくり歩いてくれているつもりでも私は早歩きになって隣を歩く。

　すれ違う人達にぶつからないか心配だったけれど、赤城君がしっかりと手を握ってくれて引っ張ってくれたからその心配は無くなっていった。

「ねぇ、ゲームセンターって確か未成年は時間制限なかった？」

「うわっ。そういう事は知ってるんだなー、お前」

　心の中で「しまった！」と後こう悔かいした。

　どこまでも面おも白しろみのないやつで真ま面じ目め……とか思われちゃったかもしれない……

「大丈夫、大丈夫。ちゃんと遅おそくなりすぎないように帰りは送るから。今から帰りの心配なんかすんなよー」

　赤城君は目を細めて笑いながらあっさりと「送ってくれる」と宣言してくれた。今日は家までずっと一いつ緒しよにいてくれるっということだよね？

　私の心臓……煩うるさいくらいに鳴り続けている心臓は家まで持つのだろうか？

　そんな馬ば鹿かな心配をしていた。




　それから連れてきてくれたのは、さすがの私でも知っている総合アミューズメント施設だった。

　よく芸人さんとかがテレビのＣＭに出演しているから見たことはある。

「ここ、なんでも揃そろってるからずっと遊べるんだよ。時間があればゲーセンだけじゃなくて他ほかにも遊びたいんだけどなー」

「ご、ごめんね」

　それは私に門限があるから気を遣つかってくれているんだ。

　本当に申し訳ない……

「まっ、いーじゃん。それはまた次の機会にしようぜ。なっ？」

　その言葉を聞いて上を見上げる。

　赤城君はいつでも笑って次の約束を作ってくれる。

　それが、本当に嬉うれしい。

「うん。次……」

　しっかりとその約束を胸の中に大切にしまっておいた。

「よっし。まず、何やる？　俺、クレーンゲーム結構得意だけど？」

「噓うそ！　本当!?　み、見たい！　取れるところ！」

「任せろ！」

　そう言うと、赤城君はこのゲームセンターには本当に通い慣れているみたいで、迷うことなくお目当てのクレーンゲームの場所まで私を連れて来てくれた。そのクレーンゲームの景品は手のひらサイズの真っ白な子こ猫ねこのヌイグルミ。

　一目見て気に入ってしまった。

「か、かわ、かわ、可愛い……!!」

「可愛い？　こういうの好きか？」

　問いかけてくれたから返事の代わりにブンブンと首を縦に振ふる。

　私のその姿を見て赤城君は笑うと「じゃ、まずこれな」と言って、財さい布ふからお金を取り出す。

「あっ、お金……」

「いいって。今日は俺の奢おごりって約束したろ？」

　そういえばそうだった。

　勉強を見てもらってるお礼として今日は全部奢ってくれるって約束した日に言っていた。

　いいのかな……？　と思いつつ、せっかくの厚こう意いなので大人しく頷うなずいておいた。

　それにしても店内が店員さんのアナウンスやゲーム機の音楽で騒さわがしいせいか会話をするたびに赤城君の顔が近づいてくるから、顔の熱が異常な位上がっている。

　手も顔も汗あせと熱さが止まらない。手で顔にパタパタと風を送っている間に赤城君は小こ銭ぜにを入れてクレーンゲームを始めた。

　山積みに盛られているふわふわモコモコの子猫のヌイグルミ。

　一見、簡単に取れそうだけれどなかなか落ちてくれないのがクレーンゲームだ。赤城君は色んな角度からアームとヌイグルミの位置を確かく認にんすると、「ここだ」と言ってボタンを押した。

「わっ!!　凄すごい！　取れた!!」

　一回でアームに摑つかまったヌイグルミ。取れた景品が穴に落ちると赤城君は拾って私にくれた。

「やったー。一回で取れた」

「凄い！　凄いよ！　一回で取れちゃうなんて！　赤城君、凄い！」

　赤城君は満まん更ざらでもない笑え顔がおで頰ほおを指先で搔かいている。

　私は貰もらったヌイグルミを大切に両手で持つと、キーホルダーになっていることに気付いた。

「キーホルダーになってる……」

「あぁ、小さいヌイグルミの景品はキーホルダーになっていることが多いよな。それにしても何のキャラクターだ？　コレ。女子の間で流は行やっている物とか全然わかんねーや。マジでこんなのでよかった？」

　赤城君はキーホルダーのチェーンの部分を持つと、私の前でプラプラさせる。

　寝ね転ころんだ姿で前足で顔を搔いている子猫の仕草はとても愛らしかったし、私にとっては流行り物とかそんなことはどうでもいい。

　赤城君が取ってくれて私にプレゼントしてくれたという事が嬉しかったんだから。
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「うん。これがいい。ありがとう、赤城君」

　ぎこちない笑顔で手を差し出し、キーホルダーを受け取る。

「まっ、お前が気に入ってくれたんならいいや」

　受け取ったのとは反対の手を取って、赤城君はまた歩き出した。そして貰ったキーホルダーを見つめて、私はあることを思いついた。

「これ、学校の鞄かばんに付けちゃおう……」

「んー？　何か言ったか？」

「な、何でもない！」

「そっ？　あっ！　次はアレにしようぜ！　バスケのフリースローのやつ！」

　赤城君が次に選んだのは、バスケのゴールといくつものバスケットボールが用意されてあるゲームだった。

「これ、バスケ部の奴やつらと来た時に誰だれが一番入るかいつも勝負するんだよ」

「そうなの？　赤城君、いつも勝ってるの？」

「……ビリには……なったことはないけど」

「一番はないの？　もっと上う手まい人がいるんだ」

「……柏木ってさ、たまにサラッと言い辛づらい事、聞くよな」

「えっ？　噓！　ごめん!!」

　どうもコミュニケーション能力が低い私。赤城君は少しショックを受けた顔でゲームを始めた。

　私の手なんかじゃ両手を使っても大きいボールを赤城君は軽々と持ち、お手本みたいなシュートフォームで次々とフリースローを決めていく。

　リングは固定されてなくて一定時間が過ぎると左右に動くという、見てるだけでもとっても面白いゲームだった。

「これ、動きだすと難しいんだよなー！」

「でも、入ってるよ！　凄い！　凄い！　頑がん張ばって！」

　隣となりで煩いくらいに騒いじゃっている私。

　こんなに大声を上げて応おう援えんしたのは初めてかもしれない。

　でも、残り時間が少なくなっていくタイマーを見ていると、どうしても声を出して応援せずにはいられなかった。そして数字はゼロになり、ゲームは終わった。

「うわっ！　マジで!?　自己新だ！」

「えっ？　本当??　おめでとう！」

　私よりも驚おどろいていたのは赤城君だった。

　そして嬉しそうに笑って私の方を向いてくれた。

「柏木が隣で応援してくれたおかげかも」

「えっ!?」

　ゲームセンターは煩うるさいから近寄ってきて耳元のすぐそばで言ってくれた言葉に盛大に反応してしまった私。

　ただ、本当に凄いと思って応援していただけなんだ、私は。

　なのに、こういう風に言ってもらえるのって凄く凄く嬉しい。

「証しよう拠こ写真～。明日あした、大和達に見せよっと、自己新達成したぞーって」

　スマホを使って自己新の数字を写真に撮とっている赤城君。

　その姿は本当に嬉しそうだった。

「いいね、バスケットって」

「えっ!?」

　私の言葉にスマホをポケットに戻もどしていた赤城君が、今度は盛大に反応して私の手を握にぎりしめてきた。

「マジで？　好きになりそう!?」

「え、えと……好きっていうか……今の赤城君を見てて、凄く面おも白しろそうだなぁっとは思った……よ？」

　私の言葉一つ一つに目をキラキラと輝かがやかせて、視線さえも逸そらさないその表情に圧あつ倒とうされて後ずさりしてしまう。だけど、手にはギュッと力が込められて足は止まってしまった。

「じゃあさ、今度の練習試合。観みに来ないか？」

「その練習試合って……赤城君がベンチ入りしたっていう？」

「スタメンじゃなくて悪かったな」

「わわっ！」

　慌あわてて繫つないでいない方の手で口を塞ふさいだ。もう赤城君はこんな私の言動に慣れたのか、不ふ機き嫌げんにならずに笑ってくれている。

「本物の試合はこんなゲームじゃなくってもっと面白いんだよ。試合は俺らの学校でやるし、三上や大和の彼女も応援に来るって言ってたから一人じゃねーし。絶対楽しんでもらえると思うけど」

　試合……赤城君も出るのかな？

　でも、この前言っていたよね。途と中ちゆう出場が多いって。

　それなら観てみたい。赤城君が大好きなバスケットをする姿を。

「……うん。行く。私なんかが行ってもいいのなら」

　私のこの言葉を聞くとガッツポーズをしてとても喜んでくれた。

「当たり前！　誘さそってんの俺なんだから！　前も誘おうと思ったんだけど、バスケあんまり興味ないって言ってたろ？　だから無理だろうなーっと思っていたから。あー！　よかった!!」

　顔をくしゃくしゃにして笑って言ってくれて、また顔に熱が集まる。

　まさか私を誘おうとしてくれていたなんて思いもしなかった。

　でも、赤城君は優やさしいから……

　こんな私でも色んなところに連れて行ってくれるような人だから、誘ってくれても不思議じゃないって思っていた。

「試合の時もさっきみたいな応援頼たのむな」

　さっきみたいな応援って……

　あの大声で「頑張れ！」とか言ってしまったやつ!?

　そんなの無理だ！

　広い体育館で他ほかのクラスの人達がいる前で叫さけべるわけがない！

「む、無理無理無理!!　大人しく観てるから！」

「えー、何でー？　試合観に来る意味ないじゃん」

「心の中で応援しておく……」

「俺、テレパシーの能力なんて持ってないから聞こえねーよ。だから、大声で応援よろしくな」

「……っ!!　そ、その前に佐々木先生のテスト！　合格したらね!!」

「……げっ。忘れてたのに」

　そんな会話をしながらゲームセンター内を歩いた。

　しかも手を繫いでいることが当たり前のようになっていて、繫いだ時の緊きん張ちようはいつしか安心に変わっていた。

　次に何をするか色々と見て回っていた時、定番中の定番のプリクラがあった。

　なぜか赤城君はすっごく撮りたがっていて、何度も何度も誘われたけれど私は断固として首を縦に振ふらなかった。

　だって、こんな私と赤城君が並んでプリクラを撮るなんてとんでもない話だ。

　もし撮ったとしてそれを見た時、きっと自分の地味さとダサいところに落ち込むに決まっている。

　自分がもっと可愛かわいくて華はながあってオシャレなら、一いつ緒しよに撮りたかったけれど。

「しょーがねーや。また今度な」

　また今度……こんな次の約束もしてくれるなんて、本当、赤城君って不思議な人だ。

　それからもたくさんのゲームを一緒にした。

　大きな太たい鼓こを音楽に合わせて叩たたくゲームや、私でも出来るお菓か子しがたくさん取れるクレーンゲームに、演出がかなり派手なメダルゲーム。

　見るもの触さわるものが全すべて新しん鮮せんで、私はすっかり夢中になって遊んでしまい気付けば時間は六時を回りそうになっていた。

　楽しい時間はあっという間だった。

「もうこんな時間かー。柏木、帰らなきゃやべーよな？」

　スマホの時計を見ながら赤城君が気を遣つかってくれる。

　普ふ通つうならこの時間でもみんな遊んでいるものなのかな？　周りを見み渡わたしても、同じ歳としくらいの子はまだまだ遊んでいる。

　いいな……羨うらやましい。

「そろそろ帰るか」

「……うん、ごめんね」

　申し訳ない気持ちでいっぱいだ。きっと赤城君はまだまだ遊び足りないと思うもん。

「いや、謝るのは俺の方だから。説明会とかテストで疲つかれてるのに無理言って来てもらったんだもんな。悪かった」

　いつも凜り々りしい眉まゆは情けなく下がっていて、それが赤城君が本当に悪かったと思っているとちゃんと感じられた。

　赤城君は悪くない。

　悪いのは今日の予定を浮うかれすぎてキチンと確かく認にんしていなかった私の完全なミスだ。

「違ちがうの。悪いのは私だよ。塾じゆくの説明会のことお母さんから聞いていたのに日付をチェックしていなかったから」

「いやいや。強ごう引いんに誘ったのは俺だし」

「でも、今日はちゃんと約束もしていたのに、私のせいでこんな事になっちゃって……」

「いやでも明日でもいいのに、今日がいいって言ったの俺だろ？」

「そんなの、私だって……！」

「あのさ、柏木。これ、永遠に終わらねーぞ？　この会話」

「……あっ」

　お互たがい顔を見合わせて笑ってしまった。

　謝り合いっこで譲ゆずらない私達の会話に終わりなんか見えなくて。

　喋しやべりだした時はゲームセンターの中央にいたのに、気付けば出入り口の自動扉とびらまで歩いていた。

「まっ、次はもっとゆっくり遊ぼうぜ。カラオケとか行く？」

「わ、私……音おん痴ちだと……思う」

「うはっ！　じゃあ、音程の外しっぷりを期待してるから」

　からかう赤城君に情けない声で抵てい抗こうすることしか出来なかったけれど、ゲームセンターの帰りもずっとこの調子でお喋りをして、手もはぐれない様にずっと繫いでくれていた。

　赤城君が初めてプレゼントしてくれた子こ猫ねこのキーホルダーは鞄かばんの中に大切にしまってある。

　それを何度も赤城君には見つからないようにこっそりと眺ながめながら、二人で駅に向かって歩き出した。
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　二人で初めて遊びに行ったゲームセンターの帰り道。

　夜の六時を回っていても、初夏の今は夕日の時間はまだまだ長い。

　だから一人で帰れると思ったから家まで送ってもらうのはいいっと断ったのだけれど、赤城君は送ると言って聞かなかった。

　嬉うれしいけれど、私と赤城君の家は反対方向だ。凄すごく申し訳なかったのだけれど、もう少し一緒に過ごせることがめちゃくちゃ嬉しかった。

　休日だから平日よりは混雑はマシな電車の中。たまたま空いていた二人用の座席に座り、一息ついた。

「はぁ……楽しかったぁ……」

「マジで？　よかったー。俺一人楽しんでいたらどうしようかとちょっと不安だった」

　座っていても目線はずっと上の彼を見上げた。

　電車の二人用の座席は思ったより身体からだが密着する。

　さっきまで手を繫つないでいたのが噓うそみたいに、私は赤城君を意識してしまった。

　……どうしよう。

　さっきまであんなに自然に喋れていたのに、密着して座っていると意識しだした途と端たん、頭の中は真っ白になった。

　会話が上う手まく繫げられなくて、せっかく赤城君が喋りかけてくれているのに全然ちゃんとした返事が出来ない。

　出発した電車の振しん動どうで揺ゆれるたびに触ふれる腕うで同士が気になって仕方がない。

　こんな状態でよく手を繫げていたなって自分でも思う。

　何か……何か喋らないと……勿もつ体たい無い。

　せっかく二人で初めて帰ることになったのに。

　会話の糸口を探すべく視線を彷徨さまよわせた。その時、座っている赤城君のズボンのポケットから見えたのは細い黒のコード。

「赤城君、これ何？」

「んっ？　これ？」

　ポケットの中から取り出したのは以前も見たことがある手のひらサイズの薄うす型がたのオーディオプレーヤーとイヤフォンだった。

「それ、学校の帰りにつけていたイヤフォン？」

「そー、よく知ってるな」

　ギクッ!!　と、肩かたが上がってしまった。

　つい言ってしまった、赤城君の帰る姿を見つめていた時のこと。

　変な冷や汗あせが背中に流れた。

「いつもこれで音楽聞いてるんだよ。俺の気分転てん換かん」

「そ、そうなんだ。何聞いてるの??」

　誤ご魔ま化かしたくて何とか繫いだ会話。挙動不ふ審しんだったのバレていないかな？

「聞く？」

「えっ？」

「ほら」

　渡わたされたのは片方のイヤフォンだった。

　何で片方？　っと思ったけれど、断る理由もないし赤城君がどんな音楽が好きなのか純じゆん粋すいに興味があった。

　それを耳にあてると、もう片方は赤城君が耳につけようとしている。

　さっき以上に近寄って来た赤城君の顔がすぐそばにあった。

「…………っ!!」

　言葉にならない叫さけび声をあげてしまいそうだ！

　座っていた姿勢をずらし、私の肩のすぐそばにはオーディオプレーヤーを操作している赤城君の横顔がある。

　しかもイヤフォンをお互いの片耳につけ合っているから、コードの分しか距きよ離りが離はなれていない……！

　赤城君は自分が何をしているのかわかっているのかな？

　もう赤城君の顔は直視出来ない。いっその事、眼鏡めがねを外してしまおうか？　と、そんな事まで考えていた。

「俺のお薦すすめはコレー」

　駄だ目めだ、全然意識されていない。

　音楽に夢中だもん。こんな気持ちになっているのは私だけなのかな？

　イヤフォンから流れてくるのは、今流は行やりのバンドの歌で誰だれでも聞いた事がある曲だった。

「知ってるよな？」

「も、もちろん……」

　本当、知っている曲でよかった。じゃないと、耳に流れてくる曲は今の私の気持ちの状態じゃ全然入ってこないから。

　それにしても顔が近い……この姿勢、あと何分くらい続くんだろう？

　もしかして曲が終わるまでかな？

　それとも電車が駅に着くまで？

　出来る事ならこの曲が終わるまでにしてほしい。

　だって、このままじゃ私の心臓が絶対に持たない！

　顔はずっと下を向き、口を開ければ荒あらい呼吸をしている事がバレてしまいそうで必死に閉じて我が慢まんをした。

　そんな私に気付いていないのか、隣となりの赤城君は普ふ通つうの態度で私一人だけがずっと緊きん張ちようしている。

　そんな中、終わった曲。やっと息が出来る……と思ったら、

「次、この曲知ってるー？」っと、また操作を始めて次の曲を流しだした。

　ま、まだこの状態が続くの!?

　これは会話をしている時よりも、ずっと気まずいし心臓の跳はね具合が半はん端ぱじゃない！

　結局、私の駅に着くまでずっと聞いていた音楽。椅い子すから立ち上がり、離れた私の肩や腕には忘れられない位の赤城君の体温と感かん触しよくがずっと残っていた。

　スリッと片手でそこを擦こすってみる。

　仄ほのかに残る体温に、私の頰ほおだけは熱を高めていた。




「出口どっち？」

　そう言いながら赤城君は私の少し前を歩き始める。
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　さっきまでくっついていた分、離れたこの距離がとても寂さびしい……っと思いながら、私は少し後ろを歩き始めた。

「こ、こっち……」

　右に指を差すとそっちの方向に歩いてくれる。

　いつもと同じ通路に階段、そして信号機の下を通っているだけなのにまるで一種のデートコースみたいな特別な道に感じる。

　静かな住宅街で少し前を歩く赤城君は、チラッと後ろを振ふり向きながらも私の道案内通りに歩いて家まで送ってくれる。

　駅から私の家までは徒歩で約十五分くらいだ。

　今、どれくらい歩いたかな？

　腕うで時ど計けいで時間を確かく認にんしてみたら、門限の六時はとっくに過ぎている。

　いつもなら門限が過ぎるのを気にして時間まで急いでいるけれど、今日はいいや。少しでも長く赤城君と一いつ緒しよにいたい。

「……なぁ」

「な、何？」

　突とつ然ぜん声をかけられて驚おどろいてしまった。

「隣、来ねぇ？」

「えっ？　あっ、後ろだと変??」

「いや、そうじゃなくって。また、手繫つないで歩きたいなって」

「はっ……!!　えっ？　えぇ??」

　歩いていた足も止まった。

　今度の手繫ぎは理由なんかない。

　初めて行く街だから。

　人ひと混ごみだから。

　はぐれないようにするため。

　その理由は一つも当てはまらない。

　赤城君は、私と手を繫いで歩きたいって、そう言ってくれているんだ。

「……やっぱ恥はずかしいか？」

　赤城君は軽く笑うと首の付け根を搔かいて恥ずかしそうに笑う。

　その後ろ姿が視界に映る。私は赤城君の言葉と行動が嬉うれしくて……

　恋れん愛あい初心者で地味な私でもこんな時、どうすればいいのかはわかる。

　きっと今、勇気を出さなかったら後こう悔かいするよね？

　目を瞑つぶって小さく深呼吸をして、早歩きで赤城君の隣に向かった。

　私が隣に来たことに赤城君は驚いていたと思う。ちょっと離れたから。

　でも、手を伸のばして赤城君の左手を弱々しく握にぎった。

　大きな大きな左手を……

「私は、恥ずかしくない……でも、赤城君は恥ずかしくないの？　私なんかと手を繫いで……」

　弱々しく握っていた手は、急激に力強く握られた。

　つい痛みを声に出してしまいそうになるけれど、見上げた先の赤城君の顔を見るとそんな痛みも忘れてしまった。

「全然！　むしろずっと繫いでいたいし!!」

　頰を赤く染めて笑え顔がおで赤城君は言ってくれた。

　もう周りは夕方も越こえて夜になろうとしているのに、そこには昼間の明るい太陽みたいな笑顔の赤城君がいる。

　こんな時、自分が眼鏡であることを少し恨うらめしく思った。

　だってレンズ分しか赤城君の笑顔が見られない。

　コンタクトならもっと広くしっかりとその笑顔が見られるのにって。

　それでも自然に私も笑顔になる。そして出てきた言葉は……

「ありがとう」っと小さく呟つぶやいた。

　その言葉には「うん」って返事をしてくれて、なぜか手は離れた。

「えっ？　何で？」

「こっちの繫ぎ方の方がよくないか？」

　そう言われてまた繫がれたのは、指と指を絡からませてより密着させた繫ぎ方。

　小説で読んだことがある……こ、恋こい人びと繫ぎだ。

「あわわ……こんな事されたら、わ、私、手汗あせす、凄すごいよ！」

「あははーっ！　大だい丈じよう夫ぶ！　俺もヤバイ！　マジで緊張してる！」

　私と手を繫ぐことくらいでこんなに喜んでくれるなんて、まるでいつも見ている小説の世界みたいだ。

　小説の世界では、このまま主人公達は凄くいいタイミングで告白をして両りよう想おもいになることが決まっている。それが小説の世界。

　でも、現実の世界の私は……

　もうこうして大好きな男の子と手を繫ぐ事だけで充じゆう分ぶんだ。

　……幸せ。心からそう思う。

「ふふっ」

「んっ？　どうした？」

　一人笑ってしまった私に声をかけてきてくれた赤城君。背の高い彼は首を斜ななめに傾かたむけて私の方へと見下ろしてくれる。

「あのね」

「うん？」

「嬉しいことが起こると人間って自然に笑っちゃうんだね。私、赤城君と出で逢あってからいっぱい笑ってるから」

　ふにゃふにゃに笑った顔だったけれど、上を見上げて素す直なおに自分の気持ちを伝えた。

　赤城君には感謝でいっぱい。

　私は勉強しか教えることが出来ないのに、たくさんの楽しいことを教えてくれたから。

　そう思って見上げた先には、さっきまでの太陽みたいな笑顔の彼はいなくて、頰は赤く染めたまま黙だまって視線を泳がせている赤城君がいる。

「……あの？」

　変なことを言ってしまったかな？

　黙ってしまう彼の反応は珍めずらしいから、不安になってしまう。

「ごめん……変なこと言った？　図ずう々ずうしかったかな？」

「いやっ！　違ちがう！　……ごめん。ちょっと上う手まく言えねぇ。でも、図々しいとかそんなのとは違うから。俺がヘタレなだけ……」

「ヘタレ？」

「悪わりぃ……言った事も全部忘れてくれ」

　右手で後頭部をぐしゃぐしゃに搔き乱す赤城君に少しビックリしてしまったけれど、相当思い詰つめているようだったからもう何も聞かないことにした。

　だって図々しく思わなくていいって言ってもらっただけで大満足だ。

　赤城君と一緒にいることを楽しんでいいって言ってもらったんだから。

「あっ、あー柏木ん家ち、あとどのくらい？」

　いつもの声のトーンで話を変えてくれた赤城君はスマホを見て時間を気にしてくれている。

「あそこの角を曲がったらすぐに私の家……」

　もうここまで来たんだ。

　早いな……楽しい時間はあっという間だ。

「そっか。家の人、心配してるよな？　俺も一緒に謝るから」

「えっ!?　そんないいよ！　ちゃんとお母さんには遅おそくなるって伝えてあるから大丈夫だから」

　ただでさえ、今日友達と遊ぶ事はキャンセルしなさいって言われていたのに遊びに行っちゃって、さらに噓うそまでつき、門限も破って一緒にいたのは男の子だなんてお母さんに知られたら、めちゃくちゃ怒おこられるし何より遊びも携けい帯たいさえも没ぼつ収しゆうされてしまうかもしれない。

　それだけは絶対に避さけたい！

「あのっ！　赤城君、本当に大丈夫だから！　それよりここでもう……」

「えっ？　何で？　家あそこの角を曲がったところだろ？　そこまで行くって」

「いいっ！　ここでいいからっ！」

　強く言ってしまった言葉と振り払はらうように離はなした手を見て、さっきまで明るく笑っていた赤城君の顔が一いつ瞬しゆんで悲しい表情に変わったのがわかった。

　私が気付いた時にはもう遅くて、さっきまで繫いでいた手はあっさりと戻もどされた。

　ただ、赤城君とまた遊べるように取ってしまった行動に後悔しかなかった。

　だって、今ここで彼の存在がお母さんに知られたら怒られるのは私だけじゃない。きっと赤城君にも迷めい惑わくをかける。

　そんな事にはなりたくなかっただけなのに……

「あー……ごめん。調子にのった」

　一気に空気が変わった私達。

　さっきまでの幸せな気分はどこに行ってしまったのだろう？

　ぎこちなく最悪な空気が流れている。

「ち、違う。違うの……ごめん、私……」

「俺、帰るな。ごめん、色々と」

　来た方向に戻ろうとする赤城君は「次の約束」の事には触ふれず帰って行く。

　その後ろ姿を見て繫いでいた手はただ震ふるえていた。

　悲しいから震えているのかな？

　でもしょうがなかった。

　これしか方法は思いつかなくて……

　あぁ……やっぱりさっきまでのことは夢だったのかな……

　ジワッと目に溜たまる涙なみだを手の甲こうで拭ふこうとした瞬しゆん間かん、私の背後から毎日聞きなれた声が大声で聞こえてきた。

「美佑!!　やっぱり喋しやべり声はあなただったのね！　こんな時間までどこに行っていたの!?」

　声の方に振ふり返った先には今、一番会いたくなかったお母さんがいた。

　しかも慌あわてて出てきたのか、服装はいつものキチンとした服なのに足はサンダル。相当怒っているのがすぐにわかった。

「お、お母さん……」

「帰りがあまりにも遅いから塾じゆくに電話したのよ！　向こうの方が仰おつしやっていたわ！　今日、フリースペースに残って勉強をした生徒で〝柏木美佑〟なんて生徒はいないって！　どういう事!?　今までどこで何をしていたの!!」

　怒いかりにまみれたお母さんの声は静かな住宅街に響ひびく。

　こんなの見世物もいいとこだ。

　まだそう遠くに行っていない赤城君にこのお母さんの声は聞こえてしまうかもしれない。

　私はお母さんの腕うでを取り、家まで帰るように身体からだを向けた。

「お、お母さん、話は家で……」

「当たり前よ！　さっさと家に帰るわよ！　信じられないわ、本当!!」

　お母さんの腕を取っていた私の手は、反対に手首を握にぎられて家まで引っ張られた。

　どうかこの光景を赤城君に見られていませんように……

　目を瞑つぶり、それだけを祈いのった。でも……

「待って下さい!!」

　お母さんに繫つながれていない私の手首を摑つかんでくれたのは、さっきまで繫いでくれていた赤城君の大きな手だ。

　驚おどろいて振り返ると、顔は青ざめて私の様子を心配そうに見つめてくれる赤城君の姿があった。

　その姿を見て驚いているのは私だけじゃない。私の腕を引っ張っているお母さんも驚いて立ち止まった。

「すみません。聞くつもりはなかったんですけど……でも、俺、知らなくて……

　コイツ無理に誘さそったの俺なんです！　柏木はちゃんと今日の予定はキャンセルしたのに、それでも遊ぼうって誘ったの俺なんです。だから、これ以上柏木の事を責めないでやってください！」

　赤城君は高い頭を下げて謝っている。

　いつも底そこ抜ぬけに明るくて、自由で、笑った顔しか見た事ないのに。

　私のせいだ。

　私のせいで赤城君に謝らせちゃってる……

「違うの！　お母さん、私も遊びたいって言ったの！　それに噓をついたのは私の判断で赤城君は悪くないの！」

　お母さんは私達二人を交こう互ごに見て混乱しているみたいだった。

　赤城君には小声で「バカッ！　俺が謝ってる意味ねーじゃん」って言われてしまったけど。

「美佑……これは一体どういう事？　この男の子は誰だれなの？　あなたまさか、男の子と二人で遊びに行っていたの!?」

　だんだんと語ご尾びが強くなっていったお母さんの声。私達を見比べて事態を把は握あくしたのか、驚いていた顔はまた怒った顔つきへと変わった。

「お、お母さん、あの赤城君はクラスの男の子で……」

「あっ！　俺、実は柏木に数学を教えてもらってて、今日もそのお礼で遊びに……」

　その言葉を聞いたお母さんは私のそばに近寄ってくる。

「美佑！　あなた自分の勉強をおろそかにしてクラスの男の子に教えていたの!?」

「それは……いっ！」

　完全に怒りが頂点に達してしまったお母さんは、問答無用で私の腕を引っ張ると赤城君から引き離し、彼に向かってこう言い放った。

「うちの子に近寄らないで!!」

　その言葉を聞いて呆ぼう然ぜんとした赤城君の顔。

　私一生忘れないと思う……

　私も呆然とした。まさかここまで言われるとは思ってもいなかったから。

「帰るわよ！　美佑！」

　簡単に離れた赤城君の手。

　私も引っ張られるままお母さんの後をついて行った。

　でも、だんだんと……『何で？　どうして？』の感情が湧わいてくる。

　噓をついた私が悪いけれど、どうしてここまでされなくちゃいけないの？

　どうしてここまでお母さんの言う事を聞かなくちゃいけないの？

　どうして赤城君にあんな事言ったの？

　きっと、嫌きらわれた……

　あんな面めん倒どうな母親がいる私とはもう二度と遊びたくないって絶対思われた。

　私を先に家の中に入らせたお母さんは大きな音をたてて扉とびらを閉めた。

　そして、玄げん関かんに立っている私の頰ほおを〝パンッ！〟と音を鳴らして叩たたいた。

「美佑、あなた今日自分が何をしたかわかってる？」

　初めてお母さんに叩かれた頰を手で押さえた。

　でも、痛みも何も感じない。痛いのは心の方がずっと痛い。

「あなた、噓をついて遊びに行ったのよ？」

「……わかってる」

「しかも男の子と隠かくれてコソコソ会っているなんて！」

「今日が初めてだもん……」

「噓うそでしょ!?　今までも隠れて会っていたんじゃないの！　言ってたわよね。あの子！　あなたに数学を教えてもらってるって！」

　それには何も言い返せない。

　でも、別に悪い事なんかしていない。

　私にとっては楽しくて大切な時間だったから。

「もしかして断りきれない美佑の事だから無む理り矢や理りやらされていたんじゃないの？」

　その言葉に虚うつろになっていた目は見開いた。

「ち、違ちがう……私も……私も一いつ緒しよに楽しんで……」

「何が〝楽しんで〟なの！　勉強は楽しむものじゃないの！　あなたの将来の為ために必要なことなの！　それをあんな男の子のせいで貴重な時間を無む駄だにして……今日、遊びに行った時間だってそうなのよ!?　あなたがあの男の子に使った時間で、一体どれだけ後おくれを取ったかわかっているの！」

　お母さんのその言葉を聞いた時、その行動はやろうと思って取った行動じゃなかった。

　気付いたら私はお母さんの肩かたを突つき飛ばして涙を流していた。

「み、美佑……？」

　私の行動が相当ショックだったのか、お母さんの顔は真っ青だった。

　そして勢いをなくした声。私は声を振り絞しぼって訴うつたえた。

「どうして……どうして駄だ目めなの……？　どうして私は遊びに行っちゃいけないの？　どうして勉強ばっかりしなくちゃいけないの？　どうしてオシャレも遊びも、何もかも私は我が慢まんしなくちゃいけないの？」

　下を向いて泣いているから、流れる涙なみだが眼鏡めがねのレンズに溜たまる。

　こんな赤眼鏡なんかしてるから、みんなから地味子って言われるんだ。

　こんなのいらない……

　眼鏡を外して玄関に思いっきり叩き落とした。

「美佑！」

「私だってもっと普ふ通つうがいいの！　普通にお友達と遊んで、普通に恋こいもしたいの!!」

　ギュッと下した唇くちびるを嚙かんで、流れる涙とまだまだ叫さけびたい衝しよう動どうを抑おさえた。

　でも、どうしても言いたい事が一つだけある。

「私の事はどう思ってもいい……でも、赤城君の事は悪く言わないで!!」

　そのまま玄関から飛び出してしまった私。

　後ろからお母さんの声が聞こえたけれど、無視をしてしまった。

　飛び出した私は無意識に赤城君が帰って行った方向へと走っていった。

　もしかしたら会えるかもって思っていたのかもしれない。

　もし会えたら泣いている私を慰なぐさめてもらおうとか、都合のいいことを考えていたんだと思う。

　でも、冷静に考えたらさっき私のお母さんに「近寄らないで!!」と言われたばっかりだ……そんな私が会いに行っても、絶対に迷めい惑わくになるだけ。

　そう気付いた私はすぐに走る事を止やめて立ち止まり、子どもみたいに涙を流して道路の真ん中で一人で泣いていた。

　今の時間が人通りが少ない夜でよかった。

　誰も私のことなんか気にしていないし、眼鏡がなくなった今、私も周りの景色も何もかもぼんやりで見えない。

　でも、家に帰るつもりもない。

　私は夕暮れから薄うす暗ぐらい夜に変わった空を眺ながめながら歩き始めた。

「どこに行こう……」

　普ふ段だん出かけるところなんか書店くらいしかない。

「誰か……」

　私にはいつも会う女友達なんていない。

「加藤先生……」

　家庭教師の加藤先生が思い浮うかんだ。

　でも、もしかしたら先生も大切な彼女さんと今、一緒にいるのかもしれない。

　だとしたら、もし会ってくれたとしても、今の私に恋こい人びと同士の仲がいい姿なんて辛つらくなるだけだ。

「あそこしか、行くとこがないや……」

　眼鏡もない、行くあてもない私が向かった先は、いつも通っているあそこしか思い浮かばなかった。

　バスに乗って向かう先はいつものあの場所。

　ここしか知らない女子高生って本当、虚むなしいを通り越こして笑えてくる。

　バスに揺ゆられて眺める窓の景色は、いつもならハッキリと見えるのに眼鏡がないのと夜に向けて暗くなってきた空でどこまでもぼやけて見えていた。

「ここしかないんだよね……」

　バスから降りて目的地に着いた。

　辿たどり着いたのは学校。私は閉まっている正門の前に立っていた。

「今日はもう部活もないのかな？　そういえば運動部は午前で終わりって赤城君が言ってたっけ……」

　呟つぶやく私の声だけがその場に響ひびく。

　人がいない学校っていうのは寂さびしいもんなんだな……少し前までの私なら、誰もいない教室の静けさが好きだったのに。

「先生も誰もいないのかな？」

　正門に手をかけてよく見えない視界で周りを見み渡わたしてみるけれど、人ひと影かげらしきものもない。

　大きなため息をついて俯うつむく。

　でもよく考えれば制服も着ていないし、用もないのに学校に来ても入れてもらえるわけがない。そんな事も思いつかなかったなんて、どれだけ浅はかな考えでここまで来ちゃったんだろう。

　虚しくなってその場に正門を背中に当てて体育座りをする。

　何か暇ひまつぶしになるものはないかなっと思い、鞄かばんの中を探さぐるけれど塾じゆくの帰りだから勉強道具や参考書しか持って来ていない。

「はぁ……」

　もう勉強に関係するものは見たくなくて、鞄を道路に少し乱暴に置いた。

　すると、ころん……っと揺れる子こ猫ねこのキーホルダーが目に付いた。

　赤城君がクレーンゲームで取ってくれたキーホルダーだ。

　まだ新しいのに私が乱暴に道路に置いちゃったせいか、少し汚よごれてしまった。

「わっ！　やだ……」

　急いで手にとって指先で汚れを払はらうけれど、汚れは横に広がるばかりで酷ひどくさせちゃうだけだった。

「あぁ……やっちゃった……私って本当、不器用だ……」

　キーホルダーを握にぎり締しめたまま膝ひざに顔をうずめ、どこまでも落ち込んでいく。

　……これからどうしよう。

　あんな事を言って出てきてしまった以上、家には帰りたくない。

　でもこのままここにずっといるわけにもいかない。

　……だけど、頼たよれる人もいないし行く場所もない。

「とりあえず、歩こ……」

　ゆっくりと立ち上がり、歩き出したのはいつも帰るのとは反対方向だ。

　とりあえず家から離はなれたくて、あてもなく歩き出した。

　……どれくらい歩いたかな？

　歩くスピードは相当遅おそいからそんなに学校から離れていないのかもしれない。

　ぼやけた視界で目をキョロキョロさせながらただ歩いていた。

　初めて来た道だけれど、私がいつも帰る道とはそんなに変わりなく、ここもひっそりとした住宅街で所々に小さな公園がある。

　ただこっちの方が緑のある公園が多くて街灯も多いな……だから夜になった今でもそんなに怖こわくない。

　その中で広めの公園を見つけた。

　もう夜の七時を回っているせいか人は誰だれもいなかったけれど、ブランコも滑すべり台も砂場もベンチもたくさんある。

「ここでちょっと休きゆう憩けいしよう……」

　飲料自じ販はん機きを見つけ、叫びっぱなしで喉のども渇かわいていたからペットボトルのお茶でも買おうと思い、鞄を開けて財さい布ふを取り出す。

　鞄の中でチカチカと光っているのは、着信があったことを知らせるランプだ。

　そういえば歩いている間もずっと携けい帯たいは鳴っていた。きっとお母さんだろう。

　でも今電話に出たとしても、きっと冷静にお互たがい話し合いなんて出来ない。

　もう少し落ち着いたらちゃんと帰ろう。

　きっとお母さんにはさっき以上に怒おこられる事になりそうだな……

　そんな事を思いながら、お茶を購こう入にゆうした。

　自販機のすぐそばにあったベンチに座り、「ふぅ」っと息をはいた。

　結構歩いたな……ちょっと疲つかれた。

　今日は夕方からずっと歩きっぱなしだったから、足が痛い。赤城君と歩いている時はそんな事一いつ切さい思わなかったのに。

「楽しかったな……ゲームセンター」

　思い出すだけでクスッと笑えちゃう。真しん剣けんにゲームなんて初めてやった。あんなに楽しいとは思わなかった。

「……また、行きたかったな」

　また目め頭がしらに涙が溜まる。ギュッと瞑つぶって我慢した。

　こんなことになるのなら、最後にプリクラ撮とっておけばよかった。

　手の甲こうで目を擦こすっていると、鞄の中からまた着信を知らせる音がする。

　お母さんだろうな……耳みみ障ざわりな着信音が気になって、鞄の中から携帯を取り出した。

　その電話に出ようかどうか悩なやみながら携帯の着信画面を見つめた。

　でも、着信のその名前を見た途と端たん、私は悩むことなく通話ボタンを押す。

　だって電話をかけてきてくれたのは……

「もしもし……」

『柏木？　今、大だい丈じよう夫ぶ？　つーか、お前あれから大丈夫だった??　んっ？　何か風の音してねぇ？』

　私の様子を心配して電話をかけてきてくれた赤城君だったから。
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　もうすっかり夜の暗さに覆おおわれた空の下で、街灯の頼りない明かりに照らされながら一人ベンチに座り、かかってきた電話を取った。

　渇いた喉を潤うるおすために買ったお茶を飲むのも忘れるほどの嬉うれしさだ……

　赤城君が電話をかけてきてくれた。

『何？　お前外にいるのか？』

　少し強くなってきたから風の音が聞こえたのかもしれない。

　私の様子はあっさりと赤城君にバレてしまった。

「……うん。ちょっと頭冷やすのに外にいるの」

『バッカ!!　何考えてんだ!?　柏木、こんな時間に外に出ることないんだろ？

　また親に怒られんぞ！　今、どこにいるんだ!?』

　赤城君に怒られた……あの赤城君も怒る事あるんだ。

　しかも私の事で。

　また、嬉しくて笑いそうになってしまった。

「あのね、えっと……来た事のない公園だからちょっとわからないの」

『はぁっ!?　何考えてんだ、お前!!　こんな時間に公園なんかに一人でいると変なおっさんに襲おそわれんぞ！』

　その言い草にとうとう笑ってしまった。

〝変なおっさん〟って……こんな人が誰もいないこの公園に？

「あはは、大丈夫だよ、私を襲う人なんていないよ」

『バカ言うな！　何か目印言え！　今すぐそこに行くから!!』

「えっ……」

　今すぐそこに行くって……本気で言ってくれているの？

　瞬まばたきを何度もして、何て返事を言っていいのかわからない私。

　赤城君は『早く！』っと、目印の催さい促そくをしてくれている。

「あの……でも、私眼鏡めがねをしていなくて暗いからよく周りもわかんなくて」

『はっ？　何で眼鏡してねーの？』

　もっともな質問をされてしまった。不思議がられても仕方がない。

「あの……家に、忘れてきちゃって……」

『家に忘れてきたってどんな言い訳……って、そんなんどうでもいいって！　とりあえず公園の名前とか何かないか？』

「公園の名前……」

　公園の出入り口にあるコンクリートの小さな柱に確か名前があったはず。

　早歩きでそこまで行くと、コンクリートに彫ほられた公園の名前を読み上げた。

『えっ!?　その公園??』

「うん、そう。知ってる？」

『知ってるも何も、俺ん家ちの目の前』

「えぇぇっ!?!?」

　驚きよう愕がくの声を上げてしまった。

　近所迷めい惑わくになっちゃうんじゃないかってくらい。

『待ってろ、すぐ行く』

　そう言われて切られた電話。

　どくどくどくと、高鳴る胸は止まらない。

　どうしよう……赤城君がここに来る。

　それだけでソワソワと一人落ち着かないまま、その場で待っていた。

　家の目の前。というのは本当だった。

　電話が切れたと思った途端、どこかでドアを開ける音がする。

　しかも、「ちょっと出かけるー」っという赤城君の声が微かすかに聞こえた気がした。本当にこの近くなんだ。

　キョロキョロと首で辺りを見回すけれど、暗くら闇やみで眼鏡をしていない私にはハッキリと周りの様子はわからない。

　でも、近づいてくる足音はちゃんと聞こえてくる。

　走ってくるスニーカーの音……

　私の後ろの方からだ。

「赤城君……？」

　後ろを振ふり返ると、街灯に照らされた人ひと影かげが少し向こうにあるのがわかる。

　背の高い影……間ま違ちがいなく赤城君だ。

「……あー……柏木??」

　声が聞こえてわかった。

　やっぱりそうだ。その存在がわかって自然に緩ゆるんでしまう頰ほお……

　私は満面の笑えみで赤城君を迎むかえていた。

　走って来てくれたはずなのに、なぜか途と中ちゆうで止まった赤城君。

　あれ？　もしかして人間違いしちゃった？

　いや、でも確かに赤城君は私の名前を呼んでくれたから間違いないはずだけど。

　ぼんやりとそこにある影まで私も小走りで近寄ってみた。

　だんだんとハッキリしてくるその人影はやっぱり赤城君だった。

　服装は遊びに行った時とは違って、ロゴのＴシャツにハーフパンツという格好で現れた。

「ご、ごめんね……わざわざ出てきてもらって」

「い、いや、別に……いいけど。……お前、本当に柏木？」

　言っていることがよくわからなくて首を傾かしげてみる。

　すると、「うおっ！　その仕草ヤバイ！」っと、なぜか悶もだえている赤城君。

　……様子がおかしい……

「眼鏡と髪かみ形がた違ちがうだけで別人過ぎ。柏木じゃねーよ、マジで」

「マジで」と言われても、コレはいつも自分で見ている私だ。

　そんなに変わるものなのかな？　眼鏡を取って髪も結んでいないだけなのに。

「そ、そうかな……」

「うん、マジで可愛かわいいー。これからそうしろよ。モテるぞ」

　頭、爆ばく発はつした……

　赤城君に可愛いって言ってもらっちゃった……

「ぜ、ぜ、絶対にしない！　今日だけは特別!!」

「そうなの？　もったいねー」

　自分が何を言っているのか自覚はあるんだろうか？

　それに、赤城君以外の人にモテても意味なんかないから、この人以外の前では絶対にしないっとはこっそりと今、決めた。

「で、何でここにいんの？　俺、てっきりあれから家に連れて帰られたと思っていたんだけど」

　あの時の事を思い出すと、途端に暗くなる私の心。顔も俯うつむいてしまい、赤城君の顔は見られなくなった。

「おーい。まさか家出してきたとか言うんじゃねーよな」

　俯いた私の顔を下から覗のぞき込み、探さぐるように聞いてくる。その顔が結構な至近距離で胸の鼓こ動どうは勢いを増す。

　でも、口から出てくる言葉は暗くなる言葉ばかりだ。

「家出……みたいなものかな？」

「えっ!?　マジか！　柏木でもプチ家出とかするんだな」

　どこまでも明るい赤城君は、私がやったことを何でもないように言ってくれる。それが正直やってしまった事の後こう悔かいを和やわらげてくれて、心が少し軽くなった。

「原因は……やっぱ俺だよな？」

　申し訳なさそうに自分の事を指差している赤城君。

　私はブンブンと顔を横に振る。

「ち、違うから！　私が噓うそをついたから……」

「でも、噓つかせたの俺じゃん？　誘さそったのも俺だし、それに勉強を教えることもよく思っていないみたいだし」

「違う……違うよ」

　きっかけはそうだったとしても、赤城君のせいじゃない、絶対に。

　確かに最初は強ごう引いんなところがあったけれど、あの時間があったから私は色んな事に気付けたんだ。

　だから、赤城君は悪くない。

　悪いのはお母さんに自分の思いを何も言わず、ずっと言われるがまま逃にげていた私だ。

「私、初めてお母さんに反はん抗こうしたの。初めて自分の意見を言えたの。今まで我が慢まんしてきたこと、やっと言えたの」

　赤城君は何も言わないで、私の言葉をずっと聞いてくれた。

「私、今まで自分は地味だから……勉強しかしてこなかったから周りとは合わないって自分で勝手に思い込んで、わざとみんなの目から逃げてて……だから、赤城君から勉強を教えてくれって言われた時は本当に驚おどろいて嫌いやだったんだけど」

「えっ!?　嫌だったのか!?」

　しまった!!　っと思った時はもう遅おそかった。結構ショックを受けた赤城君の顔が目の前にあった……

「柏木って本当、サラッと傷つくこと言うよな……」

「ご、ごめん……次から気をつける……」

「うん。まっ、いーや……続けて」

　赤城君は腰こしに手をあてて胸を張っている。

　私はというと、今の自分の失態でますます言いたいことが頭の中で散乱してしまった。

　嫌だと言ってしまった事を訂てい正せいしたいし、お母さんに伝えたい事を赤城君に言おうと思っても混乱してしまった頭の中では整理がつかない。

　話し下手で会話が上う手まくできない私。

　そんな私が一番赤城君に伝えなきゃいけない事だけは頑がん張ばって言いたかった。

「あの、だから……私が言いたいのは、えっと……お母さんに怒おこっちゃった理由は、私の大切な時間を無くさないでって事と……私も、勉強ばかりじゃなくって普ふ通つうにお友達とも遊びたいし、恋こいもしたいって事を言ったってことを伝えたくて……だから、私が家を飛び出したのは赤城君のせいじゃないの。それだけは絶対に違うの。だ、だから……」

　お腹なかの前で両手の指先を弄いじりながら、めちゃくちゃなことを言っているのはわかっている。

　でも、赤城君はずっと話を聞いてくれていた。

　だから、最後に勇気を出した。

「お母さんは……赤城君に私に近寄らないでって言ったけど、私はそんなの絶対に嫌いやなの。さ、寂さびしい、から……赤城君がいないと、私、駄だ目めで寂しくて……

　だから、これからも一いつ緒しよにいてほしい……」

　目を瞑つぶって精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばった。

　顔も真っ赤になっていると思う。

　でも……言った。言えた。

　よかった……ちゃんと、伝えたい事を言えた……

　言えた事に安あん堵どして肩かたの力が一気に抜ぬけた。凄すごく長い深呼吸もしちゃった。

　相当緊きん張ちようしていたことが自分でもわかる。

　こんな事言っちゃったけど、赤城君はどう思っているだろう。まだ何のリアクションもない。

　声、小さすぎたのかな？　もしかして聞こえなかったのかな？

　目を開けて上を見上げると、私の視界はすぐにまた真っ暗になった。真っ暗になったと思ったら、力強く包まれている私。

　温かくて初めて体感する感かん触しよくと体温……私、赤城君の腕うでの中にいるんだ！

「……っ！」

　想定外の出来事に手も足も使って暴れてしまう。それでも赤城君は離はなしてくれなかった。

「ちょー待って。今、すげー我慢してるから。もう少し」

　我慢してるって！　これのどこが我慢しているっていうんだろう!!

「やっ！　は、恥はずかしいよぉ!!　赤城君、ここ外……！」

「外でそんな事言う柏木が悪い」

「私はただお話をしただけで!!」

「あれのどこがただの話、だよ。あんま煽あおるな、バカ。襲おそうぞ」

「バッ！　バカは赤城君だよ！　何言ってるの!?」

　顔も身体からだも熱くなってきた私の目には涙なみだが溜たまってきた。

　それでもまだ離してくれない赤城君。離してくれたのは、私が暴れるのを止やめた数分後だった。

「……うっ」

　離れた私を見た赤城君の第一声がコレだった。

　目にいっぱい涙を溜めて泣くのを我慢している私の顔。

　抱だきしめられ、困り果てて真っ赤になった顔でずっと泣くのを我慢していた。

「ちょー……そんな顔すんなよ。我慢した意味ねーじゃん」

　自分の額に手を当てて、また意味のわからないことを言っている赤城君をジロッと睨にらんだ。

「いきなり赤城君がこんな事するから……バカッ。嫌きらい……」

「うわっ！　マジかよ。俺、お前に嫌われちゃ登校拒きよ否ひしちゃうかも！」

　明るく笑うその姿は全く反省していないようだ。
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　そんな気なんかサラサラないくせに。

「赤城君が私の事なんかで登校拒否するわけないよ。大好きなバスケが学校にはあるのに」

「ははっ！　そうだなー。その前に佐々木のテスト受けなきゃ試合にも出れねーけど。だから、俺もお前がいなくちゃ困るんだよ」

　赤城君は、私を喜ばすのが本当に上手だ。

　私には勉強しか得意なことがないのを、それでもいいって言ってもらってるみたい。

　勉強してきてよかったって、今ちゃんと思えてる。

「うん……月曜日で、最後だね」

　約束の一週間は月曜日で終わり。その日が私と赤城君の個人授業最後の日だ。

「あっ、でも大だい丈じよう夫ぶか？　柏木母、絶対駄目だって言いそうだろ？」

〝柏木母〟なんて言われ方は初めてだから笑ってしまう。赤城君は大おお真ま面じ目めだし。

「大丈夫だよ。一日くらい何とかしてみせるから。私より赤城君の勉強の方が大事だもん。だから、ちゃんと私が出した宿題ちゃんとしてきてね」

「おう。任せろ」

　頭をくしゃっと撫なでてくれた大きな手。

　凄い……私の頭なんて簡単に摑つかめちゃうんだ。

　赤城君は私の頭を撫でた後、名残なごり惜おしそうに肩に手を置いた。

　その仕草が不思議に思えて、瞬まばたきをして赤城君を見上げた。

「……なー、眼鏡めがね無しで俺の顔、見えてる？」

「えっ？　あんまり見えないかな？　今はもう夜だから辺りも真っ暗だし」

「どのくらいなら見える？」

「うーん……結構近寄らないと見えないかも」

「こんくらい？」

　上半身を屈かがめた赤城君の顔は躊ちゆう躇ちよなく私へと近寄って来た。

　それでも二十センチくらいは離れているから、街灯と家の明かりしかないこの辺りではよくわからなかった。

「もうちょっと？」

「じゃーこんくらい？」

　そう言って近寄って来た赤城君の顔は鼻と鼻同士が擦こすれるくらいの近さだった。驚いて後ろに後ずさりしそうになったけれど、肩を持たれているから動けなかった。

「ち、近い……赤城君……」

「近いよ。だって近づいてるから」

　その目はとても真しん剣けんで、見み惚とれてしまうくらいだった。

　どうしてこんなことをするのか意味がわからなくてまた泣きそうになるけれど、それでも目を逸そらすことは出来なかった。

　こんなに見つめられるのは初めてだ。

　何を考えているの？　赤城君は……

　赤城君の視線は少し下へと向かった。その先にあるのは私の……

「……っだーっ!!　駄目だ！　やっぱセコイわ！　俺!!」

　突とつ然ぜんの大声に全身でビックリした。

　心臓、口から飛び出るかと思った！

　赤城君は大声を上げたと思ったらその場にしゃがんでしまった。

「な、なな、な、何……??」

　急速に動き続ける心臓の音。

　自分の胸に手をあてて何とかしずめようとするけれど、なかなか難しい。

「あー自己嫌けん悪お……見えないのをいい事に近寄ろうなんてマジでセコすぎ」

　なぜか激しく一人で後こう悔かいをしている赤城君は頭を抱かかえている。

　しかもブツブツ何かを言っているみたいだけれど、何を呟つぶやいているのか全然わかんない。

　……とりあえず、頭をポンポンっと叩たたいてみた。

「あの、大丈夫??」

「おー。大丈夫。悪わりぃー。驚おどろかせた」

　立ち上がった赤城君はちょっと疲つかれた顔をしていた。

　とりあえず、復活は出来たのかな？

　首をグルリと回すストレッチをすると、私の手を摑んだ赤城君は歩き出そうとする。

「ど、どこに行くの!?」

「どこに行くって帰るに決まってんだろ？　今もう何時だと思ってんだ？　柏木母、本気で心配して警察に連れん絡らくするかもしれないぜ」

　ハッと正気に戻もどって腕うで時計で時間を確かく認にんした。

　時間はとっくに八時を回っている。私からすればこんな時間に外にいるなんて未知の時間帯だ。

　お母さんの事だから本当に警察に連絡しそうだ。

　でも……帰るとなると、足が止まってしまう。

　あんな啖たん呵かを切って飛び出してきた家。それに今お母さんに会うとまた言い合いになってしまいそう。

　渋しぶって立ち止まっている私を赤城君はずっと待ってくれている。

　そして、こう言った。

「親とさ、喧けん嘩かして帰りたくない気持ちはわかるけど、でも帰ってやれよ。柏木母、絶対今いま頃ごろ悲しんでるって」

「悲しんでる……？」

　お母さんが？　怒おこっているんじゃなくて悲しんでる？

　そんな風に考えた事なんてなかった。

「ちょっとさ、やり過ぎ感が否いなめないけれどお前の事、マジで大切にしてると思うぜ。じゃなきゃ俺に〝近寄らないで!!〟なんて言わないだろ？　言い方も一方的だからお前が怒るのも無理はないけどさ、第三者の俺から見たら柏木、すげー大事にされてるよ。だからもう帰ってやったら？　携けい帯たいとか着信入りまくってんじゃないの？」

　赤城君が指差したのは私の鞄かばんだ。

　言われるがままに携帯をチェックすると、着信履り歴れきにはお母さんの名前がズラリとあり、留守番電話も入ってる。

　その一番新しい留守番電話を聞いた。その留守番電話にはお母さんの泣きながら私に訴うつたえている声が入っていた。

「どこにいるの？」と「早く帰って来て」そして「今までごめんなさい」。

　お母さんから初めて聞くその言葉に、私もボロボロに泣いてしまった。

　そんな私を赤城君は頭を撫でて慰なぐさめてくれて「なっ？　だから早く帰ろうぜ」って言ってくれたから、私は素す直なおに頷うなずいた。

「私も謝らなきゃ……お母さんに、怒ど鳴なっちゃったから」

「そうそう。素直が一番。あーでも俺は一いつ緒しよにいない方がいいよな。せっかく仲直りしたのにまたこじれちまいそう」

「そんなこと……」

　ない。と言いたいけれど、自信がない。

　赤城君に家まで送ってもらったらまた喧嘩になっちゃうかな？

「まっ、俺の事はまた改めてってことで。とりあえず家の前まで送るな」

　そしてギュッと繫つないでくれた温かい手。

　私はまだ半分泣きながら赤城君に連れられて帰る。

　今ほど赤城君が一緒にいてくれてよかったと思う時はなかった。

　暗くら闇やみの中、眼鏡がない状態で一人で帰ることが難しかったこともあるけれど、赤城君はずっと私の思いを聞いてくれた。

　学校で一人で過ごす事は寂さびしかった事。

　本当は友達と一緒に遊んだりお昼ご飯も食べてみたかった事。

　休み時間も勉強じゃなくてお喋しやべりをしたり、最近の流行のファッションやテレビの話もしたかった事。

　地味子や赤眼鏡と呼ばれるのが嫌いやだった事。

　全部、全部聞いてくれた。

「じゃあさ、月曜からチャレンジしてみれば？」

「えっ……？」

　帰宅するサラリーマンが多い中、帰りのバスの中で扉とびらのすぐそばに立って乗っていた時にそう言われた。

「別に全部始めなくていいからさ、まずは誰だれもいない教室に行く事は止やめてみんながいる教室で過ごす事から始めろよ」

　赤城君は何てことない風に言うけれど、私にとっては相当勇気がいることだ。

　みんながワイワイと騒さわいでいる中、一人でポツンといるの？

　そんな事、今から考えただけでも寂しいし辛つらい。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫！　教室には俺も玲もいるだろ？　一人じゃねーから、なっ？」

　赤城君は元気に明るくそう励はげましてくれる。確かに赤城君も五十嵐さんも同じクラスだけれど……

「だ、大丈夫かな……変に思われないかな……」

「思うわけねーよ。もしかしたらお前と喋ってみたかったっていうヤツ、いるかもよ？」

「そんな人……いるかな？」

「あっ、でも」

　否定的な言葉にドキッとした。

　何だろう……何か言いたいことあるのかな？

「男にはあんまなれなれしくされるなよ？　俺だけな」

　赤城君ってば、真剣な顔でそんな事を言っていた。

　俺だけ……

「それって……」

　どういう意味??　って聞いてみたかったけれど、赤城君も自分が言った事に後で気付いて、口を真一文字にして真っ赤になっていた。

　その姿に私も恥はずかしくなってしまって、お互たがいに下を向いてしまう。

　でも、今の言葉の意味。

　もし私の勘かん違ちがいじゃなかったら、私、赤城君の事を特別扱あつかいしてもいいってことだよね？

　勉強を見なくちゃいけないからとか、そういうんじゃないよね？

　頼たよりない胸に手を当てて、心臓の音を確かめる。

　胸から飛び出してくるみたいにずっと大きな音が鳴っている。

　いつまでも下を向いているわけにはいかないから視線を上に上げると、ちょうど目が合った。

　お互い照れくさそうに笑ったところで、バスは私の家の最寄もよりのバス停に到とう着ちやくした。

「……送ってくれてありがとう」

　家の前まで送ってくれた赤城君に感謝の言葉を口にした。

　家の明かりは点ついているから、お父さんもお母さんも家にいるはず。

　どんな顔で帰ろうか悩なやむけれど、赤城君はずっと笑え顔がおで私を見てくれている。

　だから、私も笑顔でさよならしなきゃ。

「頑がん張ばって仲直りしろよ」

「うん、頑張る」

「でも何かあったらすぐに電話でもメールでもしてくれよな。いつでもさっきみたいに飛んで来てやるから」

「あははっ！　ありがとう」

　……うん。勇気もらえた。大丈夫。

　最後に繫いでいた赤城君の手をギュッと握にぎり締しめて離はなした。

　そして手を振ふって私は家の鍵かぎを開け、中に入る。その姿を確認してから赤城君は帰って行った。

「……ただいま」

　扉を開けて中に入ると同時に聞こえてきたのは大人二人分の急ぐ大きな足音だった。

「美佑!!　どこに行ってたの！　あぁっ大丈夫!?　変な人に付きまとわれたりしなかった!?　危ない目にあってない？　よかった！　無事に帰って来てくれて!!」

　私の姿を確認するなり、顔ごと腕うでで抱かかえ込み覗のぞき込んでくるお母さん。

　お父さんは私の姿を見て静かに安あん堵どしていた。

　何だかもうそれでよかった。赤城君の言うとおりだった。

　私は大切にされている。

　大事に想おもってもらっている。

　もう、これで充じゆう分ぶんだった。

「大……丈夫……ごめんなさい。お母さん、お父さん、心配かけて」

　私が謝ると、お母さんは力いっぱい抱だきしめてくれた。

　お父さんも「早く上がりなさい。ご飯まだだろう？」っと言ってくれる。

　帰って来て用意してくれたのは、私の大好きなメニューばかりだった。

　食が細いのは知っているくせに、きっと思いつく限りの料理を作ってくれたんだと思う。

　食事をしながら家族でいっぱい話をした。今度は感情的にならないように、思ったことを全部ちゃんと言った。

　お父さんのフォローもあってか、お母さんに勉強がおろそかにならなければ遊びも楽しんでいいと約束してもらえた。

　よかった……これで、みんなと……赤城君とまた遊びに行ける。

　デザートのプリンを頰ほお張ばりながら喜んでいると、お母さんから一言。

「遊びに行くのはいいけれど、男の子と二人でこんな時間までは遊びに行っちゃ駄だ目めよ。わかったわね」

　それだけはきつーく言われてしまった。




　そして部屋に戻もどって、赤城君にすぐにメールをした。

〝大丈夫だったよ。ちゃんと仲直りも出来た〟っという報告のメールを送る。

　すると、すぐに返信が返ってきた。

〝そっか！　よかったな！　これでまた遊びに行ける？〟

　その本文に自然に笑みが零こぼれる。

〝うん、行けるよ。また遊びたい〟

　素す直なおに思ったままの言葉を送った。

　赤城君は待ってくれていたのか、すぐに返事を返してくれる。

〝その前にバスケの練習試合観みに来いよ！　あと、月曜日な！　数学よろしくー〟

　っと、プレッシャーも何も感じていない緩ゆるいメールが送られてきた。

「もう大丈夫なのかな。佐々木先生が出すテストに合格する気あるのかな？」

　そう呟つぶやきながらも、悲しんでも寂しくても月曜日が二人で過ごす最後の日。

　その日……生まれて初めての勇気を出してみようか。

　赤城君が褒ほめてくれた私の容姿で、小説の中でしか読んだことのない言葉を伝えてみようかと悩んでいた。

　勉強机に置かれていた眼鏡めがねを手に取る。

「もう、地味子は卒業……してみようかな」

　その時の事を考えると高鳴る胸に眼鏡をあてて、一人思い悩む夜を過ごした。
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　月曜日の朝、部屋の時計を見るとそろそろ登校しなくちゃいけない時間だ。

　今まで学校に行く月曜日、こんなにドキドキして向かうことなんてなかった。

　鏡を熱心に見る自分も。

「コンタクトは用意出来なかったからせめて髪かみ形がただけでも……」

　赤城君に褒めてもらった眼鏡を外し、結ぶのも止やめた顔と髪形。

　気き恥はずかしいけれど髪は一つに結ぶのを止めて丁てい寧ねいに櫛くしで梳とかして、真っ直すぐのストレートにした。

　頑張って変わらなきゃ。

　赤城君の隣となりに立っても恥ずかしくないくらいになれるように。

「あらっ！　可愛かわいいじゃない！　似合うわ、美佑！」

　私の髪形にいち早く気付いてくれたのはお母さんだ。勉強以外のことで褒められるのはまだ慣れなくて照れくさいけれど、笑顔で応こたえた。

　そして真しん剣けんな顔になって、昨日の夜から何度も練習した言葉をお母さんに伝える。

「あのね、お母さん。お願いがあるの」

「なに？」

「今日、一日だけ。今日で最後だから、赤城君と二人で最後の勉強をさせてほしいの。放課後に勉強が出来なかった分は帰ってから頑張るから。だから、お願いします」

　頭を思いっきり下げてお母さんに反対された赤城君との勉強のことを頼たのみ込んだ。

　そう簡単には頷うなずいてもらえないと覚かく悟ごしていたけれど、返ってきた返事は思いもよらない言葉だった。

「わかったわ。今日一日だけね」

「えっ……」

「そのかわり、帰ってきたらいつも以上に自分の勉強を頑がん張ばりなさい。約束よ」

　お母さんは私がこう言い出すのがわかっていたんだろうか？

　あまりにもあっさりとしたやり取りに気が抜ぬけたけれど、込み上がってくる感謝の気持ちで胸はいっぱいだ。

「ありがとう、お母さん……いってきます」

「いってらっしゃい。気をつけてね」

　お母さんと言葉を交かわし家を出ると、今日も雲一つない真っ青な空がそこにはあった。

　朝の澄すんだ風も吹ふいていて、深呼吸したくなる。

「よし……頑張ろう」

　今日は新しい私の第一歩の日だ。

　いつもなら下を向きながらバス停まで歩くけれど、今日からは前を向いて背筋を伸のばして歩いて行く。前を向いて歩く道は、想像以上に気持ちがよかった。

　バスを降りて学校に向かい、正門をくぐり二年生の靴くつ箱ばこへと歩いて行く。

　その靴箱の前で二人の女子の姿が目に入った。

　一人は色白で華きや奢しやで顔の表情は困り顔なんだけれど、それがとても可愛らしい女の子。もう一人はこの前知り合ったばかりの遠藤さんだった。

　いつもの私ならここは素す通どおりで通ってしまうところだ。

　でも、私は変わるって決意したんだ。

　これもその最初の一歩だ。

「あっあの、遠藤さん、お、おはよう」

「えっ？　あ、おっおはよう柏木さん！」

　勇気を出して知っている遠藤さんから先に声をかけた。

　でも、お互たがい人見知りな私達。

　私が声をかけてきたことに驚おどろいたみたいだったけれど、私が目配せで隣の女の子を見ていると慌あわてて紹しよう介かいしてくれた。

「あ、あのね、この子はね、深ふか瀬せ緑みどりちゃん。深谷君の彼女なんだ。知ってるよね？　バスケ部のエースの深谷君」

　この子、あの時赤城君を探していた深谷君の彼女だったんだ。

「あの、私、柏木美佑です。えっと……お、おはよう」っとたどたどしく言うと、頰ほおをピンク色に染めながら小さな声で「おはよう」っと返してくれて会え釈しやくをしてくれた。

　そうか、この二人の彼氏はバスケ部なんだ。

　だったら、赤城君が誘さそってくれた練習試合の応おう援えんもきっと来るよね？

　そう確信した私は、もう一度勇気を振ふり絞しぼって頑張って声を出した。

「えっと、あの私、今度の日曜日のバスケ部の練習試合、観に行くんだけど……その、よかったら、その、い、一緒に応援しない……かな？　っと思って」

　二人とも、一いつ瞬しゆんキョトンとした表情をしていた。

　あぁ……いきなり図ずう々ずうしかったかな？

　そう後こう悔かいしていたら、思いもしない言葉が返ってきた。

「本当!?　わぁ、よかった！　実は私達も柏木さんの事、誘おうって話してたんだよね？　緑ちゃん！」

　必死に訴うつたえてくれる遠藤さんに「うん」っと優やさしく微笑ほほえんでくれている深瀬さん。まさか誘ってくれようとしていたなんて思ってもいなくて、返す言葉が思いつかなかった。

　でも、遠藤さんが「だって柏木さんって赤城君とすっごく仲がいいでしょ？　だから、柏木さんを誘ったら赤城君も喜ぶかな？　って言ってたの」っと言われた時は、「えぇぇっ！」っと大声を出してしまったけれど。

　そんな私を笑って見てる二人は凄すごくいい子達だ。

　初めての女の子のお友達……

　この子達とならきっとなれそうな気がする。

「ふふっ。練習試合、色んな意味で楽しみだね！　緑ちゃん！」

「うん、本当に楽しみ。あっ、そうだ。柏木さん、この前の土曜日ってあの塾じゆくの説明会に来てた？」

「えっ？　う、うんっ」

　深瀬さんが小さな声だけど、私に聞いてきた内容にまた驚いた。

「実はね、私もその塾の説明会に行っていたの。本当はそこで声をかけたかったんだけど、私も人見知りでなかなか勇気が出なくて」

　長い睫まつ毛げに困ったように下がっている形の綺き麗れいな眉まゆで目め一いつ杯ぱい私に語りかけてくれる深瀬さん。彼女もあの塾の説明会に来ていたんだ！

「じゃあ、同じ塾？」

「うん、あっちでもよろしくね？」
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「よ、よろしくっ！」

「あーっ、いいなぁ……私もそこの塾行こうかなー？」

「本当？　香織ちゃんも行こうよ。みんなで行けばきっと楽しいよ、ねっ？　柏木さん」

　深瀬さんは私に同意を求めてくれる。

　当然、その言葉に大きく首を縦に振った。

　初めて喋しやべった女の子に初めての女の子同士の約束。

　二人と別れたあとも私は嬉うれしくて興奮状態は続きっぱなしだ。

　早く赤城君にこの事を伝えたい……そんな考えでいっぱいだった。

　でも、教室の前に辿たどり着くと途と端たんに臆おく病びようになり、歩く足も止まってしまう。

　中にはいつもと同じクラスの子達が騒さわぐ声。笑う声ばかりが耳について、その中にずっと一人でいる事を考えるとどうしても足はすくんでしまう。

「……どうしよう」

　開いていない教室の扉とびらの前で一人ポツンと立ち、開けるのを躊ちゆう躇ちよしていた。

　やっぱり短い休きゆう憩けいの時だけ教室にいることにして、ＨＲ前やお昼休憩はあの無人の教室で過ごそうか……

　いきなり教室で一日を過ごすのは、私にはハードルが高かったのかもしれない。足を教室に入れる事を諦あきらめていつも過ごす教室に向かおうとした時、私の背中を誰だれかが押した。

「こらっ。どこに行こうとしてんだよ」

　一日ぶりに聞くこの声……

　後ろを振り返ると、部活鞄かばんを提さげて教室に来た赤城君の姿があった。

　屈くつ託たくのない笑え顔がおは私を安心させると同時に胸を高鳴らせる。

　真っ直すぐに見つめてくる視線につい、下を向いてしまった。

「ちょっと、赤城。何立ち止まって……って。えっ？　誰??　んっ？　んん??　柏木さん!?」

　赤城君の背後から出てきたのはマネージャーの五十嵐さんだ。いつも美人の顔が私を見て驚いた顔になっていた。

「どうしたの、その髪かみ形がた！　すっごい綺麗な髪してんじゃん！　絶対いーよ、こっちの方が!!」

　結んでいた髪を下ろしているのに気付いてくれ、指先で髪を掬すくってくれて大おお袈げ裟さなくらいに褒ほめてくれている。

　その声をきっかけに、周りにいた同じクラスのバスケ部員の男の子三人がいっせいに私の方を向いた。

「えっ？　柏木？　柏木ってえっと……」

「〝トンボの地味子〟って誰かがあだ名をつけた女子だろ？　ウチのクラスの。あれ？　雰ふん囲い気き違ちがくね？」

「それよりこんな時間にお前、いたっけ？」

　バスケ部員となれば全員長身だ。私の前に大きな壁かべが出現したみたいだった。

　これは……ちょっと怖こわい……

　赤城君に助けを求めようと目線を移すけれど、なぜだか不ふ機き嫌げんになっていて声がかけづらい。

　その時、真ん中の男子に顔を覗のぞき込まれて結構な至近距きよ離りになる。

「授業以外でここにいるのほとんど初めてだよな？　お前、こんな顔だったのか……っいて!!」

　近寄られたと思った顔は一瞬で痛みに歪ゆがんだ顔になった。

　赤城君があの大きな手のひらで、この男子の後頭部をいい音を鳴らして叩たたいていた。

「何すんだよ！　大地！」

「うるせー、ビビってんだろ。離はなれろよ」

「何だよ、いきなり機嫌悪くなりやがって」

「ふんっ」っと子どもみたいに拗すねている赤城君の顔は、少し頰が赤くなっている。

「お前らも早く入れ」っと、その長い足で他ほかのメンバーの子を払はらい除のけてくれている姿に、五十嵐さんも笑いながら彼らの後に続いて教室に入って行った。

　廊ろう下かに残されたのは私と赤城君だけだ。

「……あ、ありがとう」

　ここは助けてくれたお礼を言うべきなんだろう。見上げると、ちょっと睨にらまれてしまった。

「土曜日に言ったばっかりなのに」

「何……？」

「俺以外の男となれなれしくするなって」

「あっ」

　そうだ、確かにそう言われていた。その言葉が凄く嬉しかった事も覚えてる。

「えと……あの、ご、ごめ……」

「それに髪形……俺がモテそーって言ったからしてきたのか？」

「へっ？」

　あれ？　何で機嫌が悪いんだろう？

　だって赤城君が褒めてくれたからこの髪形にしたのに。

　手でサイドの髪かみを持つと、まだ櫛くしで梳すいたままの状態で髪はサラサラを維い持じしている。

「私、モテたいんじゃなくて、赤城君が褒めてくれたから……また褒めてくれるかなっと思ってこの髪形に頑がん張ばってしてきたの……や、やっぱりらしくない？　……かな？」

「えっ……」

　ちゃんと視線を合わせる自信がなくて、上うわ目め遣づかいになってしまった。

　眼鏡めがねのレンズからは視界がはみ出るから赤城君の顔はぼやけてよくわからないけれど、声からして多分ビックリしているんだと思う。

「…………」

　どうして無言なんだろう。

　土曜日は凄くテンション高く「いーじゃん！　似合う！」とか言ってくれたのに。

　あれは私の勘かん違ちがいだったのかな？

　落ち込んでいく顔は首と共に下を向いてしまった。

「……もー、何でそういう事、教室の前で言うかなー？」

　赤城君はまた首の付け根を強く搔かくと、周りをキョロキョロして開いていた扉を閉めた。

　入らないの？　と思ったら、さっきのバスケ部の男子と同じ位に顔を近寄らせてくる。

「うひゃっ！　な、何??」

　至近距離の赤城君の顔は悪戯いたずらっ子のような顔をしている。

　ドキドキが止まんなかった。

　そして私にだけ聞こえるように言ってくれた。

「その髪形、やっぱすげー可愛かわいいー。最高っ！　頑張ってきてくれてありがとうな」

　そう言って眩まぶしすぎるくらいの笑顔を私にくれた。

「さ、ささささ最高……!?」

「うん、最高ー。いいっ！　クラスの中で一番いいっ！　あっ、内ない緒しよな。今、俺が言った事。他の女子に怒おこられちゃうし」

　赤城君の思いもよらない褒め言葉にお世辞とわかっていても、飛び上がるほど嬉しかった。

　顔を両手で隠かくし、熱いのを抑おさえる。

「ははっ！　そんな顔じゃ教室に入れねーな」

「もうっ！　誰のせいよう……」

「いーや、このまま佐々木が来るまで廊下にいようぜ。まだ他のクラスの奴やつらも教室に入ってねーし」

　指と指の隙すき間まから廊下に立っている周りの子達を見た。

　そんなに多くはないけれど、確かに廊下でお喋りをまだしてる。

　どう考えても、こんな顔じゃ教室には入れない……この日の朝は、ＨＲまで赤城君が一いつ緒しよに時間を過ごしてくれた。

　そして佐々木先生が来た時、「また、放課後なー」と、約束をして私の忘れられない一日が始まった……




　授業はともかく、頑張ったのは休憩時間。

　珍めずらしいものを見るようなクラスの子達の視線は堪たまらなかったけれど、時々赤城君が気にかけてメールをくれた。

　でも、さすがにお昼を赤城君達のグループで一緒に食べるわけにはいかない。

　だから、ここでまた勇気を出した。

　私の机のすぐ近くでは五十嵐さん達のグループがお弁当を食べるために三人の輪を作っている。

　その後ろに立ち「い、一緒に食べてもいい？」っと声をかけると、彼女達は笑顔で輪に入れてくれた。




　そんな一日を終えた私は、放課後になってから赤城君と過ごすことが当たり前になっている教室にいる。

　今日は一段と眩しい夕日に包まれた教室に二人で来て、いつものように筆箱から赤ペンを取り出す。

　最後の個人授業の時間だ。

「言っただろー？　お前と話してみたいって思ってるヤツ、絶対いるって」

　部活鞄かばんから私が課題に出したノートを取り出し、照れくさそうに差し出した。

　きっと赤城君はこうなることがわかっていたのかもしれない。

　だからあの時言ったんだ。「教室で過ごす事から始めてみれば」って。私に自分で踏ふみ出す勇気と機会を与あたえてくれたんだ。

「うん、ありがとう」

　泣きそうになりながらもお礼を言う。

　もう……本当に大好きだ。

　そうやって私なんかに目め一いつ杯ぱい笑顔で応こたえてくれるところも。

　誰だれかをこのままずっと独り占じめしたいなんて思ったことなんて、今までなかったのに。

　赤城君となら、ここにずっと二人でいたいっと思える。

　だから、今日この個人授業が終わったら……

　また勇気を出してみよう。

　私の今日一番の勇気。

「あのね、赤城君。今日、この勉強が終わったら……き、聞いてほしい事があるの」

　先に言っておかないと、また逃にげてしまいそうになるかもしれない。

　有言実行にするために、話があると先に伝えようと思っていた。

「……それ、もしかしたら俺と同じ事？」

「えっ？」

　机に両りよう腕うででうつ伏ぶせになって目だけ私の方を向いている赤城君の顔は、耳まで真っ赤になっていた。

　そして私が持っているノートを指差す。

「課題の最後のページ、見てみて」

「最後？」

　これは私がずっと課題を出していて採点をしていたノートだ。

　最初はバツばっかりだったのに、最近はマルの方が多くなっている。

　赤城君の努力の証あかしがいっぱい詰つまっている。

　パラパラっとノートの紙が音をたてて捲めくられていく。

　そして私が書いた課題の最後に、もう見慣れていた赤城君の文字が文になって書かれている。

　それを読んで私はノートを落としそうになった。

「……俺からの柏木に出す初めての問題。答え、マルかバツかで書いて」

　眼鏡は外していないから、視界がぼやけたわけじゃない。

　涙なみだが溢あふれて、目の前が見えなかった。

　そこに書かれた文字。それは……







〝好きです。〟

〝俺と付き合って下さい！〟（　　）










「噓うそ……」っと呟つぶやき、口を両手で覆おおう。

　夢みたいな出来事に、何度も何度もその文字を読み返した。

　赤城君は腕から目を出してこっちを向いていて、耳は真っ赤なまま私の様子を窺うかがっている。

　そしてこの現実をじわじわと実感してきた私は、可愛らしすぎる赤城君の告白を涙と共に笑う声が次々と溢れてきた。

「ふっふふっ……このカッコに答えを書いたらいいの？」

「うん……」

　赤城君に見つめられるまま、私は持っていた赤ペンで大きなマルを書いた。

「……っよっしゃー！」

　うつ伏せのまま長い腕を伸のばして小さい声で聞こえてきた、喜んでくれる声。

　まさか、赤城君の方から言ってくれるなんて思いもしなかった。

　きっと今いま頃ごろ、私がしどろもどろになって言う告白を赤城君に我が慢まんして聞いてもらうことになると思ったから。

　ノートに書き綴つづられているその告白の文字を一つ一つ指先でなぞる。

「現実じゃないみたい……まさかこんな事をしてもらえるなんて」

〝好きです。〟

〝俺と付き合って下さい！〟

「何度も読まないと都合のいい夢だって思っちゃいそう」

　涙で震ふるえるか細い声で想おもいを伝える。

　涙が溜たまってしょうがないから眼鏡を外し、机に置いた。

「あーあ、泣いちゃった」

「だって……嬉うれしくて……」

　椅い子すから立ち上がった赤城君は私のすぐ横にしゃがんで同じ目線になってくれた。

　そしてその大きな手で私の頰ほおを両手で包み、親指で流れた涙を拭ぬぐってくれる。

「ひゃっ……な、何、何してるの!?」

「泣き顔の柏木ってたまんねーくらい可愛かわいいーの。ホント、マジ可愛いー」

「やだっ！　やめ、やめてぇ……」

　至近距きよ離りで見つめられている興奮と恥はずかしさと愛いとおしさと嬉しさで、もう私の感情はめちゃくちゃに複雑だ。

　私の頰を包んでくれる大きな手はまるで〝離はなさない〟っと伝えてくれているようで、その手に込められた想いにまた涙がこぼれた。

　止まるどころか自分の〝好き〟の気持ちが溢れて、涙になって流れているみたいだ。

　それを赤城君が受け止めてくれていることがたまらなく嬉しかった。

　だから、囁ささやくような小さな声だったけれど、私の素す直なおな気持ちを伝えた……

「私も、好き。……赤城君と出で逢あえてよかった」

　薄うつすらと目を開けて見つめた先には、制服のシャツが見える。

　この肩かたに抱だきついてもいいかな？

　震える手はどこを触さわっていいのかわからなくてどうする事も出来ないけれど、今動きが止まった彼の身体からだには簡単にくっつく事は出来そうだった。

　ゆっくりと首を動かして赤城君の肩に額をくっつけた。

　すると、少し強めに私を抱きしめてくれた。

「もー何でそんな可愛いーこと言えるんだよ」

　困ったような言い方だったけれど、どこか嬉しそう。

　私は震える手をそっと赤城君の胸に添そえた。

「私のこと可愛いなんて言うの赤城君くらいだよ」

「そー？　じゃー、俺だけでいーや。俺だけの柏木だもん」

　ピッタリと止まった涙。

　ビックリした……赤城君は本当、何でもストレートだ。

「顔、見せて？　俺だけが見てもいい柏木の顔」

　私を椅子から床ゆかにおろした赤城君は、覗のぞき込むように私の顔を見つめる。

　涙でぐしゃぐしゃだから恥ずかしいけれど、唇くちびるをギュッと嚙かみ締しめて我慢した。

　床に座り込んでお互たがいに見つめあう私達。

　静かな教室には時々、夕方の涼すずしい風が頰をかすめて夕暮れが近づいていることを身体で感じた。

　熱くなった身体に夕方の涼しい風は気持ちよかった。

　今日のために下ろした髪かみは風に吹ふかれて涙の頰に纏まとわりつく。

　それを赤城君は丁てい寧ねいに払はらってくれた。

「……うん。やっぱり可愛いー」

「うっ……あんまり見ないで……」

「うはっ。それも無理」

　上に強ごう引いんに向かされて、穴があくくらい見られている私。

　今まで誰かにこんなに見つめられた事なんてない。

　しかも相手は大好きな男の子……

　言葉とは反対にもっともっと見ていてほしいって思ってしまうあたり、私は相当独どく占せん欲よくが強いみたい。

　でも、好きな子が相手なら誰だれでもそう思うのかな？

　赤城君が「俺以外の男となれなれしくするな」って言うのと同じだ。

　それがわかると、嬉しくて笑いが止まらなかった。

「ふふっ……」

「んっ？　また笑った。何か可お笑かしいか？」

「ううん……楽しい。赤城君とこうしてるの」

　ちょうど眼鏡めがねがなくても見える距離の赤城君の顔は目がまん丸になっていた。

　キョトンという表現が似合う顔。また、笑ってしまった。

「あっ！　今、俺の顔を見て笑ったろ!?」

「だ、だって……変な顔……」

「お前なー、せっかく出来た彼氏にそういうこと言うか？　普ふ通つうはカッコいいーとかだろ？」

「あははっ！　ゴメン。だって今まで私、赤城君のカッコいい顔なんて見たことないもん」

「だからお前……そう傷つく事をサラッと言うなよ」

　拗すねた顔が可愛くてまた笑ってしまう。

　きっと今、「可愛い」なんて言ったら怒おこられちゃうんだろうな。

「今度のバスケの練習試合、絶対に来いよ！　俺のめちゃくちゃカッコいい姿見せてやるからな！　絶対惚ほれ直すから！」

　自信たっぷりの顔に今度は頼たのもしさを感じる。

　うん、その顔、カッコいいよ。っと、心の中で呟いておいた。

「うん、楽しみにしてる。でもその前に明日あしたの佐々木先生のテスト、絶対に合格点取らなきゃね」

「うあー……そうだ……もう明日だー」

　赤城君は私の肩に項うな垂だれると一気にテンションが下がってしまった。

　ポンポンっと、髪を撫なでても起き上がる反応はない。

「お勉強、頑がん張ばろう？　ねっ？」

「……やる気出ねー……」

「どうして？　今まで元気いっぱいだったのに」

「………っしてくれたら、やる気出る」

「えっ？　何??」

「だから………ス」

　赤城君は私の肩に顔を埋うずめているせいか、肝かん心じんなところがこもってしまって聞こえ辛づらい。

　ちゃんと聞き取れるように顔を近づけると、そのまま頰を引き寄せられた。

　そこにしっかりと触ふれた初めて感じる柔やわらかいもの……

　それは数秒だけ触れるとあっさりと離れた。

「よーしっ！　やる気出た！　頑張ろーっ！」

　棒読みで聞こえてくるのは確かに赤城君の声。だけど私にそのやる気は全く頭に響ひびいてこなかった。
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　だって私が今集中している場所は……

　今まで触れていたところに指先を当てる。

「あ、赤城君っ！」

「あははっ！　せんせーが怒ったー。コエー」

　軽く笑うと立ち上がり椅子に座って自分だけ勉強の準備を始めている。

　私なんて腰こしが抜ぬけて立ち上がることすら出来ないのに！

「信じられない！　い、いきなり……初めてだったのに……!!」

「おっ、一いつ緒しよじゃん。よかったなー初めて同士で」

「そういう問題じゃないー！」

　叫さけんだら抜けた腰はどうにか持ち直して、ふらつきながらも立ち上がることは出来た。

　もうこの日の勉強内容なんて私はほとんど覚えていない。

　でも、赤城君は確実に私が今まで教えてきた事をちゃんと理解してくれて、そして真ま面じ目めに勉強してくれて……

　明日のテストはきっと大だい丈じよう夫ぶ。そう確信出来た。




　そして迎むかえた翌日のテスト。場所は職員室だった。

　昼休みにテストを行って採点した後、放課後に職員室に呼ばれた赤城君。

　もちろん、私も後からついて行って出てくるのを廊ろう下かで待っていた。

「うぅ……大丈夫だとわかっていても緊きん張ちようする……」

　どうかミスなく終わりますように……

　それだけをずっと祈いのっていた。

　数十分待っていたけれど、あまりにも長いから職員室を覗いてみようか？　と思った瞬しゆん間かん、勢いよくドアは開かれた。

「わっ！　柏木、そこにいたのか!?」

　出てきたのは待っていたその人だった。

　手には答案用紙が握にぎられていて、見えるのはマルばっかりだった。

　もう、聞かなくてもわかった。

「よ、よかった……大丈夫、だったんだ……」

「当たり前ー。余よ裕ゆうで合格！」

　私にテストを見せようとした赤城君の頭を、誰かが飛んで来ていい音を鳴らして叩たたいた。

「なーにが余裕だ！　誰のおかげで合格点を取れたと思っているんだ、お前は！　まずは柏木に礼を言うのが筋だろうが！　このバカたれ！」

　廊下に響き渡わたるような大声で赤城君を怒ど鳴なりつけたのはバスケ部顧こ問もんの佐々木先生だった。

　かなりいい音を鳴らして叩かれたから、赤城君はとっても痛そうに頭を押さえている。

「いってーなー。さっきまで散々説教してたんだから、もう怒鳴らなくてもいいじゃん。せっかく勉強から解放されたのにー」

　緩ゆるい赤城君の態度に心底切ない顔をした先生が肩かたを落とす。

「お前は何でそう危機感が足りないんだ。テストはこれだけじゃないんだぞ？　これからもまだまだ続く……」

「あーもーうるせー！　いいんだよ、俺にはこれからは専属のせんせーが付いてるから！　説教終わり！　行こうぜ、柏木」

「ひゃっ！　あっ、う、うん。し、失礼します！」

　手首を引っ張られて早足の赤城君に小走りの私を佐々木先生は呆あつ気けに取られて見ていた。

　赤城君、職員室にいた時間が長かったのは説教されていたからなんだ。

　その姿を想像しちゃうと、やっぱり笑ってしまう。

「あっ、また笑ってる」

「うん。赤城君の怒られているところを想像したら笑っちゃった」

「ひっでー」

　二人で歩く廊下は二年生の靴くつ箱ばこに近づいて行く。

　赤城君はこれから部活のようでその表情はとてもいきいきとしていた。

　私はこれから帰らないと通い始めた塾じゆくの時間に間に合わない。

　駅ではお友達になったばかりの緑ちゃんが待っている。

「あっ、俺さ、今度の練習試合、スタメンで出られるみたい」

「本当？　じゃあ最初っから赤城君の姿が観みられるの？」

「佐々木がここまで頑張ったことに感動してご褒ほう美びだってさ。俺、どんだけ成績悪かったんだ？　今まで」

「……でも、そのおかげで私は赤城君とこうなることが出来たよ？」

　相変わらず眼鏡は外していない私だけど、今日も頑張って梳とかしてきた髪かみを繫つないでいない手で弄いじった。

「頭悪いのもたまには役に立つなー。俺も自分の頭の悪さに感謝だ」

「あははっ。もう……でもこれからはちゃんと頑張ろうね。私が見てるから」

「もっちろん。あっ、そうだ！　今日の合格とスタメン入りの記念に練習試合の帰り、プリクラ撮とりに行こうぜ」

「えっ！　プリクラ!?」

「そっ、この前撮れなかったプリクラ。約束な、約束！　絶対撮るぞ」

　強引に手を取られ、指切りげんまんをされてしまった。

　その赤城君の必死さにおかしくなって、お互たがい顔を見合わせて笑え顔がおを交かわす。

　そして人ひと気けが少ない廊下に私達の笑い声が響き渡る。

　廊下でこんな風に歩いて、笑って……

　どこまでも自由で明るくて太陽みたいなこの人のおかげで私はかけがえのない日々を過ごす事が出来てる。

　小説の中でしかあり得ないって思っていた甘い甘い青春が詰つまった日々。

　きっと、これからもずっとこの人となら過ごす事が出来るよね。

「美佑」

「えっ？」

　突とつ然ぜん呼ばれた名前に反応して自分の靴箱に伸のばす手が止まった。

　そして唇くちびるを塞ふさがれた。

「あ、あっ！　赤城君！」

「あははーっ！　これでやる気がまた出てきた！」

　顔が真っ赤になり震ふるえている私と大満足な顔をしている彼。

　どうやら甘い甘い青春は、まだまだこれからみたい。







　あとがき




　皆みな様さま、初めまして。りぃと申します。この度たびは『放課後はキミと一緒に』を手に取ってくださり、本当にありがとうございます。心から感謝いたします。

　この『放課後はキミと一緒に』は、私が普ふ段だんから執しつ筆ぴつ活動をしております、エブリスタで開かい催さいされた「角川ビーンズ文庫　学園ストーリー大賞」で準大賞という大変光栄な賞をいただき、書しよ籍せき化の運びとなりました。

　それからはもう夢中になって改かい稿こう作業に取り掛かかりました。私は改稿作業というものはあまり得意ではないのですが、美み佑ゆちゃんと赤あか城ぎ君の二人が大好きな私にとって、このお話の作業は最後まで楽しんで頑がん張ばれました。

　それは、担当様が最後の最後までまだまだ未熟者の私をずっと励はげましてくれ、親切にご指導してくださったおかげだと思います。本当にたくさんの迷めい惑わくをおかけしました……。今でも感謝の気持ちでいっぱいです。

　このお話の登場人物を作る時、最初の設定でちょっとこだわったところがいくつかあります。まず、美佑ちゃんの好きな物や日常に不可欠なものは「赤」で統一しました。

　赤眼鏡めがねに赤ペン、赤色のブックカバーに赤城君です。美佑ちゃんみたいに自信がなく、引っ込み思案で自分をうまく表現できない子は、きっと赤城君みたいに天てん真しん爛らん漫まんで太陽みたいな男の子がきっと必要だろうと思い、赤城君が誕生しました。

　勉強はダメで部活大好き、そして友達思いの男の子。クラスに必ずいる人気者の男の子と、地味女子の恋れん愛あい。お友達から始まり、徐じよ々じよに自分を曝さらけ出だせる女の子へと成長させるのには、家族との関係も必要だと思い、お母さんとのシーンも取り入れました。実際、ここが書くのに一番悩なやんだシーンでもあります。きっと、美佑ちゃんと同じ悩みを抱かかえている十代の子供達ってたくさんいると思います。そんな子達に、少しでも励ましになれるような作品に出来上がっていたらいいなと、そう願っております。

　そして、カバーイラストと挿さし絵えを担当してくださったあずさきな様。初めて、美佑ちゃんと赤城君のカバーラフを拝見した時の感動と衝しよう撃げきは、本当に凄すごかったです。二人がイラストとなって誕生し、『放課後はキミと一緒に』の世界が出来上がったことは、私にとって宝物のような出来事です。美佑ちゃんと赤城君をこんなに素す敵てきに描えがいてくださり、本当にありがとうございました！

　最後に、書籍化するにあたり、エブリスタ運営の皆様、ビーンズ文庫の担当様、全すべての関係者の皆様、本当にありがとうございました！

　これからも頑張ります。そして最後まで読んでくださった皆様、本当にありがとうございました。
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本書はエブリスタ「学園ストーリー大賞」入賞作に修正、加筆したものです。

この作品はフィクションであり、実在の人物、団体等とは一切関係ありません。


















カバー・本文イラスト／あずさきな

デザイン／おおの蛍（ムシカゴグラフィクス）










放ほう課か後ごはキミと一いつ緒しよに
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